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1 .本書は、柏木川基幹河川改修工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成17年度から

平成19年度にかけて発掘調査を実施した、恵庭市西島松2遣跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

本書には、平成17． 18． 19年度に同遺跡から検出された遺構（住居跡60軒、土坑1,406基、Tピット

6基、焼土454カ所・小ピット266基､）および出土遣物を掲載する。

2．平成17． 18年度の発掘調査と整理作業は第1調査部第2調査課が、平成19年度の発掘調査と整理

作業は第2調査部第1調査課が、平成20年度の整理作業は第2調査部第3調査課が、平成21年度の

整理作業は第2調査部第2調査課が行った。

3．本書の執筆は佐藤和雄・土肥研晶・柳瀬由佳が担当した。 1 ･Ⅱ章については、これまでに刊行

された発掘調査報告書「西島松5遺跡、同（2）、同（3）、同（4）、西島松3遺跡・西島松5遺

跡（5）、西島松5遺跡（6）、西島松9遺跡」の記載に基づいた。

1 ．遺物の分類は土器を土肥研晶が、石器ほかを柳瀬由佳が担当した。木・金属製品の保存処理は第

1調査部第1調査課の田口尚が担当し、写真の撮影は、各遺構担当の調査員が、遺物の写真撮影

は吉田裕吏洋が行った。

分析・同定について、下記に依頼・委託した。

動物遣存体 金子浩昌

人骨 札I幌医科大学第2解剖学準教授松村博文

金属製品 岩手県立博物館赤沼英男

石材鑑定 （株）アースサイエンス

黒曜石原材産地分析 （有）遺物材料研究所

放射性炭素年代測定 （株）加速器分析研究所

炭化種子同定 （株）古環境研究所

炭化樹種同定 パリノ ・サーヴェイ （株）

5

6 ．調査にあたっては、下記の諸機関および人々のご協力、 ご助言をいただいた（|||頁不同、敬称略)‘

文化庁、北海道教育庁生涯学習部文化・スポーツ課､恵庭市郷土資料館、千歳市教育委員会、北海

道開拓記念館、北海学園大学、札幌大学、北翔大学、國學院大學

土肥孝、田嶋弘美、上屋真一、長町章弘、大林千春、下野直章、仙庭伸久、秋山洋司、石井淳、

藤井誠二、田村俊之、高橋理、豊田宏良、松田淳子、右代啓視、鈴木琢也、 LI｣田悟郎、乾哲也、

奈良智法、天方直仁、山田和史、森岡健治、長田佳宏、赤石慎三、菅野修広、松田宏介、大島直行、

青野友哉、杉浦重信、澤田健、小野哲也、石井淳平、斉藤那典、山田央、嶋影壮憲、木村英明、

水野一夫、長谷川徹、大島秀俊、野村崇、大沼忠春、和泉田毅、遠藤龍畝、羽賀憲二、松谷純一、

藤岡智子、鈴木克彦、佐藤紀子、高橋直孝



記号等の説明

1 ．遺構の表記は、本文および図表中では次の略号を使用した。また、グリッド番号と区別する

ため、 「P1」「F1」、のように、アルファベットとアラビア数字の間にはハイフンは入れ

ていない。

H:住居趾 P:土坑および土坑墓 TP:Tピット F:焼土 SP:小ピット

2．実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりである。

遺構図（平面図． |断面図・エレベーション図)-1 : 40

遺物出土状況詳細図一遺構ごとの出土状況に合わせたため、縮尺は異なる。

土器実il1ll図・土器拓影図-1 : 3 土製品-1 : 2 (土偶1 : l ・フイゴ羽| 1 1 : 3)

石製品 1 ： 2 いかり石 1 ： 3石斧・剥片石器－1 ： 2 礫石器-l : 3

木製品－1 ： 2 鉄製品・脇差-1 : 2

なお、 写真のスケールはおおむね次のとおりである。

復元土器任意拓本 1 : 4 剥片石器 1 : 2 石嫉－2 : 3 玉類 1 : 1

礫石器一任意土・石製品一任意

H:住居趾 P:土坑および土坑蟇 TP: '1,ビット F:焼土 SP:小ピット

実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりである。

遺構図（平面図． |断面図・エレベーシヨン図)-1 : 40

遺物出土状況詳細図一遺構ごとの出土状況に合わせたため、縮尺は異なる。

土器実il1ll図・土器拓影図-1 : 3 土製品-1 : 2 (土偶1 : l ・フイゴ羽| 1 1 : 3)

ﾖ製品 1 ： 2 いかり石 1 ： 3石斧・剥片石器－1 ： 2 礫石器-l : 3

木製品－1 ： 2 鉄製品・脇差-1 : 2

ｴお、 写真のスケールはおおむね次のとおりである。

復元土器任意拓本 1 : 4 剥片石器 1 : 2 石嫉－2 : 3 玉類 1 : 1

礫石器一任意土・石製品一任意

遣構図中の数字は標高（単位m)を示し、平面図、断面図、エレベーション図は40分の1

で、平面図の真北方向をページの真上に統一している。表中での遺構の規模は単位CInで表

記した。なお、推定事項については、 （ ）で示し、不明の部分は－で示した。セクション

図中の遺物のうち、礫にはS、土器にはP、石斧、石棒などの製品にはその名称を記してい

る。 ~

遺物出土状況詳細図中の番号は、遺物掲載番号と統一した。

図中のベンガラ層等については、その濃淡を次の3段階のパターンで表現した。

３

４

５

ベンガラが敷き詰められた状況

(坑底面にベンガラが敷かれた状況）■■
ベンガラがある状況

(被葬者の上からベンガラを散布した状況）

ベンガラの散布が確認できる状況

(少量のベンガラが散布されたか、埋土にベンガラが混じる状況）

住居l11:の炉 住居阯の焼土

住居趾の床面焼土範囲 粘土範囲

遺体層の範囲 炭化物の範|用

土層の色調は、 『新版標準土色帖」 （小山・竹原1 9 67年版）を使用し、カラーチャートの

番号を記し土色を記した。
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l 調査の概要

I 調査の概要

調査要項

事業名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道石狩支庁（札幌土木現業所）

遺跡名：西島松2遺跡（北海道教育委員会登載番号A-04-35)

所在地：恵庭市西島松306番、 501番地先河川敷地

調査面積：西島松2遺跡19,904,If

発掘期間：平成17年4月1日～平成19年10月30日

整理期間：平成17年11月1日～平成21年3月31日

1

調査体制2

平成17年度

理事長森重

専務理事宮崎

常務理事佐藤

一

勝

和

楯

俊

千葉英一

佐藤和雄

土肥研晶

吉田裕吏洋

第1調査部長

第2調査課長

主 任

主 任

平成18年度

理事長森重楯一

專務理事佐藤俊和

常務理事專務理事兼務

千葉

佐藤

土肥

第1調査部長

第2調査課長

主 査

英一

和雄

研晶

平成19年度

理事長森重

專務理事佐藤

常務理事畑

第2調査部長

第1調査課長

主 査

主 査

主 任

西田 茂

佐藤和雄

谷島由貴

土肥研晶

吉田裕吏洋

楯一

俊和

宏明

平成20年度

理事長森重

理事長坂本

專務理事佐藤

常務理事畑

第2調査部長

第3調査課長

主 査

主 任

茂

雄

晶

佳

和

研

由

楯一（平成20年5月31日まで）

均（平成20年6月1日から）

俊和

宏明

西田

佐藤

土肥

柳瀬

平成21年度

理事長坂本

專務理事佐藤

専務理事松本

常務理事畑

均

俊和（平成21年5月31日まで）

昭一（平成21年6月1日から）

宏明

第2調査部長

第2調査課長

主 査

主 任

茂

雄

晶

佳

和

研

由

西田

佐藤

土肥

柳瀬
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調査に至る経緯

3．調査に至る経緯

恵庭市内を流れる柏木川は、陸上自衛隊島松演習場内に源を発し、千歳川に流入する長さ約11kmの

小河川である。 この流域には多くの遺跡が点在し、 恵庭市内で最も遺跡分布密度の濃いところの1

つである。ところで、千歳川本流およびそこに流入する小河川流域は過去に幾度となく洪水に見舞わ

れてきた。柏木川もその例外ではなく、とくにその下流の左岸一帯はたびたび洪水被害をこうむって

きた。 このため、昭和58 （1983）年、柏木川改修計画が策定された。昭和61 （1986）年から現河川拡

幅の改修工事が実施され、下流域側から上流側（市道西六線～道々江別・恵庭大通付近）へ進められ

てきた。その後平成7年（1995）年、柏木川改修工事の延長と遊水池が計画され、平成9 （1997）年

4月、柏木川改修計lmi増の区間（道々江別・恵庭線～道央自動車道） と第1 ・第2遊水池建設が決定

された。工事主体である北海道札幌土木現業所から北海道教育委員会に第2遊水池建設について埋蔵

文化財保護のための事前協議害が提出された。 これを受けて北海道教育委員会は平成10 (1998)年10

月に西島松5遺跡、平成12 (2000)年7月に西島松3遺跡、同年10月に西島松2 ･ 9遣跡の範囲確認

調査を実施した。関係者間での協議の結果、工事の性格上、計画変更はきわめて困難であることから、

記録保存のための発掘調査の実施となった。

は平成12 (1990)年4月から当センターで実施

ととなり、西島松9遺跡は、平成13年7月で予

を、西島松5遺跡は平成16年10月で基線南23号よ

の範囲を、西島松3遺跡、西島松2遺跡は、平

調査

するこ

定範囲

り南側
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成9年10月でその包蔵地範囲すべての調査を終えた。途

中遺跡範囲の変更があったが、最終的な調査面積は西

島松2遺跡19,904㎡、 ijLi島松3遺跡7,180㎡、西島松5

遺跡21,210㎡、西島松9遺跡1,800㎡である。 ！
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l 調査の概要

4 調査結果の概要

西島松2遺跡は平成17年度から3ヵ年発掘調査を行った。その結果、住居跡60軒・土坑1,406基

(墓を含む)Tピット6基、焼土454カ所、小ピット266カ所などの遺構が検出され、約52万点の遣物

が出土した。発見された遺構・遺物総数は表1－1～4に記す。土地の削平で失われた遺構も多いが、

調査区東側では柏木川の侵食で9世紀の住居半分が削られ、東側では縄文時代晩期末の土坑が半分削

られる例がある。台地の形は河川の氾濫で変化し、多数の遺構が失われているとみられる。

竪穴住居は、擦文時代16軒、続縄文時代1軒、縄文時代42軒（不明9軒含む）が検出された。

縄文時代の竪穴は43軒検出されている。その内訳は早期1軒、前期12軒、中期7軒、後期13軒、不

明9軒である。早期は中茶路式相当の竪穴がキトウシュメンナイ川沿いに検出された。前期は植苗式・

大麻V式相当の竪穴が12軒検出されている。前期の住居111三は、約300m下流側の西島松5遺跡でも20

軒以上が調査されたが、時期的には前半期の静内中野式相当のもので、西島松2 ． 3 ． 5遺跡をとお

してみると上流側に前期後半期の遺構や遺物が、下流側に前期前半期の遺構や遺物が分布する。

大きなもので約8m×5mの小判型の平面形である。竪穴の壁際に土坑を掘るものがみられ、調査

段階で土坑と竪穴を別扱いにしたものもあるが、竪穴と土坑は同時期に埋まっていることから住居に

伴う遺構とみられる。竪穴部分が削平され、土坑のみが楕円形に並ぶ場所もあり、 これらも同時期の

竪穴であったとみられる。

縄文時代中期の竪穴は7軒検出されている。時期の決定には検出状況から判断したものが多いが、

その分布は調査区北側のキトウシュメンナイ川沿いに集中している。時期は中葉の萩ヶ岡2式から天

神山式相当のものとみられる。

縄文時代後期は余市式～ホッケマ式期相当の竪穴が14軒検出されている。 ダフ・コプ式相当のものは

土器片囲い炉と柱穴のみの確認である。後期中葉の竪穴には出入り口の跡とみられる柱穴や床面の高

まりなどを確認できたものが4軒ある。 また、儀礼的な行いか、後期中葉の竪穴壁際から口縁部が打

ち欠かれた小型土器が出土した例が2軒みられた。

続縄文時代の竪穴は、縄文||寺代晩期の土坑や墓を切る状況で確認された(H35)。深さは約40cmで、

全般に黒色の土で埋まる。覆土上位は包含層が落ち込むが、火l l1灰の堆積はみられない。床面付近か

ら後北A式相当の破片が出土していることから続縄文時代の前半期の遺構とみられる。床面はⅣ層に

達したところで平らに作り出すため、包含層を下げると検出困難な遺構である。炉や柱穴が検出され

なかったことや、付近では類似する特徴の大型土坑も見つかっていることから、遺構の規模以外は住

居趾である根拠は弱い。

擦文時代の竪穴は、出土した土器からみて、 8世紀末から9世紀中葉のものとみられ、調査区の縁、

柏木川やキトウシュメンナイ川に沿った分布をする。 16軒のうち3軒は竪穴内に4本の主柱穴をもつ

もので、それ以外は、竪穴外側の角に主柱穴をもついわゆる「カリンバ型」とよばれるものと考えら

れる。竈は造りつけである。煙道ほとんどがトンネル式で、石組みの煙道をもつもの(H54) もあり、

竪穴の東から南側壁に造られている。竪穴の覆土下位に多量の火山灰・焼土粒・炭化物を含む層が堆

積している。これらは屋根の土葺き材の崩落したものと推定される。焼失住居が多く、焼土層に埋も

れた床面付近から、炭化材が出土している。 9軒の住居跡から灰白色粘土が入った土坑が検出されて

いる。竈の補修材を備蓄した施設とみられる。遺物ではH34から曲物状の木製品、H38から鉄製の紡

錘車の軸が出土した。最近の研究から、関東以北では9世紀から鉄製の軸が増えてくるデータがある。

当遺跡の住居跡の時期と一致する。

土坑（墓を含む）は1,406基が検出された。時期別では縄文時代早期が17基、前期が54基、中期12

－3



4 調査結果の概嬰

基、後期111基、晩期853基、続縄文時代76基、擦文時代1基、近世3基、不明279基である。

早期の土坑は17基である。前半期の遺構は確認されていない。後半期の土坑には竪穴の可能性があ

るものも含まれるが、覆土は全般にⅢ、Ⅳ層で埋まっている。

前期の土坑は後半期の植苗式・大麻V式相当の土坑が54基検出されている。遺物が無くても竪穴の

壁際に並んで掘られていたとみられる土坑はすべて前期の土坑とした。墓とみられるのは735号土坑

で、覆土からは大麻V式相当の破片（未掲載）や石器類が検出されている。

中期の土坑は、出土した土器や遺構の切り合いから推測したもので、 12基を確認している。まとまっ

た遺物が伴うなどの、中期の確実な土坑は見つかっていない。

後期の土坑は111基確認された。このうち墓とみられるのは9基で、なかでも後期後葉の堂林式期

の墓が2基ずつ並んで3カ所で検出されている。後期後葉～末葉の墓は、約200m下流で周堤墓をは

じめ、それ以降の墓が下流側に分布している。 これらの墓は周堤墓よりも古いものとみられ、平面形

が長楕円形であることなどから千歳市のキウス4遺跡の盛土遺構の下位や外側に分布する、周堤墓よ

り古い時期の墓と性格が似るものとみられる。後期中葉では、白坂3式相当から手稲式1;'二|当の士坑で、

平面が長径2m前後の楕|｣1形を呈し、覆土下位にⅢ層やⅣ層混じりの暗褐色土が、上位には包含層の

黒色土が落ち込む堆積をする土坑13基が見つかっている。

晩期の土坑は854基が検出された。 このうち墓は39基で815基が土坑である。墓の形は楕|]]形から小

判型で、確認できた埋葬姿勢は屈葬で、頭位はおおよそ南である。坑底長軸端に柱穴らしき浅い窪み

があるものが多く、 1206号土坑では、穴が検出面まで達する。副葬品は墓の上部と、坑底付近から検

出した。坑底付近からは、赤彩された土器・玉類・石鍼・ナイフ類・剥片・石斧・砥石類・いかり石

などが、上部からは、副葬用の小型土器や石嫉などが出土した。坑底面から土器が出土した70号土坑

は最終末期とみられ、坑底に副葬用土器を安置するのは続縄文時代の墓制につながる行為とみられる。

上部は削平を受ける例が多く、副葬品の多くはが失われたとみられる。

本遺跡で最も目立った遺構が晩期の土坑である。時期は、後葉から末葉にかけてのものがほとんど

で、重なりあうほど密集分布するが、分布から離れた土坑に中葉の破片が検出されたものもあり、掘

られた期間は数百年あるとみられる。残りの良い土坑の断面を観察すると、坑底面付近に掘ってまも

なく埋まった土が入るが、上部は壁面の崩落などによる自然埋没で、埋め戻されていない土坑とみら

れる。分布は、晩期の墓域を囲む状況がみられ、墓を意識して掘られたもの、つまり墓と関係ある遺

構とみられるが、性格は不明である。遺物が出土するものあるが、深鉢などの日常的な器種がほとん

どで、 ｜ l縁部や底部が打ち欠かれている例が多い。

続縄文時代の土坑は73基検出された。墓と見られるものは2基で、ひとつは続縄文時代初頭期の合

葬墓（46号土坑）である。ベンガラの敷かれた坑底面付近から石斧や小形の鉢などがIl I土した。 もう

1基は後北C2 ･D式の墓(806号土坑）で、坑底面から遺体の痕跡と小型の鉢が出土した。覆土下位

にはMllに深鉢1個体が入っていた。続縄文時代の墓は全般に削平の著しい場所で検出された。

残りの71基は土坑であるが、状況としては晩期の土坑と特徴は似ており、覆土上部は包含層による

自然埋没である。

擦文時代の土坑は1121号土坑1基である。Ⅲ層付近で甕の破片が検出され、遺構を確認した。 9世

紀前半頃の甕2固体が出土した。

近世墓は3基検出された。平面は長方形や長円形で、板状の材で木郭が作られていたとみられる小

ピットが坑底面の縁を廻るもの（1359号土坑）がある。それぞれの墓は離れて位置するが、段丘縁の

突出した地形の根元付近に墓をつくる傾向がみられる。小刀、刀子、マレックなどが副葬される。
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I 調査の概要

表1－1 遺物一覧

遺構 土器 ＋製品 石製品石器 金属製品 木製品漆製品 骨角器
十一三

口

今

ロアスファルト

住居 1 1 ,929
ヘハ

と， 11,330 4 15 23.308~~

土坑 74,106 44 79.425 98 20 1 39 153,733

Tビット 35 5 40

嬢十 7,010 R7
茸’ 12,833 19，91918

小ビット 158 238 396

集石遺構 187 188

包含層 252,464 88 74,481
ワ勺
44 327,066７

｜
開

4

41 ‘24‘65。計 345.702 ？1月
←ロ茸 178.499 126 35 Z 1

表1－2 時期別遺構一覧

縄文時代
続縄文

時代
遺構 擦文時代 近世 不明 計

早期 前期 後期中期 晩期

住居 1号～60号 60基 12I ７ 14 16 9 60

土坑 1号～1406号 1406基 17 54
1勺
lL 111 854 75 1 ３ 279 1,406

Tピット 1号～6号 6基 6 6

焼土 1号～454号 454カ所 ３ 7Q
r曹11 24 159 40 ３

4，F

1．， 454

小ピット 1号～266号 266カ所 3 3 22 10 ，？R
ハハハ

と00

集石遺構 1号～3号 3基 ’ 1 ’ I

計 2195 勺1
色I 80

Fn

Oと 226 1,023 1 17 21 2，1954 651

表1－3 分類別集計表（土器）

、
1群 1 1群 1 1 1群 'V群 V群 Vl群 VII群

今言十
Eコロ~I

後北

C2D
| a類 | b類 1 lb類| |a類 l l la類 1 lb類 lVc類|Va類 lVb類 Va類 Vb類 Vc類 Vl群 VII群 須恵器 土師器

■
■ I 334 19 2,452 ３ 1 ,335 2.220377 7RR

’uU １ 2,703 6911 1 ,341
内内

。と 276 11，929

■
■ 4 417 10 1‘783 1,999 818 394 1『915 6,6854

句句

竺竺 402 57,813 qql
曹凹I 1 ,468 40 74,106I

■
■ 55 ３ 415 216 ７ 58 1,467 ２ 1ワq

ILヅ 4,393 257 ３ 7,0104 ’

Qp
学I 19 64 qR

V“’ 5 ３ 5 26 158

TP他 2 9 ２ 913
nr＝

do

包含層
4戸

10 2,691 703 10,527 54 14.449 49,456955 1 ,082 ５

９

４

３

７

５

９

２
１

541 5．112 149,891 3,947 2,558 646 68 252,46423

合計
旬1
fl 3,499

ヨハハ

ノdo 15,205 61 18‘017 1,863 59,8721 ,773 214‘826 4‘604566 5,659214,826 4.030 2.028 RQ
リツ 344 345.702

’群合計 3,520 15,941 19,851 74,274 221 .051 8,634 2,431 345.702

表1－4 分類別集計表（石器）

、
石槍

石礁又は

ナイフ

つまみ

付き

ナイフ

両面

加丁石器

加工痕

のある

礫

箆状

石器

櫻形

石器

スクレ

ィパー

擦切

残片

たたき

石

石皿

台石 経』石錐 石核ナイフ 剥片 石斧R フレイク すり石 石鋸ﾌレイク 砥石 石錘 原石 礫 計今回

■
■ 101 7 句句

竺皇 31 4 99 30 9．126 2811 5 67
n4

Zl
Rq

Ol 25 7 54I ２ 9 985 634 1 1.330

P 417 38 43 92 寸旬
E崔

可ハハ

ノ04
向う句

旦ﾉ』 107 75,032 1768 8｛ 44 191
4

1 109 107 1 10 2 952 6 26 1 ‘769 79.425

54目 3 ３ 49 1ワR71
d色■リーロ15 31 I 15 5 1 1 12‘833

■
。 I 1 句 100

SP ３ I ワ ■

]7 7 294 12 137 鯉I;I「

TP･集石他 ２ 113 1 173 192I

包含層 1 .252 1ﾌｳ
ﾛﾀ冬 191 392 13

角
ａ 11 2,057 528 1.748 809 50‘442 675 1.014 15 405 596 412

4，

lソ
q句

l星 畑

一

価

13,318 74.481165 51

小計 1 .827 219 噸g】 521 14 57 16 2.972 598 Q7R
画一V 147, 169 887 1 .2942,087 16 544 805 編鳫喝

ツツヅ 17 328 RQ
Vソ 16.482 634 178.499趾8I

今胃十
EコロI

屯戸司FF4

I○ノ"DQI 1 ‘310 ワワ77
L■凸’' 16‘727 634 178.499
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1 遺跡の位置と環境

Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

1 遺跡の位置と環境

遺跡のある恵庭市は、石狩低地帯のほぼ中央に位置し、東部の標高約8mの水田・畑地帯と西部の

山地で成り立っている。

遺跡は恵庭市の西方、 JR恵み野駅から北西約700mに所在する。東を柏木川、西をキトウシュメ

ンナイ川に挟まれた標高約28mの沖積低地に立地する。柏木川の支流であるキトウシュメンナイ川は、

柏木川とキトウシュメンナイ川は、本遺跡より500mほど下流で合流する。西島松5遺跡より約500m

上流の湧水池を源流にもつ。

遺跡の所在する西島松の「島松」はアイヌ語でシュマオマプ｡ (shuma-oma-p) 「石が．ある．もの

(川)」の意味である。柏木川はペケレペッ (pekere-pet) 「明るい．川」の意味で、キトウシュメン

ナイは(kitu-ushi-mem-nay) [行者大蒜の群生している湧泉池］の意味である。

キトウシュメンナイ川の源流湧泉池は木立がなく開けているが、遺跡内及び周辺のキトウシュメン

ナイ川の両岸や柏木川の対岸に位置する西島松9遺跡周辺には木立が多い。自然植生とみなされる樹

橦はオニグルミ ・ ミズナラ・ヤチダモ・イタヤカエデ・アカシデなどの大木やアカシデ・アズキナシ・

ヤマモミジ・エゾニワトコ・イヌコリヤナギなどの中低木である。

2 周辺の遺跡

恵庭市内の遺跡は小河川の流域に遺跡が集中することが知られている。なかでも柏木川流域には遺

跡が多く、現在恵庭市内で周知されている125カ所の遺跡(2008年5月時点）のうち、約半数の60"

所が柏木川流域に分布する。 （図Ⅱ 2参照）以下柏木川流域の遺跡を中心に時期毎に概観する。

「旧石器時代』

茂漁4遺跡がある。En-a層から細石刃核・掻器等が出土した。ユカンボシE10遺跡からは、細石

刃・細石核が出土している。ユカンボシE5遺跡では細石核が出土している。中島松6遺跡からは細

石核・彫器が出土している。

「縄文時代」

「早期」

前半期の遺構では柏木川13遺跡でアルトリ式期の竪穴住居跡が1軒検出され、床面壁|際から土器や

円盤状土製品、蛇紋岩製の石斧などが出土した。西島松5遺跡からは|司時期の捨て場が検出され、多

数の土器・石器が出土しているほか、島松仲町遺跡でも土器が検出されている。後半期では東釧路Ⅲ

～中茶路式期の住居跡が西島松5遺跡で5軒、力リンパ2遺跡第Ⅶ地点で東釧路Ⅲ～中茶路式期の住

居跡が18軒検出されている。遺物では柏木川11遺跡から、東釧路Ⅱ式土器が出土している。

「前期」

前半期は西島松5遺跡で静内中野式相当の住居趾が21軒検出されている。遺物ではユカンボシE2

遺跡で美沢3式、美々7式土器が、西島松5遣跡で綱文式から加茂川式、西島松1遺跡で、静内中野

式、柏木川8遺跡・西島松3遺跡で加茂川式土器が出土している。また、西島松3遺跡から静内中野

式期相当の漆塗りの繊維製品が出土している。後半期では柏木B遺跡で植苗式土器・大麻V式土器を

伴う住居跡が24軒検出され、柏木川7遺跡では、大麻V式期の住居跡が18軒検出されている。

「中期」

柏木川1遺跡がある。柏木川式土器の標識遺跡である。竪穴住居跡が6軒調査され、標識資料の深

／､
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Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

鉢2個体と、石器類が出土している。西島松14遺跡からは、終末期の大木10式土器を伴う土坑が1基

検出されている。西島松15遺跡からは、柏木川式期の竪穴住居跡が17軒検出されている。B地点でも

同時期の住居跡が4軒検出されている。遺物では土製円盤や三角形の土器片加工品が多数検出されて

いる。カリンバ2遺跡第Ⅶ地点からは、円筒土器上層式期2軒、柏木川式期7軒、北筒式期11軒の住

居跡が検出されている。北筒式の住居跡のうち長軸12mを超える大型住居跡が2軒ある。カリンバ1

遺跡C･E地点からは、円筒土器上層D式～柏木川式期にかけての住居跡が22軒検出されている。 こ

のうち長軸が約17mと約30mの大型住居跡が2軒ある。

「後期」

柏木川4遺跡では後葉期の旧河道の泥炭層から編み布が出土している。周囲からは船形容器や槌状

木製品なども出土した。史跡カリンバ遺跡（|日カリンバ3遺跡）では終末期の墓から漆塗り装身具や

玉類が大量に発見されている。なかでも縦櫛は58点検出されている。 これらの出土品は平成18年に重

要文化財に指定された。西島松5遺跡では周堤墓から終末期にかけての墓が検出され、縦櫛39点ほか

漆塗り装身具や玉・勾玉が発見されている。柏木B遺跡では後葉期の周提墓が3基調査され、石棒・

玉類等の副葬品が出土している。また､~終末期の墓から縦櫛7点が出土している。縄文時代後期の後

葉の墓が、市内のカリンバ遺跡、柏木B遺跡、西島松5遺跡であわせて約300基の墓が調査され、多

数の漆製品が出土している、中でも櫛の出土量は全国的にも恵庭市が突出した出土量である。

「晩期」

晩期初頭期の大洞B式相当の墓や盛土遺構が西島松5遺跡で検出されたほか、ユカンボシE2遺跡

では前葉の土器が、力リンパ3遺跡では前葉から中葉にかけての遺物が出土した。柏木川4遺跡の後

葉の墓から、乳幼児の手形・足形付土製品が出土している。土製品と一緒に出土した5個体の土器に

双口土器が含まれていたが、対岸の柏木川遺跡との出土例を合わせるとこの付近では4点の双口土器

が出土している。後葉から末葉では、恵庭公園遺跡では覆土にTa-cの堆積がみられる土坑や、舟形

土器などが出土している。

「続縄文時代」

前半期の土器が西島松15遺跡で復元されている。柏木B遺跡では、北大I式期や後北B式期のもの

を少量含むが、後北C2 ･D式期の土坑223基が検出され、ガラス玉30個が連なって出土した土坑が見

つかっている。カリンバ2遺跡では、北大Ⅱ式相当の土坑（土坑墓） 42基が確認され、注口土器や片

口などが出土した。

『擦文時代」

柏木川1遺跡がある。前半期の墳墓が1基調査され、甕・坏・刀子・鎌・鍬などが出土している。

柏木東遺跡（茂漁古墳群）は、昭和9年の調査で北海道式古墳が14基確認された。柏木川11遺跡は、

竪穴住居跡が3軒調査された。いずれも焼失住居である。茂漁4遺跡は、 7軒の竪穴住居跡が調査さ

れ、住居内から號珀玉・須恵器蓋が出土している。柏木川13遺跡は、竪穴住居跡が4軒検出された。

このうち2軒は外側四隅に柱穴をもついわゆる「カリンバ型」の住居である。西島松5遺跡では、竪

穴住居跡10軒と、前半期の士坑墓・周溝のある墓など145基が検出され、金属製品多数が出土した。

「アイヌ文化期』

茂漁チヤシ跡がある。茂漁川左岸の段丘上に立地している。面崖式のチャシで2本の壕が確認され

ている。カリンバ1遺跡C・E地点、 カリンバ2遺跡第Ⅳ地点からは、近世アイヌ期の集落跡が検出

され、カリンバ2遺跡第Ⅵ地点では中国製の白磁小皿やガラス玉、足金具、ニンカリ、漆器など多種

の副葬品を伴う土坑墓がみつかっている。

庁
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2 周辺の遺跡
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図Ⅱ－1 遺跡位置図
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Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

図中央の黒色部分が西島松2遺跡

図Ⅱ－2 西島松2遺跡と周辺の遺跡
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2 周辺の遺跡

表Ⅱ－1 周辺遺跡一覧

文 献 （多数ある場合は新しいもの）時 期番号 遺跡名 種別

擦文遺物包含地柏 木 A９

縄文(早～晩)、続縄(北大） 1981 『北海道恵庭市柏木B遺跡発掘調査報告書』柏 木 B 集落跡、 墳墓10

遺物包含地柏 木 C1 1

縄文(晩期）遺物包含地柏 木 沢12

1980『｢日本城郭大系l 」北海道』チ ャ シ 跡茂漁チャ シ アイヌ13

擦文 1966『恵庭遺跡」柏木東(茂漁古墳群） 墳 墓14

縄文(晩期)、続縄(後北)､、擦文(北大） 1979『続千歳遺跡』遺物包含地茂 漁 115

遺物包含地 擦文茂 漁 ク16

縄文(中・後期)、続縄、擦文柏木水源地 墳 墓17

縄文(中・晩期)、擦文 1971 『柏木川』集落跡、 墳墓柏 木 川 118

縄文(中・晩期）遺物包含地柏 木 川 219

縄文(中・晩期）遺物包含地柏 木川 320

北埋調報229
縄文(後期）遺物包含地柏 木 川 421 2007『柏木川4（3）」北埋調報249 2010『柏木1114（4）』北埋調報264

縄文(早・中・後期）柏 木川 5 遺物包含地ワワ
ニニ

遺物包含地柏 木川 623

縄文(早・前・中期） 2009『柏木川7遺跡』集 落 跡柏木 川 724

1988『｢柏木川8遺跡」「柏木川13遺跡｣」遺物包含地 縄文(中期）柏 木 川 8
、Tー

と0

遺物包含地 縄文(中期）柏 木 川 926

遺物包含地 縄文(中期）柏 木川 10勺7
4'

遺物包含地 縄文(中期） 1994『柏木川11遺跡（ 1 1 ）』柏 木川 1128

遺物包含地柏 木 川 12ワ0
ニヅ

縄文(中・後・晩期）集 落 跡柏木工業団地130

縄文(後期)、続縄、擦文集 落 跡柏木工業団地231

集 落 跡 縄文柏木工業団地332

縄文柏木工業団地4 遺物包含地33

西島松 1 遺物包含地 縄文(前期）34

西島松 2 墳墓・住居跡 縄文(晩期)、擦文 2010『西島松2遺跡』北埋調報26535

西島松 3 集 落 跡 縄文(前～晩期)、擦文 1966『恵庭遺跡』 2007『西島松3 ・西島松5遺跡（5）』北埋調報24836

西島松 4 遺物包含地 縄文(後期）q7
v‘

縄文(早～晩期)、続縄、擦文西島松 5 集 落 跡 1966『恵庭遺跡』 『西島松5遺跡』 （2） ． （3） ｡ （4） ． （5） 。 （6）羽

羽 縄文(前～晩期)、擦文遺物包含地西島松 6

縄文(早・中・後期)、擦文遺物包含地西 島松 740

縄文西 島松 8 遺物包含地41

西 島松 9 遺物包含地 縄文(早・中・後期)、続縄 2002 『西島松遺跡』 2002『西島松9遺跡』 179集42

集 落 跡 縄文(晩期)、擦文西 島松 1043

遺物包含地 縄文西島松 1144

縄文(中期）西島松 12 遺物包含地45

西島松 13 遺物包含地 縄文46

縄文(中・後・晩期） 1993『｢西島松14遺跡」「西島松15遺跡｣』西島松 14 遺物包含地47

遺物包含地 縄文(中期） 1994『｢島松仲町遺跡」「西島松15遺跡B地点｣』西島 松 1548

遺物包含地 擦文西島 松 1649

縄文(中期） 1992『西島松17遺跡・西島松18遺跡』西島 松 17 遺物包含地50

縄文(中期） 1992『西島松17遺跡・西島松18遺跡』西島松 18 遺物包含地51

遺物包含地 縄文(後期）島松寿町 1Rワ
リニ

縄文(後。晩期)、擦文 1966『恵庭遺跡』遺物包含地島松寿町2
rn

OJ

縄文(中期)、擦文 1994『島松仲町遺跡・西島松15遺跡B地点」島松仲 町 遺物包含地54

遺物包含地 縄文島松東町
rF

DD

島松旭町 1 遺物包含地56

集 落 跡 擦文 1966『恵庭遺跡』島松旭町257

遺物包含地島松旭町358

-10



Ⅱ 迩跡の立地と周辺の遺跡

番号 遺跡名 種別 時 期 文 献 （多数ある場合は新しいもの）

南 島 松 159 遺物包含地 縄文(早・中期） 1991 『南島松1遺跡・南島松4遺跡』

南 島 松 260 遺物包含地 縄文(早・中・後期)、擦文 1992『中島松1遺跡・南島松4遺跡・南島松3遺跡・南島松2遺跡』

南島 松 361 遺物包含地 縄文(中・後期)、擦文 1992『中島松1遺跡・南島松4遺跡・南島松3遺跡・南島松2遺跡』

南島 松 462 集 落 跡 縄文、擦文 1992『中島松1遺跡・南島松4遺跡・南島松3遺跡・南島松2遺跡』

南島 松 563 遺物包含地 縄文、擦文

中 島 松 164 遺物包含地 縄文(早・中・後期)、擦文 1992『中島松1遺跡・南島松4遺跡・南島松3遺跡・南島松2遺跡』

中 島 松 265 遺物包含地 縄文

中 島 松 3 遺物包含地66 縄文

中 島 松 467 遺物包含地

中 島松 5 集 落 跡68 縄文(中期)、擦文 1990『中島松5遺跡B地点・中島松7遺跡C地点』 1989A地点

中 島松 669 集 落 跡 縄文(中・後・晩期)、擦文 1988『中島松6 ． 7遺跡』

中 島 松 770 集 落 跡 縄文(早・後期)、続縄、擦文 1990『中島松5遺跡B地点・中島松7遺跡C地点』

下島 松 171
〃I 遺物包含地 縄文

下島 松 2 遺物包含地
フリ
ノ色 縄文、擦文

下島 松 3 遺物包含地7q
〃リ 縄文

下島 松 4 遺物包含地74 縄文

可ハ

ノ、 遺物包含地ルルマッブ川1 縄文

ララ

ノ／ 遺物包含地ルルマッブ川2 縄文

78 遺物包含地ルルマッブ川3 縄文

79 遺物包含地ルルマッブ川4 縄文

80 ルルマップ川5 遺物包含地 縄文

ルルマップ川6 遺物包含地81 縄文

ルルマップ川782 遺物包含地 縄文

ルルマップ川883 遺物包含地 縄文

ルルマップ川9 遺物包含地84 縄文

ルルマップ川10 遺物包含地85 縄文、続縄

遺物包含地86 ルルマッブ川11

遺物包含地87 ルルマッブ川12 縄文

ルルマップ川1388 遺物包含地 縄文

89 ルルマップ川14 集 落 跡 縄文

卯

例

ルルマップ川15 遺物包含地 縄文

下島 松 5 遺物包含地 縄文

下島 松 692 遺物包含地 縄文、続縄、擦文

島松チャシBQ旬
ツ画 チ ャ シ 跡

島松チャシC94 チ ャ シ 跡

逢 川 1〃ﾛ､,
QR
普凹 遺物包含地 縄文、擦文

墳墓・集落跡96 カ リ ﾝ（ 3 縄文(後。晩期)、擦文、近世 2003『力リンパ3遺跡（1 ）』

遺物包含地104 縄文(中期)、近世（アイヌ期）カ リ ン（ 1 力リンパ1遺跡A・B・C．D・E地点

105 遺物包含地 縄文(早・中・後期）カ リ ン（2 力リンパ2遺跡第1 ． 1 1 ． 1 1 1 ． |V・V｡V| ・Vl l A。B・C・，.E地点

106 遺物包含地カ リ ﾝ（ 4 縄文(後。晩期)、擦文、アイヌ 2001 1999 1997 1979 「力リンパ4遺跡」

柏木 川 13107 遺物包含地 縄文(早・中・晩期)、続縄、擦文 2005『柏木川13遺跡(1 1 1)』 2003『柏木川13遺跡（3）』北埋調報203

=倖

ﾉ戈 癌 3〃"､ 集 落 跡111 縄文(中期)、続縄(後北C2 ’、)、擦文(前期）

茂 遇 4 遺物包含地1 12 先土器､縄文(前~晩期)､続縄(北大)､擦文(前期） 1977『茂漁4遺跡』

茂 漁 5 遺物包含地113 擦文(北大1 1 1） 1997『茂漁5遺跡』

遺物包含地1 14 ルルマッブ15 縄文 1996『ルルマップ15遺跡』北埋調報118

茂 漁 6116 遺物包含地 続縄、 アイヌ

茂 漁 7119

茂 漁 8120

史跡力リンパ遺跡 墳墓・住居跡 縄文(後・晩期)、続縄、擦文、近世 2004『力リンパ3遺跡（3）』
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1 調杳灰の設定

Ⅲ調査の方法

1 調査区の設定

柏木川基幹河川改修工事におけるUSPラインを基軸に設定した。真北に対して26｡ 51' 1〃東偏

するUSPラインをRラインとし、北西から南東方向に5mごとにアルファベットを付し、同様にUSP

OをOとし、北東から南西方向に5mごとにアラビア数字を付した。 5m×5mの区画（グリッド）

の名称は、北東側交点をその名称とし、 「B-25」のようにアルファベットとアラビア数字の間にハ

イフォンをもうけ、遺構名と区別した。 したがって、USP100はR-20、USP200がR-40となる（図

Ⅲ－2グリッド設定図参照)。一連の遺跡である西島松2 ． 3遣跡と柏木川の右岸にある西島松9遣

跡もそのままこの調査区を用いているが、アルファベットのZを超える地域は、小文字のアルファベッ

トを使用している。なお、基準杭の平面直角座標系第Ⅱ系による座標値は以下のとおりである。

(R 0)

(R-20)

８

７

３

５

６

８

２

１

９

８

２

３

１

１

２

２

１

１
~

~
Ｘ
Ｘ

９

５

７

４

２

４

５

０

４

９

３

３

５

５

５

５
~~~ＹＹ

USPO

USP100

2 掘削

西島松2遺跡の調査区は、用地買収が終了した時点から放置されており、調査開始時には林になり

つつあった。後の調査の効率をはかるため、耕作土の大半は初年度に重機で除去した。 この時点で遺

物や遺構が一部検出されたが、調査範囲にかかるまでは据え置くこととなった。調査区内は全般に耕

作や建物などの撹乱を受けるが、低い土地を埋めるため、段丘縁を著しく削る所も見られた。そのよ

うな場所では墓のような深い遺構も完全に失われたもようである。一方、生活道路の下や、斜面部、

低地部などは削平を免れており、遣物も大量に散らばっていたことから、掘り下げはすべて人力で行っ

た。また、低地部や斜面などの極端に遣物の少ない層は、スコップなどで取り除いた。包含層から出

土した遺物はグリッド、居位ごとに取り上げ、遺構の遺物は、出土状況や遺物の性格により、記録し

たものと、遺構内の層位でまとめて取り上げたものがある。

3 土層

基本土居は、平成12年度の西島松5遺跡の調査における

観察結果と基本的に同じであり、観察項目、観察手順とも

前報告書（北埋調報178 1Ⅱ、調査の方法 3.土層）に

準拠している。調査区内の竪穴住居の窪みや、調査区縁斜

面には、Ta-aが残っている箇所がみられた。また、遺物

包含層のⅡ層は、良好な堆積箇所で観察し、上層からⅡa

層、 Ⅱb層、 Ⅱc層と3層に区分し調査した。なお、土居の

観察には「標準土色帖』 （小山・竹原1967）および「土壌

調査ハンドブック」 （ペドロジスト懇談会1984）を用いて

いる、

IV層

、ー〆／－、_／/一、__／一、一〃
〆1

図Ⅲ－1基本土層模式図

1，

lムー

|層

ヘーーーエ旦旦_－
||a層 一~~~~~~｢~－

BT、

||b層

縄文時代晩期

l lc層

111層



Ⅲ調査の力.法

I層：耕作土 地表土、Ta-a、 Ⅱ層、Ⅲ層、W居が耕作などで混ぜられた撹乱層。

Ⅱ層：黒色腐植土

Ⅱa層 黒色土層で乾燥すると白っぽくなる。本層の上面には樽前a降下軽石層(Ta aA

D. 1739年降下）が堆積し、層中の窪みや斜面ではBTm苫小牧火山灰層が微量に

堆積するのが観察された。また、樽前a降下軽石層直下に黒色土を挟んで堆積する

微量の火山灰が確認できた。分析は出来なかったが、樽前b降下軽石層(Ta-bA

D. 1667年降下） とみられる。主に続縄文時代～擦文時代の遺物が含まれる層。

Ⅱb層 暗褐色土居で、土坑の窪みなどにはTa-c (樽前C降下軽石。BP2,300～2,500年降

下分析の結果Ta-c3に対比される可能性が高い）が堆積するのがみられた。縄

文時代晩期後葉～末葉の包含層で、同時期の遺構が集中する場所では、パミスやⅣ

層・焼土などのほか遺物の混入が著しく、盛土遺構のように人為的な堆積土層の様

相を呈する。

黒褐色土層で、粒子が細かく、軟質土である。縄文時代早期～晩期の遺物包含層で

ある。縄文時代の竪穴住居が分布する周辺ではローム粒やパミスを含んでおり、少

なからず動いている層である。

Ⅱc層

Ⅲ層：暗褐色～暗黄褐色士Ⅱ層とⅣ層の間の漸移層

W層：支笏軽石（約32,000年前降下）が、恵庭a降下軽石(En al5,000～17,000年前降下）を

取り込んで二次堆積し、土壌化した層。場所により砂質・ローム質などさまざまな土質

である。

整理の方法4

取り上げた遺物は、現地では原則として以下の作業工程で整理を行った。遺構・包含層それぞれの

｢遺物取り上げ台'帳｣、および「土壌水洗サンフ．ル取り上げ台'帳」を作成し、 これをもとに水洗、乾燥、

分類、注記、点数集計等の作業を進めた。注記の内容は、西島松2遺跡を「西2」と略記し、その後

に遺構名あるいはグリッド名、層位、遺物番号の|||頁に記した。注記するスペースのない、小さな遺物

については省M各した。

遺物の出土グリッド、層位、点数、分類名、日付などの情報は「遺物カード」に記録し、遺物とと

もにビニール袋へ入れ、収納した。カードの情報は遺構ごと、分類ごとの情報を集計し、最終的な遺

物台帳を作成した。

5 記録と保管

現地での実測図・土器・石器などの実測図、写真などの記録は当センターにおいて保管する。遺物

は報告書刊行の後、恵庭市教育委員会が保管予定である。

1q 、
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Ⅲ洲査の〃法

6 遺物の分類

（1 ）±器

土器は大きな区分である時期ごとの特徴から、便宜的に縄文時代早期に属する資料をI群とし、以

下順に前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をv群、続縄文時代をⅥ群、擦文時代相当のもの

をⅦ群、その他士製品とし、各群にアルファベットの小文字を組み合わせ、前半(a類)、後半(b類)、

あるいは前葉(a類)、中葉(b類)、後葉(c類）に分類した。また、必要に応じて細分類（例a－

1類など）を行っている。

I群縄文時代早期に属する土器

a類： 貝殼条痕文、貝殻文などが施される。本遺跡ではアルトリ式に相当す~るものが少数出土

b類：撚糸文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、貼付文、縄文等の施されるもの

I群b類は、 b－1類：東釧路Ⅱ．Ⅲ式、 b－2類：コッタロ式、b－3類：中茶路式、

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するものに細分

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器

a類：厚みがあり、縄文原体(0段多縄が多い）は条の幅が広く、地文の縄文が器面に深く施文

される、丸底、尖底を特色とするもの。本遺跡では静内中野式前後に相当するものが出土

b類： 円筒土器下層式に相当す~る土器で、植苗式・大麻V式に相当するものが出土

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器（中葉前後の破片が多く、分類はⅢb群で行っているものが多い）

a類：貼付文及び沈線文で文様帯が構成される、円筒土器上層式に相当、 もしくはその系譜を

引くと考えられるもの、および萩ヶ岡1 ． 2式に相当するもの

b類：天神山式、柏木川式、北筒式（トコロ6類)、煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器

a類：余市式、 タプコプ式、入江式に相当するもの白坂3式相当期はb類に、

b類： ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

c類： 堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの

V群縄文時代晩期に属する土器

a類：大洞B式、大洞BC式、及び主に半裁竹管状工具による器表面への垂直な刺突（爪形文

と呼称）が施される上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞C!式、大洞C2式に相当するもの

c類： 大洞A式、大洞A-式に相当するもので、本遺跡出土の晩期資料の大半は本分類（緑ヶ

岡式相当）にあたる

Ⅵ群続縄文時代に属す~る土器群で、本遺跡では、後北C2･D式相当のものと、それ以前のものを分

けて分類集計した。

Ⅶ群擦文時代に属する土器群で、甕、土師器、須恵器に分類した

1貝
Lu



6 遺物の分類

（2）石器等

石器等は以下の器種に分類した。

各器種における細分類については、器種ごとの記載の項で記述した。

石鑛：主に両面加工で整形され、尖頭形を呈する5cm未満のもの。

石槍またはナイフ：主に両面加工で整形され、尖頭形を呈する5cm以上のもの。

石錐：端部に錐状の突出部が作り出されたもの。

つまみ付きナイフ：端部にノッチ状の加工によるつまみが作り出されたもの。

ナイフ：主に両面加工で整形され、尖頭部をもたず、直線的な刃部や柄を有するもの。

両面加工石器：両面加工で整形され、尖頭部をもたず、直線的な刃部や柄を有しないもの。

スクレイパー：素材の側縁・端部に連続的な剥離によって刃部が作り出されるもの。

箆状石器：主に両面加工で左右対称形に整形され、端部に刃部が作り出されるもの。

Rフレイク：剥片に散漫な剥離が施されるもの。

Uフレイク：剥片に、使用によると思われる微細な剥離痕が認められるもの。

櫻形石器：素材の両端部に、対向する剥離や潰れが認められるもの。

石核：剥片を剥離した痕跡が認められる、剥片石器と共通する石材のもの。

石斧：研磨で整形された斧状の刃部を有するもの。

擦り切り残片：石斧製作時の擦り切り作業により発生した、擦り切り痕のある残片。

たたき石：礫にたたき痕が認められるもののうち、手に持って使用されたと想定されるもの。

すり石：礫にすり痕が認められるもののうち、手に持って使用されたと想定されるもの。

砥石：礫にすり痕が認められるもののうち、研磨作業に使用されたと想定されるもの。

石鋸：板状の礫などの素材の縁辺に、断面がV・U字形を呈するすり痕が認められ、石斧製イ石鋸：板状の礫などの素材の縁辺に、断面がV・U字形を呈するすり痕が認められ、石斧製作時の

擦り切り作業に使用されたと想定されるもの。

石錘：扁平な礫の縁辺に、対向する打ち欠きが認められるもの。

台石：礫にたたき痕が認められるもののうち、置いて使用したと想定されるもの。

石皿：礫にすり痕が認められるもののうち、置いて使用したと想定されるもの。

加工痕のある礫：礫に散漫・不規則な加工が認められるもの。

剥片：石核．石器などから剥離されたもので、二次加工．使用痕が認められないもの。

原石：石器に使用される石材の礫で、使用痕・加工痕の認められないもの。

（3）土製品

土偶、土玉、垂飾、耳栓、スタンプ形土製品、環状土製品、オロシガネ状土製品、紡錘車、 フイコ

の羽口、 ミニチュア土器、土製円盤、焼成粘土、その他士製品に分類した

（4）石製品

玉・垂飾類、異形石器、オロシガネ状石製品、石棒、いかり石、軽石製品などが出土している。

（5）金属製品

刀類・角釘・鋤先・釣針・鉤状製品（マレク） ・紡錘の軸・耳飾りなどが出土している。

（6）木製品曲げ物様の容器が1点出土している。
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Ⅲ調査の方法

7 土坑の分類

西島松2遺跡からは2,000基をこえる遺構が検出された。遣構一覧表には、検出された遺構の時期

を出土遺物や遺構の特徴から判断し、縄文時代の各期（早期、前期、中期と表記） と続縄文（後北C2 ･

D式とわかるものは後北C2 ．Dとした)、擦文、近世、不明（縄文時代の遺構だが、決め手となる特徴

や遺物が無かったもの） と分け、さらに士坑については、遺体の痕跡やベンガラ散布の有無、埋め戻

し土層のものを墓と考え、 （図Ⅲ－3上段左が墓のモデル）時期は縄文時代晩期のものは「晩期墓」

不明のものは「不明墓」と表記した。晩期・続縄文期の土坑（図Ⅲ 3上段左が晩期の土坑のモデル）

については、さらに削平の度合いからA～Dの4段階に分け、その項目を表記した。

埋土の比較

墓 土坑
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図Ⅲ－3 土坑の分類

1斤

1イー



108

Ｉ

Ｅ

Ｆ

６

Ｈ

斗

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｏ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

ａ

ｂ

105

R

Q
105

'00

←P
ざ
0

QR
vJ

K→

85

80

7

↑

E

1

Ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

’

１

・

ｊ

ｋ

Ｉ

750
90

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

◆

１

．

．

Ｊ

ｋ

ｌ

Ⅲ

、

Ｏ

ｐ

，

ｑ

ｒ

Ｓ

，

ｔ

ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

ｙ

AA
←C

←B

→’日

Ｈ
上

I
J→

図Ⅲ－4 トレンチ設定図

-18-



Ⅲ　調査の方法

d-71

十一一Z的

一ie ii+iV 益HL______二｢.鵡00 

iie川砂審it ‖T8-8的シルト質土 

25100m色混成○ シルト真砂〃 シルト賃雪柳).IMJ'≡嘉喜= ��

i-74

園国語語呂百目　墓園国語閣

一ib +-.｡e姓Te_8+ �� �� ��

+ �� 調�+ T 
iI十川 �� �)｣ふ����� 唐ﾓ��

シルト富め +- 流木 ���ﾆ迄ﾛｹy�� ��- 坪�ｵ�ｦ乏�ﾛｸﾋB�ﾆ迄ﾛｹy��

♭84 �&U2� �?�?�?�?�?�?��

+ 調� 

義士 ��

+ 鍔�?�?�?�?�?��耳爾ﾒ�用 ∵al_ 抹b�

三二二二¶一一一｢= ����u��ｲ� 
泥炭掃 ��Ill- ��

一､/i,,bT8-8本 佩r�免"�

2--十一ilc_＼':e三三三量- 
"∴÷｢一一一一一∴_∴_.`∴ 

H

28 00-

27印_

2600-

i…C..8十一一一一一週 T0-8 

IV +iiii2+------- 

ーi+iVT8-8 -EE産 �#姐"�

十十日c 亦�"�2�75YR5/6　複文鵬の儀土

75YR5/8　構文鵬の俄土

75YR4/6　境土

pl85i宰機土ilo機土_一犯 

置重量∃室_ iic 

Iib HOフクr'機土 

図Ⅲ-5　土層図1

2500

1 10YR25/2　m褐色塚越土　緒性あり　ゃやしまる/､ミス少量含t.

210YR2/I m色櫨岨土　蝕住あり　ゃやしまる

310YR2/2　m物色櫨か土　絶佳あり　ゃやしまる　パミス少重合も

410YRZ/3　m徴色復田土　縄憾あり　ゃやしまる　′くミス合℃

510YR3/3　着築色ンルト富士　絶佳あり　ゃやしまる

610YR3/2　農機色ンルト質土　絶佳あり　ゃやしまる

710YR2/1き色櫨義士　継憧あり　ゃやしまる

810YR3/2　意義色嬉種土　fL'優るIJ JPやしまるJくミスこく少t含!,

910YR25/1徽章色櫨種土　鳩優るIJ　ややしB･る　ローム櫨少t含(,-

1010YR35/3　着持色櫨義士　緒鮭ややあIJ　ややしまる　′くミス含(.-

ll IOYR25/2　き褐色議場土　鮎蛙あり　ゃやしまる　徽章色土混入

12IOYR2/i m色鑓種土　継憾あり　ゃやしまる　T8-8露人

-19-



Ⅲ　調査の方法

iib+Iic表土 

/ 機土 + 調�末R��ｳ�ﾖ末)�,ﾉ7���/�-8*ﾙ+"ｲ�末2�末2�"�

o撮ii 28m28m �.��

一十 ��

地あま節分 27脚-+ 

Ta-bii聯-の三-, ��

.:0.--iV-OYR3/-'I+'V､'.I:ス施しるしまりのある着 鵜00_ 

+ III砂利〃 / ��

1 10YR2/l　鮎性あり　ゃやしまる　バミス･IV〃が,BじるIi病を多く含んだ〃

糊00

28,00

1 10YR2/l t色嬉嬉土　鳩性あり　しまる

2 10Y削7/l t色嬉嬉土　継捜あり　ゃやしまる

IIe+Ii b H48競り上げ土

組上げ土(機文舶)

10YR4/4　船佐のあるlくミス漉しりの0

0

姐虹-+ ��+~ ��28_00 

ZLL 亦�iV �8����27.00 

地あま舘分 IV(竃雄繍 ク6-00 匹へ��末ﾂ�末��x���耳耳耳��?�?��h����ﾈﾛｲ�T8-8 �����#"��ｾ��b�#���#"�9E��� 

3　75YR3/4　鴫持色繍嬉土　鳩怪ややめり　ややしまる　鏡土

同T8-a �5H�ｶX���

ilc i _迫飽 �#f猛�

＼+ iic鰹遍の 調�

∧ 獅iicSSIib+刷ニ8-的Ta.a �#����

-ミ塞≧≧≡≡三､些 …!2"A土lF228Ta-C ��

二≡売-輩二-m

迦｣一十千千芋 

表土Te.a I ��

‖Iibiib C iiIc ＼ 

1 10YR3/2　脈絡色嬉種土

2 IOYR3/2　農機色鋤き土　鏡土漉しり

3 10YR2/2　購物色嬉櫨土

機土1 75YR3/3　着鶴亀壇義士

ンルト1 10YR4/2　灰義持色鑓報土

ンルト2 IOYR5/2　灰義持色増す土

l 10YR2/2　購網色嬉櫨土　粘性あり　ゃやしまる　サ亡,重しlJのIi〃

図Ⅲ-6　土層図Ⅱ

S=1/100

0

で　:　:　:　:　叶

-21-



Ⅲ　調査の方法

ilc中IOYR3/3

iic下10YR2/2

-23-

-+To-c漉し…-b柵T8-a+半+T8.8+ 都r�

iiaT8-8.iOiibi赤つiiT漉しつた置T8-a i 

IIc~ilbilbT8-CIib 

勝利漉しりの朗-石簾中＼シ,-Iicシルト- ��
T8-CIIcシルト互〃機乱 Iic Iii胱ほじりの桝田T8-0 

図Ⅲ-7　土層図Ⅲ



一gZ-

設掌⑦華麗　Ⅲ

圏幼守宮到鞘諜　8一皿図

∃｣OH �$薤t蔕D�,f�8�ｸ��ﾕ�ｦW���T､'R�劔劔劔劔劔劔僮｢γ 劔uuOdb｣sln 

.〟喜田開田 �� ���5��8�����○ �� ��Fie ��ｨ爾ﾒ�� � ��･′ー',A �� �6ﾘ-bﾈ��� �� � 凾� �� �� 剪� �� �� �� �� ��
e: ♂,ノ �-/十i 

80i上帝 ��ﾆ��:i;,. ��������(�����������芥�ｨvB��ﾔ��｢讌&ﾈ���b� �� ��/-∵b �� � ��'W:i �� �� �� � 兩一､二J一一 ��∴ �� 刧� � �� �� �� ��ｲ� 劔���ﾒﾗ�ｨ��

L/.,,,I ��劔劔劔題 � ��

管 ��7��∴千丁 ��ｲ�� �3討z��宙8h�ｲ�○∴ ���� 討rv��ﾈ�ﾂ� �� �� �� � � �� �� �88 � �� �� �� �� �� ������&��

言う`､ 躍｢穩� �0 �� �� ����･'''G ��ぐ､.._ �� � 剪��� � 剪� �� �� �� �� �� �� � 
-_五〇.i e＼一､1(ヽ 劔劔劔� �� 劔� �� 

千. i.::-.:.:.:,. 亦���凩S��ｷｳ�� �� ��:∴ � ��言,a ��∴､ �� �� ������ �� ��� �� �� ��∂ �� �� �� ��

∴子,iし辛 ��ｸ��� �� �� � 白ﾄ迫v�� ��益�� �� ��く⊃ � 刪鸛 �� �� 剪�○ �� �� �� �� ��id �� 

t滞,-:,--: 吊∴00 �#槌��h簫�� �� ��○ � ���� �ﾂﾂﾂ� 洞��又��くつ �� � � �� �� 剪�＼- �� �� �� �� 亦� �� 

ー11､-- 1`1魯 侏�.#蔦�ﾖ�� ��,,斉 �2����Δ�� ���� ��(ヽ �� ������ ��ｲ� ��� �� �� ��･∴Q ���7ｸ�ｲ��ヽ ��｢､ ��ﾂ� ��

:..Ib f'∴ ��r� ��.∴ � �� �� 停ﾄ椿辻� �� ������0 �� ��� �� ��Qo ��� �.���� �� �� �"�

.三毛ク 9,,,.I..:- �� �� � 几討� �� �� �� ������ �.r� ��� �� ���(⊃ 箸rﾈ�C3��� ��rﾒ�a. �� 鐙�ｨ爾���v&亦� 

高1---. ����剪�瀞 � ��∴∴ ーio 辻�� ��○ �� � �.ヽ:- �� ��罟�ｲ� 剪� �� ��JO ���ｸ�ｸ�ｲ�⊂)㌧ 紐ﾆ�� ���〇㌧: �� 

鮮 凵� ��一〇 ��(⊃ �� ���0 (ヽ: � � �� ��′'｢∴〝 剪� ��∴ �� �� �ｨﾋ����ZH���∴ ��D:I ��ら や 

∴ ��ﾂ粐ﾒ� ��0-- ��.辛 ������ �� ��� �� �� �� ����r��ｲ�∵ �� 

言＼ ��･討' ��ｨ爾��ゅ��くつ~i ������ �� 亡｢�∴0 0㌧ 剌¥〇 も∴ � �� �+R唏6ﾒ�Qo 剪�I/○ �� ����,/o ��ゞ ��b� ��

96 劔 � � 
料.,.Il:.:: :I)..- ��イイ/ .iA:I 勍i∴ グ∴∴( ������ﾇ��"��ｨ�｢�･ヾ -:叫 �� ��ﾂ��(ここ) ��������ﾒ�0∴ ′一〇∴ノ �-辻�＼-,-, 写,ii,, 末�����ｲ�iOO 9/ �����よ������x�ﾅ2ﾂ� ����､����

:I.tbi, I;C)- �"���ｳｲ��ｲ���rﾚH�ｲ�iiB?..,i iii_∴ �(�ｸtRﾒ罎�ta. ��ｲ鶇�ｲ��,3 0 0(○○ ��b�OL告 ∴°i o∴ ����ｸ6ﾒ�･60gi O. 偵�2罎ﾄ��苺�(*ﾘ+r�.ツらe 椿F��g�ﾅ��Gre.I 二言○/ 

I ∴ 子.(子, ∴､ヽ､∴ ∴)∫_ら 刪熙1° �?���� ����ｲ� ���一子 o ��ｸ�ｲ� 佝���ｷ����剽�98,, 90h 啌rb�､-uL′i :g∴_ら On二 ��ｵ�謦�∴.:∵ ����I.I.?=' 呈F���"粢�槌��あ∴11 00.I 

.〇° ノ∴二 ���Cﾒ���q) ��粐簫ﾒ�� 柳��粐�Io ��ﾈｪ｢�8,鋳��:.-.S '〇､ 啗�3｢ﾓｲ����ﾈ�����i靴 ･∴ヾ ��ｨ爾��� 瞳�x���ゝノ// .,I)., ��罐｢�-a,年., 

o)_ � � ��一一一一 一●il _aid-_, ����� 劔 蔦ｩ�(耳爾���ﾈ���ーiiー0--i 閉ﾒﾘ爾��｢�ﾈ�ｃ｢�lJ 烹9 迄6ﾓ����� 侏�."�ﾂ�潰F����

〔二年 劔剪�8�98��C｢ 

;.:-a_: ∴le 討(�ﾈ�ｨ示亦�4�����eo0,. --..Or, ���� ��｢�� ����陳�醸; -. 唸�b�ヾ∴ 辛. ���ﾓb�∴∴∴ :,;&--,-:: ��

樵 � �*ﾘ,"�ｨ耳�｢��ﾈ+2����(�"�ﾋ��ALIi ∴: 辻��褪闔｢�R*F��｢�Y?�����(���oO iO ������ｲ��ﾝ鐙爾�Sc�&��H+��讃嘆∴ 劍+X�ｵ����辻津ぺﾉｲ�醍 �ｨ耳蔘�B�� �������ﾔ�ﾖ�粐�∴1(｢ 葡粤�簫��� "､､シ_一一 〇一o ei ��薐��*ﾘ,"�ﾘ.���痛�H+��ﾄｦ尾��ﾆﾃｨ����� ����Δ�畑���

言:.S 兩∴ � �,,-i 凵怺c 

:○○ 剪���凵R 6oo 冩c.a i-ll-i一日 定������ｨ訷�ｲ��� 

∴ 
∴ ��T�"ﾔ��VV2�taoDPo: ･○ 啜u�ﾓ���目6�｢��� 池u��ﾒﾒ�よ薄R��� 

⊂)∵ ��004 �&��� 

○識3 �0' 凵��諱_ 

＼': ＼ 08 � �� ���� ��i:pO鰯 � �.も 

∴∴_- 剴�.三三〕- ��∴子 膝�H�����ｳｦ��末R���

生∴ �� ���� 萄�v�粐�6年Ici 懲簑 � 

＼ ー OL �� ���� ��ｲ�9!お∴一､〇 ('÷ゝ∴__レ 兮 _ih, ��ﾂ��

i.6秒箪ノ ∴一一く●/ i)6)'童 � 

iilii 09 や ��劔劔劔劔� � � �� ���闔｢�B��������"a 

l � � ��Δ�､､言､ ��ﾓ�B�110 C_ 

＼ � � �� ��○ ��ﾂ����ﾘ���ｲ� 

1､:iI. ∴iーi � 儖 iQi摺_ 

十∴ � ������儡 

oi言 �� 劍*ﾘ-ﾈﾈ(+ﾒﾓ｢苒ﾂ�:∴ 

樟 � ��,,,龍一∴ �� � ��千 / 

l二 奉粫bﾘﾋ�������� 

opeJau 劔劔lrY 



Ⅲ調査の方法

E

105

÷

酉
~

odf沼

勺
。

領

100
溝､驚露．

5 c

蟻､､､
’

~~~

罫冤庸1判
一可 、 1哩 ．

｡･た千､ 、

瓦口

卜

土
許

○

雪轆吾

引演
誌可証

~

~、

域
一、~ “

剣 ~

J1偽
‘ノロ

85

鶚

羊工

巻
'ず一二連 1 二－コ

Ⅱ
90~ .

こ

ぶ

’
ｎ
Ｕ
、

『

｜

’

ラ

言

７
Ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

・

Ｉ

・

ｊ

ｋ

１

1
1

r ＃ i
f A

′

鴎秤

§
烏

75 一
匹

“
－
１
９

~

|"
y●、､

蕊X)、、陣
拝翅

薮
一

、?こ1う・

繭 野 熟灘慧~ ~ 跡■
汀~醒I

蝋_ﾉ、
一
ｔ

の
~

恩 月鍵 =8凸
塑
÷

饅
一

1ふ‘

瀬

鍵
恒

笛

a 告

~~

3
？
， 鴬’

。
一
二
《
ゞ
、
一
ｊ
‐
／

剖
〆
蕊
圭
司

．、（

｜
錘
一
、
、
』
｜
／
一
、
ユ
§
里
咽
一

．

墓
世

頃
ｐ U声 巽 恥~C々『 、

藍
' 1

熱肖
でき
ヤ君譜群(鐵鳥〈 入総． 鑑 ~~~ ~

~ ~

｡チ
プ

共
丹

~

命芯壷
cp1

謡
増 謡

難
~Cf

』 U

鶏 当
座
》燕

~釧
謁

。L

（｝f F P

竺屯 ｌ

ｍ

ｎ

Ｏ

ｐ

ｑ

ｒ

ｓ

、

毎

恥

》

ｕ

率

測

ｖ

か

Ⅶ

｜
｜
｜
｜

｜■

｜

イ

’
’
’
’
二
三
。
’
一
蝿

~~

謡
；
I椴

離鴬
I

｣無y

裂さ~で
一a

、
錘
啄

需欝
k混卜

ど誤‘
ざr ）

〕 へ ロ

紗切

学

て一

~ 内鋸EF

r写( 牙 up
唇

季
L[jo

11
竿

■蝿~ ~~~~~~
声

I"Wrl ､ : |）霧r，ろ

~

０

謡鴬雑 一
幸
岾

’ｒ
Ｌ

＃

け
~

アL－

Q

認

蛾

一幸一
命

0 50m

9 遺構位置分割図図 Ⅲ

0ワ
ムI
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Ⅲ渦査の方法
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Ⅲ調査の方法
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Ⅲ調査の方法
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Ⅲ調査の方法
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Ⅲ洲査の方法
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W遺構

､皇

1皇 構Ⅳ

平成17． 18． 19年度の調査で検出し、本報告に掲載した遣構は住居吐60軒、土坑1,406基、Tピット

6基、焼土454カ所、小ピット266基である。調査では、 このほかに集石3カ所、土器集中30カ所（少

数の個体がつぶれて出土したものと、多数の土器片を特定の場所に捨てたものをさす)、 フレイク集

中2カ所などを調査・記録したが、本報告では未掲載である。出土した遺物は包含層のものと合わせ

て集計し、一部の出土状況は写真図版に掲載（カラー図版66, 67） した。

西島松2遺跡の調査区は東I比iを河川に挟まれ、たえずその侵食を受けているため、時代の古い遺構

ほど調査区縁で一部が失われるものが多かった。近世の墓や擦文時代の住居hl:は、調査区の地形に沿っ

た分布をしていることから、遣跡の外形が現状に近い時点で造られたものとみられる。 しかし、調査

区の最も東の柏木川に近い位置で検出された9世紀前半期の54号住居（標高27.5m)は、床面の3分

の2が河川の浸食で失われていた。遺構下の斜面にはTa aの堆積がみられることから、 この住居は

遅くとも18世紀前半には、浸食されたようである。昭和23年代の空撮で、付近は蛇行する柏木川と隣

接しており、斜面下に堆積するシルト層と砂層の互層から遺物は検出されなかった。

調査区縁で最も深く浸食されたとみられるところは、南北73～85のキトウシュメンナイ川に面する

調査区西側縁である。その地域は住居趾や土坑が密集して分布するが、縁は急勾配で、Ta-aの堆積

は無い。斜面下の湿原まで地表は柔らかい腐植土に覆われ、樹木が斜めに生える環境である。遺跡か

ら約200m上流に水源のあるキトウシュメンナイ川が氾濫するとは考えにくいが、調査中の倒木で遺

構の半分が崩れた経験から、倒木が斜面を徐々に侵食している可能性はある。付近で検出された遺構

には、縄文時代晩期後葉の土坑で一部が欠けるもの（35．245号土坑）や、縄文時代後期中葉の住居

｣11:だったとみられるが、大半が無いため土坑としたもの（773号土坑）などがある。縄文時代の遺構

で完全に無くなったものもあった可能性がある場所である。同様に斜面付近から検出された土坑で、

覆土の一部が斜面に浸食されているものにN-90のP1356や、Y-95のP1405,W・X 94のP1375、a

92のP1370, d-89のP1380, d-86のP971がある。また、調査区内は造成・耕作などでさらに多くの

遺構が失われているとみられる。 c～h 81～86付近は、本来住居趾や土坑の分布密度が最も濃かっ

たと予測されるエリアだが、地形の段差を緩和するためかⅣ層深くまで削平され、土坑の分布が削平

で途切れた先に坑底付近のみの墓が2基あり、そのほかはすべて削平されたもようである。西島松3

遺跡との境界の南北70～72付近も造成を受けており、浅く残った墓と小ピットしか検出しなかった。

調査区南側は台地の縁や複雑な凹凸を除いてⅣ層に達する深さで広く耕作を受けていた。そのために

浅い住居趾ではH55 (擦文時代標高約28m) とH59 (縄文時代後期標高約29m)が床面以下まで削

平され、柱穴などの深い部分が残る状況であった。P719、P757、P850～860、P964～966は楕円形に

並ぶ土坑であるが、前期の住居趾が床面付近まで削平され壁際の土坑だけが残ったものとみられる。

1 近世墓

近世アイヌ期とみられる墓が3基検出されている。P262 (図Ⅳ－206 カラー図版41 ．42．43 図

版129） とP1349 (図Ⅳ－440 カラー図版41･42･43 図版316)、P1359(図Ⅳ－443 カラー図版42･

43 図版318）である。P262は成人の墓で、平面は約220×80cmの長方形で横幅は足先ほど狭く、伸

展葬で頭位は東である。胸上に刀、頭上に刀と刀子、マレックなどが置かれ、足元からは漆器とみら

れる漆の塗膜片（未掲載）が検出されている。P1349は子供の墓である。規模は約175×36cmの長円

形で、伸展葬とみられる。胸上に刀、左脇に刀子と鉤が副葬されている。頭部下面からはニンカリが
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2 擦文時代の遺構

検出された。周辺はⅡ層から包含層が残っていたが、火山灰の落ち込みは無く、Ⅲ居面で確認した。

当初は小型のTピットと考えていたものである。P1359の規模は約200×55cmの長円形で、坑底面縁

に板状の材を打ち込み、木郭とした痕跡の小ピットが並ぶ。伸展葬の左右脇に、刀、マレック、刀子

などが副葬される。刀の切先は折られ、足元から出土した。これら3基の墓のうち、後者の2基は調

査区縁の半島状に突出した地形付近にある（図Ⅳ－2） ことから、地形を意識して掘られた墓とみら

れる。

2 擦文時代の遺構

H7 (図Ⅳ－8 図版8 ． 9)

確認・調査: I層を除去した段階で、黒色の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交する土層

観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認した。竈と

床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定と炭化樹

種同定を行った。

土居：上位（1 ． 2層）は自然堆積層で、下位（3 ． 4 ． 5層）は多量の焼土粒や炭化物を含む層が

床面まで堆積している。

床面・壁：床はやや凹凸があり、被熱を受けている。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南東側の壁やや南よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶさ

れた状態で検出された。火床は掘り込みがある。煙道は造成により削平されている。

北西側の壁際で杭状の小ピットが2基検出された(HP2 ･ 3)。土留めに関連するものと思われるE

南東側で浅い土坑が検出された(HP1)。壁に灰白色粘土が残っており、竈の補修材を備蓄した施設

の可能性がある。

遺物出土状況：西側で礫・土器片がまとまって出土している。南東隅から土器片・須恵器片・礫が比

較的まとまって出土した。縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、

縄文時代の土器・石器類が多く出土した。炭化材は南壁から北西側にかけてまとまりがみられる。放

射状や井桁状に出土しており、屋根材の一部と考えられる。樹種同定の結果、材質はトネリコとコナ

ラであるc

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物：全てⅦ群土器。 1270は甕の胴部破片。外面は斜位に、内面は横位にハケメ調整される。 1309

は坏の口縁部。内外面ともナデ調整される。 1300～1302･1308は須恵器｡ 1308は坏の底部。回転へラ

切り未調整。 1300～1302は甕の破片。外面に叩き目、内面に当て具痕がつく。 （佐藤）

H17 (図Ⅳ－18 図版22．23)

確認・調査: I層を除去した段階で、黒色の落ち込みを確認した。落ち込みのほぼ中心から直交する

土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認した。

竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定と炭

化樹種同定を行った。

土居：上位（1層）は自然堆積層で、下位（2 ． 3層）は焼土粒や炭化物を含む居が床面まで堆積し

ている。 2層（支笏パミス）は被熱を受けない土葺きが崩落したものと考えられる。

床面・壁：床はやや|Ⅱ|凸がある。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：東側の壁南よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた状
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Ⅳ遺櫛

態で検出された。火床は掘り込みがある。煙道はトンネル式で上部は耕作により削平を受けている。

中央部で土坑が2基並んで検出された(HP1 ･ 2)。いずれも坑底・壁に灰白色粘土が残っており、

竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。

構築物ではないが南側の壁際の床面から、灰白色粘土の塊が検出された。HP1 ･ 2同様、竈の補

修材を備蓄したものと思われる。

遺物出土状況：竈の火床直上から甕が出土した。底面が上を向いた逆さの状態で確認された。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。炭化材は中央部から東側にみられる。樹橦同定の結果、材質はハシドイ・ トネリコ・

ハンノキである。

重複・新|日関係：縄文時代の土坑P564･595･627．628．629･630･634の壁を壊して床・壁が構築

されている。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物：全てⅦ群土器。 1241は甕・口縁部は欠失している。頸部上部が外反し、肩部に段をもつ。

体部上位やや脹らみをもつ。頸部に多条の横走沈線をもつ。外面は頸部がナデ、体部がハケメ後へラ

磨き調整される。底部はへう切り。 1273は甕の胴部破片。外而はヘラケズリ後ハケメ、内面は横位に

ハケメ調整される。 1297は坏の破片。 ｜]縁部内傾する。内外面ともヘラミガキ調整される。内面は黒

色処理される｡ (佐藤）

H18 (図Ⅳ－19図版24･25)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火山灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。

土居：上位(1E)は自然堆積層で、下位(3 ･ 4E)は多量のローム粒や火山灰を含む層が床面ま

で堆積している。 床面・壁：床はやや凹凸がある。壁は急角度で立ち上がる。現代の家屋の土台で

床・壁の一部が壊されている。

付属構築物：南西側で浅い土坑が検出された(HP1)。壁に灰白色粘土が残っており、竈の補修材を

備蓄した施設の可能性がある。

遺物出土状況：北西側の床面から坏の破片と礫が出土した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。炭化材は竈の近くで、少量出土したのみである。

重複・新|日関係：縄文時代の土坑P635･676･696．698の壁を壊して壁が構築されている。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物: 1281はⅦ群土器。坏である。体部下位に稜をもつ。体部はやや内篝する。平底。内外面と

もにヘラミガキ調整される。内面は黒色処理されている。 （佐藤）

H19 (図Ⅳ 20．21 カラー|叉|版19 図版26．27)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火1ll灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定

と炭化樹種|司定を行った。土居：上位（1層）は自然堆積層で、下位（3 ． 4 ． 5層）は多量の火山

Fn
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2 擦文時代の遺構

灰や焼土を含む層が床面まで堆積している。

床面・壁：床は凹凸がある。壁は急角度で立ち上がる。北側の床・壁は現代の家屋の土台構築の際に

壊されている。

付属構築物：南側の壁西よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた状

態で検出された。火床は掘り込みがある。煙道はトンネル式である。煙だしの底面に板状の凝灰岩が

置かれている。床面で4基の柱穴が確認された。

南西側と北東側で浅い土坑が検出された。南西側のもの(HP6)は壁に灰白色粘土が残っており、

竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。北東側のもの(HP5)は性格が不明である。

遺物出土状況：竈の右袖から甕が出土した。東側床面から甕が出土した。遺物は東側から多く出土し

ている。竈の火床から出土した甕の口縁部片がH38住居跡の煙だしからl l |土した甕と接合した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。

炭化材は撹乱を受けている北側を除き、ほぼ全面にみられる。井桁状に出土しており、屋根材と考

えられる。材質は樹種同定の結果、 トネリコとカエデである。

重複・新旧関係：縄文||寺代の遺構H27･P750.910と重複する。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物： 1242～1245･1303｡1313はⅦ群土器。 1～3は鉄製品である。 1242～1245は甕・ 1242は口

縁部と底部が欠失する。頸部くびれ、体部上半膨らむ。内外面とも、頸部ナデ、体部ハケメ調整。頚

部に横走沈線が付く。内外面に炭化物付着。 1243は口縁部が外反し、休部上半が脹らむ。底部は張り

出す。外面は体部がヘラミガキ、口縁部がナデ。内面はハケメ調整される。口唇部に亥l1み目、頸部か

ら| l縁部にかけて横走沈線が付く。内面に炭化物付着。 1244. 1245は底部。 1244は内外面ともハケメ

調整される。 1245はやや張り出す。内外面ともハケメ調整される。 1303･1313は須恵器。 1303は甕の

胴部。外面に叩き目、内面に当て具痕がつく。 1313は高台付の坏｡ 1 ． 2は刀子。 3は棟に区がある。

2は中心が欠失している。 3は鉈。 （佐藤）

H26 (図Ⅳ－26 図版35)

確認・調査: I層を除去した段階で、黒色の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交する土層

観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認した。竈と

床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代剛ll定と炭化樹

種同定を行った。

土層：上位の層は耕作によって削平されている。下位は多量の焼土・ローム粒・火山灰を含む層が床

面まで堆積している。床面・壁：床はほぼ平坦である。東側に向かってやや傾斜している。壁は急角

度で立ち上がる。北側の壁の上部は造成時に削平されている。

付属構築物：南東側の壁南よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、つぶされた状態

で検出された。火床は掘り込みがある。煙道はトンネル式である。煙だしに向かって傾斜している。

遺物出土状況：床面から鉄製品と楕円形の礫が出土した。覆土からはⅦ群の土器片が出土した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。炭化材は床面のほぼ中央から、まとまって出土した。材質は樹種|司定の結果、 トネ

リコ・ハシドイ・キハダ・オーク､ルミである。

重複・新|日関係：縄文時代のH25･32と重複する。
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Ⅳ道構

lljf期：周辺のⅦ群土器期の竪穴住居からみて、 8世紀後半～9世中葉と考えられる。

出土遺物： 1は鉄製品。棒状の素材と考えられる。 (佐藤）

H34(図Ⅳ－35．36 カラー図版16 図版44．45)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火山灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定

と炭化樹種同定を行った。

土層：上位（1 ． 1 ‐ ・ 2層）は自然堆積層で、下位（3 ． 4 ． 5層）は多量のローム粒や火山灰を

含む層が床面まで堆積している。床面・壁：床はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南東側の壁やや南に造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた

状態で検出された。火床は掘り込みがある。煙道は|､ンネル式である。北東隅の外側で内傾する柱穴

が検出された。残りの三隅では木根などの撹乱により検出できなかった。南側の床面で杭状の小ピッ

トが検出された(HP2)｡性格は不明である。南東側で浅い土坑が検出された(HPl)｡坑底に灰白

色粘土が残っており、竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。

遺物出土状況：竈周辺から甕・坏･ ｢IIIげ物が出土した。東側の壁際から甕が2個体まとまって出土し

た。 この2個体の甕(1249. 1250)はP1121出土の破片と接合した。北側の床|11iから紡錘車が出土し

た。縄文時代の包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類が多

く出土した。炭化材は床面から、まばらに出土した。材質は樹種同定の結果、 トネリコである。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 9世紀初頭～9世紀中葉と考えられる。

出土遺物： 1246～1283･1310はⅦ群土器。 1246～1250は甕・ 1246は口縁部が外反し、体部上位が脹ら

む。底部は張り出す。口端部はlulむ。外面は休部から底部にかけてハケメ後へラミガキ、口縁部はナ

デ調整される。内面は底部ハケメ、体部から頚部にかけてハケメ後ヘラミガキ、口縁部はナデ調整さ

れる。肩部から頚部にかけて段が付く。口縁部に「U」の字状の圧痕が付く。 1247は口縁部が外反し、

肩部に段をもつ。口端部は凹む。内外面ともに体部ハケメ、口縁部ナデ調整される。 1248は口縁部が

外反し、体部上位がやや脹らむ。肩部に段をもち、口端部は凹む。内外面ともに体部はハケメ後へラ

ミガキ、口縁部はナデ調整される。 ’ 1唇部に刻み目が付く。底面に笹の圧痕がある。補修孔が3対あ

る。 1249は口縁部が外反し、体部上位が脹らむ。口端部は凹む。外面は体部中位から底部にかけてヘ

ラミガキ、体部上位はハケメ、口縁部はナデ調整される。内面は底部へラミガキ、体部ハケメ、口縁

部ナデ調整される。頚部から口縁部にかけて横走沈線が付く。内外面に炭化物が付着。 1250は口縁部

が外反し、体部上位が脹らむ。外面は体部ハケメ、口縁部ナデ凋整される。内面はハケメ調整される。

頚部から口縁部にかけて浅い横走沈線が付く。内外面に炭化物が付着。 1282は'二I縁部が内脅し、体部

' |｣位に稜をもつ。平底。内外面伴にヘラミガキされる。内1iliは黒色処理される。 1283は口縁部が内轡

する。内外面ともにヘラミガキされる。 1310は坏の底部。回転糸切り11 ･ 14は土製品。 1～9は金属

製品。 11は紡錘車。断面形は台形。周縁部は肥厚する。 14は輪羽口。先端部は欠失している。体部は

筒形で、基部は張り出す。体部上位は被熱により変色している。 l～3は刀子。 1は切先部｡ 2は茎

部。 3は切先片・茎片・中心片。 4は環状のもので、一部欠失している。 5は釣り針とみられるもの。

6 ． 7は鉄片｡ 8はカスガイ。断面形が扁平で、小型のものである。 9は鋤。 1は曲げ物。薄板製で、

接着には漆が添付されている。大きさ等から柄杓の可能性がある。 （佐藤）
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2 擦文|}寺代の遺構

H37 (図Ⅳ－39．40 カラー図版17･ 18図版47･48･49)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火l ll灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定

と炭化樹種同定を行った。

土居：上位（1 ． 2 ． 3 ． 4層）は自然堆積層で、下位（5 ． 6 ． 7層）は多量の焼土や火山灰・炭

化材を含む層が床面まで堆積している。床面・壁：床はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南側の壁に造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた状態で検

出された。火床は掘り込みがない。煙道はトンネル式である。東側の床面で小ピットが検出された

(HP1)。性格は不明である。 I几i側で浅い土坑が検l llされた(HP2)。坑底に灰白色粘土が残ってお

り、竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。

遺物出土状況：竈周辺から甕・坏がまとまって出土した。北東壁近くで出土した甕の破片はH38出土

の底部と接合した（図V-155-1254)。須恵器の甕片もH38のものと接合した（図V-161-1306)。

縄文時代の包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類が多く

出土した。炭化材は竈周辺を除く、ほぼ全面にみられた。井桁状に出土したものは、屋根材の一部と

考えられる。材質は樹種同定の結果、全てトネリコである。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物：全てⅦ群土器。 1251～1254は甕・ 1284･1285は坏・ 1251は'二l縁部が外反し、休部中位が脹

らむ。肩部に綾をもち、底部は張り出す。内外面ともに体部はヘラミガキ、口縁部はナデ調整される。

1252は口縁部が外反し、体部中位が脹らむ。内外面ともに体部はハケメ、口縁部はナデ調整される。

頸部に横走沈線が付く。 1253は口縁部が外反し、体部上位が脹らむ。肩部に稜が付く。口端部は凹む。

内外面ともに体部はハケメ、口縁部はナデ調整される。頸部から口縁部にかけて横走沈線が付く。

1254は頸部が外反し、体部上位が脹らむ。外面は休部上位と下位がハケメ、中位がハケメ後へラミガ

キ、頚部はナデ調整される。 ｜ﾉ1面は体部がハケメ後へラミガキ、頚部はナデ渦整される。 1284は体部

下位に浅い沈線による稜が作出されている。平底。内外面ともにヘラミガキ調整される。内面は黒色

処理されている。 1285は口縁部が内脅し、体部下位に稜をもつ。平底。内外面ともにヘラミガキ調整

される。内面は黒色処理されている。 1306は須恵器の甕片。 （佐藤）

H38 (図Ⅳ-41～44図版50．51 ．51)

確認・調査: I層を除去した段階で、凹みを確認した。落ち込みの中心から直交する土層観察用のセ

クションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認した。竈と床面の土壌

を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定を行った。

土居：上位（1 ． 2 ． 3 ． 4層）は自然堆積層で、下位（5 ． 6 ． 7層）は多量の焼土や火山灰・炭

化材を含む層が床面まで堆積している。

堀上げ土：耕作による削平で全体の状況は不明である。南東側は堆積がみられない。

床面・壁：床はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南側の壁に造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた状態で検

出された。火床は掘り込みがない。煙道はトンネル式である。

西南北隅の外側で、内傾する柱穴が3基検出された(HP1 ･ 2 ･ 3)。東側では確認できなかった

が外側に4本の柱穴をもつものと考えられる。
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[V遺構

北側の床面で、杭状の小ピットが2個検出された(HP4 ． 5)。

遺物出土状況：閉塞された煙だしの中から、甕の破片がまとまって出土した。 この土器はH19出土の

土器片と接合した（図V-154-1253)。北側の床面から出土した甕の底部はH37から出土した体部破

片と接合した（図V-155 1254)｡須恵器片もH37出土のものと接合した（図V-161-1306)。

縄文時代の遣構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。炭化材は南壁付近の床面から少量出土したのみである。

重複・新|日関係：縄文時代の土坑P1276. 1303と重複する。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物：全てⅦ群土器。 1254～1258. 1271 . 1272は甕・ 1286. 1287は坏・ 1254は口縁部が欠失して

いる。頚部が外反し、体部中位が脹らむ。頚部に横走沈線をもつ。内外面ともに体部はハケメ、口縁

部はナデ調整される。 1255は口縁部が強く外反する。口端部は凹む。体部は内外面ともハケメ、口縁

部は外面がナデ、内面がハケメ調整される。頚部から口縁部にかけて横走沈線が付く。外面に炭化物

が厚く付着している。 1256は口縁部が外反する。肩部に沈線による段が作出されている。外面は体部

がヘラケズリ後ハケメ、口縁部がナデ調整される。内面は体部がハケメ、口縁部がナデ調整される。

1257は口縁部が外反する。肩部に綾をもつ。内外面ともに体部はヘラミガキ、口縁部はナデ調整され

る。 1271は小型の甕の破片。肩部に段をもつ。頚部上位外反する。内外面とも体部へラミガキ、頚部

ナデ調整される。頚部に横走沈線が付く。 1272は頸部が外反し、体部上位が脹らむ。外面は休部上位

と下位がハケメ、中位がハケメ後へラミガキ、頚部はナデ調整される。内面は体部がハケメ後へラミ

ガキ、頚部はナデ調整される。 1258は底部。底面に砂粒の圧痕がある。 1286は口縁部がやや内脅し、

体部下位に沈線による稜が作出されている。平底。内外面ともにヘラミガキ調整される。内面は黒色

処理されている。 1287は口縁部がやや外反し、体部に沈線による稜が作出されている。内外面ともに

ヘラミガキ調整される。内面は黒色処理されている。 1304～1306は須恵器の甕・外面に叩き目、内面

に当て具痕がつく。 1は紡錘車の軸。鉄製の角棒である｡ (佐藤）

H40 (図Ⅳ－47．48 カラー図版19 図版54･55)

確認・調査: I層を除去した段階で、黒色の落ち込みを確認した。

土居：上位(1E)は自然堆積層で、下位(2 ･ 3層）は多量の焼土や火山灰・炭化材を含む層が床

面まで堆積している。床面・壁：床はやや凹凸がある。壁は急角度で立ち上がる。壁の上部は耕作に

より削平されている。付属構築物：北東側で浅い土坑が検出された(HP1)。壁に灰白色粘土が残っ

ており、竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。遣物出土状況：小型の甕が鬘の端から出土した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。

炭化材は床面のほぼ全面にみられる。放射状や井桁状に出土したものは、屋根材の一部と考えられ

る。北側の床面に炭化した「むしろ」状のものがみられる。材質は樹種同定の結果、全てトネリコで

ある。重複・新|日関係：縄文時代の土坑P1364. 1365. 1366. 1367と重複する。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 9世紀初頭～9世紀中葉と考えられる。

出土遣物：全てⅦ群土器。 1259は小型の甕・頚部がくびれ、口縁部が垂直気味に立ち上がる。体部は

ヘラミガキ、頚部はナデ調整される。内面は体部がハケメ、頚部はナデ調整される。 1298は坏の口縁

部。口縁部がやや内響する。内外面ともにヘラミガキ調整される。体部に沈線が付く。内面黒色処理

される。 （佐藤）
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2 擦文時代の遺梢

H41 (図Ⅳ 49．50 図版55･56)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta a火l｣|灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定

と炭化樹種同定を行った。

土層： ：上位（1 ． 2 ． 3 ． 4層）は自然堆積層で、下位（5 ． 6 ． 7層）は多量の焼土粒を含む層

が堆積している。床面・壁：床はやや凹凸がある。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：東側南よりで浅い土坑が検出された(HP1)。坑底に灰白色粘土が残っており、竈の補

修材を備蓄した施設の可能性がある。遺物出土状況：東側の竈#|II付近から、坏が一個体卜||土した。南

側の床面から甕が伏せた状態で出土した。縄文時代の包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土

からは、縄文時代の土器・石器類が多く出土した。

炭化材は東側と西側にまとまってみられる。材質は樹種同定の結果、全てトネリコである。

時期；出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物：全てⅦ群土器｡ 1260は小型の甕・口縁部は外反し、底部は張り出す。口端部は凹む。内外

面とも、体部はヘラミガキ、 ｜ l縁部はナデ調整される。 1288は坏である。LI縁部がほぼ垂直にたちあ

がり、体部中位に沈線による稜が作出されている。平底。内外面ともにヘラミガキ調整される。内面

は黒色処理されている。 1274は甕の口縁部。口唇部が凹み、肩部に段をもおつ。内外面休部がハケメ、

| |縁部ナデ調整される。頚部に横走沈線沈線が付く。 1275は甕の頚部。体部はやや脹らむ。頚部に横

走沈線が付く。内外面ともに体部がハケメ、頚部がナテ調整される。 1276は甕の胴部。内外面ともに

ハケメ調整される。 1は刀子の茎。 （佐藤）

H45 (図Ⅳ 54図版60)

確認．調査: I層を除去した段階で、Ta-a火山灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土層観察川のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代i1l1定と炭

化樹種|司定を行った。土居：上位（1 ． 2 ． 3層）は自然堆積層で、下位（4 ． 5 ． 6層）は多量の

焼土粒を含む層が堆積している。床面・壁：ややll[l l ' ' |がある。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：床面中央やや東側に浅い掘り込みを持つ炉跡が検出された。遺物出土状況：東側床面か

ら甕と坏が出土した。甕は潰れた状態で、坏は完形で出土した。 縄文時代の包含層を壊して竪穴が

作られているため、覆土からは、縄文||寺代の土器・石器類が多く出土した。

炭化材は中央部でまばらにみられる。材質は樹種同定の結果、全てトネリコである。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる

出土遺物：全てⅦ群土器。 1261は甕・口縁部は外反する。肩部に段を持つ。外面の体部はハケメ、 ｜」

縁部はナデ調整される。内而の休部はハケメ、口縁部はハケメ後にヘラミガキされる。 ’ﾉ'外面に炭化

物付着。 1289は坏・口縁部やや外反する。体部上位に段をもつ。平底。外面は体部がハケメ後へラミ

ガキ、 ，｡縁部と内面はヘラミガキ調整される。内面は黒色処理される。 （佐藤）

H47 (図W-56 図版64･65)

確認・調査: I層を除去した段階で、黒色の落ち込みと焚口の焼土を確認した。落ち込みの中心から

直交する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ洲査を行い、床と壁の立ち上がりを確
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Ⅳ造構

認した。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代

測定と炭化樹種同定を行った。土層：上位（1 ． 2層）は自然堆積層で、下位（3 ． 4 ． 5層）は多

量の焼土粒を含む層が床面まで堆積している。床面・壁：床はやや凹凸があり、南側に向かい緩く傾

斜している。壁は急角度で立ち上がる。北東側の壁・床は耕作によって削平されている。

付属構築物：東側の壁南よりに造りつけの竈がある。袖は灰白色の粘土で造られている。煙道の上部

は耕作によって削平されている。南側で土坑が検出された(HP1)。坑底・壁に灰白色粘土が残って

おり、竈の補修材を備蓄した施設の可能性がある。構築物ではないが北側の壁際の床面から、灰白色

粘土の塊が検出されたoHP1同様、竈の補修材を備蓄したものと思われる。遺物出土状況：煙道基

部から、土器片が床面やや南西側から礫が出土した。 縄文時代の包含層を壊して竪穴が作られてい

るため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類が出土した。 炭化材は東側にまとまってみられる。

井桁状のものは、屋根材の一部と考えられる。材質は樹種同定の結果、ハシドイ・ トネリコ・コナラ・

ハンノキである。時期：出土したⅦ群の土器の時期からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる

出土遣物： 1278はⅦ群土器。小型甕の胴部。外面はハケメ後へラミガキ、内面はハケメ調整される。

（佐藤）

H48 (図Ⅳ－57･58 図版66･67)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火山灰の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直交

する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認し

た。床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年代測定と炭

化樹種同定を行った。土居：上位（1 ． 2 ． 3 ． 4 ． 5層）は自然堆積層で、下位（6 ． 7 ． 8 ． 9 ．

10． 11･ 12． 13層）は多量の焼土粒を含む層が床面まで堆積している。床面．壁：床はやや凹凸があ

り、北側に向かい緩く傾斜している。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南側の壁西よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、押しつぶされた状

態で検出された。火床は掘り込みがない。煙道はトンネル式である。煙だしに向かって傾斜している。

構築物ではないが南側と南東側の壁際の床面から、灰白色粘土の塊が検出された。竈の補修材を備

蓄したものと思われる。遺物出土状況：北西側の床面から紡錘車が出土した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器．石器類

が多く出土した。炭化材は東側を除きほぼ全面にみられる。井桁状のものは、屋根材の一部と考えら

れる。材質は樹種同定の結果、 トネリコ・ハシドイ ・オニグルミである。

重複・新旧関係：縄文時代の焼土F451と重複する。

時期：出土したⅦ群の土器からみて、 8世紀後半～9世紀初頭と考えられる。

出土遺物： 1279はⅦ群土器。甕の口縁部。内外面ナデ調整される。横走沈線と口唇部に短刻文が付く。

12は紡錘車。断面形は台形。軸孔周辺と周縁部は肥厚する。 （佐藤）

H52 (図Ⅳ-63～65 図版69～71)

確認・調査: I層を除去した段階で、Ta-a火山灰と黒色の落ち込みを確認した。落ち込みの中心か

ら直交する土居観察用のセクションベルトを設定した。 トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを

確認した。竈と床面の土壌を採取してフローテーション作業を行った。床面から採取した炭化材の年

代測定と炭化樹種同定を行った。土居：上位（1 ． 2層）は自然堆積層で、下位（3 ． 4 ． 5 ． 6 ．

7 ． 8 ． 9層）は多量の焼土粒・火l 1 1灰を含む層が床面まで堆積している。
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2 擦文時代の遺構

床面・壁：床はやや凹凸があり、北西側に向かい傾斜している。壁は急角度で立ち上がる。

付属構築物：南側の壁西よりに造りつけの竈がある。灰白色の粘土を用いており、つぶされた状態で

検出された。火床は掘り込みがある。煙道はトンネル式である。煙だしに向かい傾斜している。

床面で4基の柱穴が確認された(HP1 ． 2 ･ 3 ． 4)。

構築物ではないが南東側の壁際の床面から、灰白色粘土の塊が検出された。竈の補修材を備蓄した

ものと思われる。遺物出土状況：竈の左袖から甕が一個体出土した。南壁際・東側覆土・北側覆土か

ら坏が一個ずつ出土した。南壁西よりの床面から紡錘車が出土した。

縄文時代の遺構・包含層を壊して竪穴が作られているため、覆土からは、縄文時代の土器・石器類

が多く出土した。炭化材は東側を除きほぼ全面にみられる。井桁状のものは、屋根材の一部と考えら

れる。材質は樹種同定の結果、全てトネリコである。

重複・新旧関係：縄文ll寺代の土坑P1396･1397･1401と重複する。時期：出土したⅧ群の土器からみ

て、 9世紀初頭～9世紀中葉と考えられる。

出土遺物: 1264･1290～1292はⅦ群土器｡ 1264は甕・ 1290～1292は坏。 1264は口縁部が外反する。肩

部に沈線による稜を持つ。外面の体部はハケメ後へラミガキ、口縁部はハケメ後ナデ調整される。内

面の休部はハケメ、口縁部はハケメ後にナデ調整される。頸部に横走沈線が付く。 1290は底部から体

部にかけて直線的に立ち上がる。口縁部はやや内響する。平底。内外面ともにヘラミガキ調整される。

内面は黒色処理されている。 1291は底部から口縁部にかけて直線的に拡がる。平底。内外面ともにヘ

ラミガキ調整される。内面は黒色処理されている。 1292は体部がやや内管する。回転糸切り。ロクロ

整形。内面は黒色処理されている。 13は紡錘車。断面形は台形。軸孔周辺と周縁部は肥厚する。片面

には刺突文がつく。ヘラミガキ調整される。 （佐藤）

H54(図IV 67～70 図版74～76)

調査区内の未着手地域の状況を広くつかむ目的で、平成18年10月からグリッド単位で飛び地の調査

をした際、H 107杭の表土直下のⅡ層面ら直径約70cmの円形の焼土が検出された。調査を進めると、

直下から礫や土器片を検出、 これを取り上げたところ、下に焼土層・灰白色粘土層．その混土層が続

くことが確認され、 この時点で土坑とし、調査を続けた。下位からは大型の凝灰岩複数が現れ、断面

実測後に完掘を試みたところ、凝灰岩は側板・天板状に組まれた状態で、斜面に向かい続くことが確

認された。平成18年の調査は終盤であったため、 この時点で越冬し、翌年6月12日から調査を再開し

た。まず、斜面の表土を除去し広く精査すると、斜面からも焼土の広がりやまとまった土器片が検出

される。断面に天板状の礫が入る位置で十字にセクションを設定し調査を進めると、河川に浸食され

た擦文時代の住居趾とわかりH54とする。覆土上位には樽前a降下軽石層が堆積し、斜面にも続くこ

とから、 18世紀前半には浸食を受けていたと考えられるが、斜面下に堆積する黒色土居中にB-Tm

(詳細不明） とみられる堆積もみられることから、より古い時期に浸食されていた可能性がある。床

面はⅣ層をわずかに掘り~ﾄげ、煙道は溝状に掘られている。煙道の側壁に板状礫を2点立て、その上

に大型の板状礫を重ね、白色粘土と土器片で隙間を充填し、そのまま竈まで作りだしたものとみられ

る。煙道の上部は強く被熱し、焼土が広がり、土器片も変色している。

方形だったとみられる住居趾は竈右側の角しか残っていなかったが、そこから推測すると1辺が4

m以下の小規模なカリン（形の住居tltであったとみられる。また、住居の角付近には炭化材が検出さ

れており、焼失家屋だったとみられる。

遺物は甕6点、坏4点が検出されたが、出土状況から、 1265の甕が、唯一住居tll二内の竈左側壁際か
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Ⅳ遺構

ら出土したもので、残りはすべて煙道構築の際に使われた土器だったとみられる。坏4点のうち3点

がロクロ成形で、 1280の甕口縁部には×字に沈線が亥llまれている。

遺物から、本住居趾は9世紀前半期のものとみられる。 （土肥）

H55 (図Ⅳ－71 図版77)

グリッド東西方向に深く入るう°ラウの耕作跡を除去しているところ煙道の下部と火床の痕跡がみつ

かり、確認された。床面以下まで削平されているが、火床の焼土や、床面の汚れがわずかに残ってい

る所があることから、比較的床面のレベルに近い削平を受けたとみられる。付近を精査すると東西

240･280cm、南北320･340cmの間隔で方形に並ぶ柱穴を検出した。柱穴の平面は隅丸方形で、 30~

40cmの深さが残っていた。破線で示した平面の大きさは、柱穴から壁面がlm離れた状態を推定し

たものである。煙道の断面火床寄りには灰白色の粘土が入り、竈は粘土で作られていた模様である。

擦文期の遺物は出土していないが、付近の住居趾との比較から9世紀代とみられる。 （土肥）

P1121 (図Ⅳ－385図版275)

Ⅲ層まで包含層を下げたところ、残る黒色土中に擦文期の破片が見えていることから付近を精査し

検出した。遣存する深さは10cm以下と浅いが、比較的まとまった2点の甕（図V 154 1249, 1250)

の破片が検出され、いずれもH34出土の破片と接合した。 1249はH34から34点、本土坑から9点、包

含層から1点が接合している。 1250はH34から1点、本土坑から9点が接合している。いずれも9世

紀前半期とみられる。

焼土調査区は全般に削平され、平坦面には擦文時代と考えられる焼土は少なかった。 454カ所検出

された焼土のうち、擦文期とみられるものはわずか3カ所のF94,F205,F233である。このうちF205･

233はトレンチ調査で分割され、 もともと同じ焼土であった可能性がある。

3 続縄文時代の遺構

確認できた続縄文期の遺構は住居趾1軒、土坑76基、焼土40カ所などである。

H35 (図Ⅳ－37 カラー図版14)は平成18年度と19年度の調査区境に位置し、 18年度の調査区端で見

つかった縄文時代晩期末の墓P710を次年度範囲に食い込んで調査した際、周囲に遺構があることが

わかり、 19年度の調査で検出したものである。掘り込みはⅣ層が出た時点で止め、平坦面を作り出し

ている。覆土は自然堆積で上位には黒褐色や黒色のⅡa層が落ち込むが、火山灰の落ち込みは一切認

められない。また、う．ランの中央付近で縄文時代晩期後葉の士坑P1140を切ることが判明した。覆土

下位からは図V-145-1182の破片が出土、続縄文前半期の竪穴とみられるが、規模を除けば住居趾

であった可能性は低い。H35付近には続縄文とみられる土坑が3基検出されているが、 これもH35と

関連する遺構であった可能性もある。同様の遺構にP1309 (図Ⅳ431 カラー図版15図版308･309)

がある。平面は長円形で、自然堆積の覆土には黒褐色や黒色のⅡa居が落ち込むが、火山灰の落ち込

みは一切認められず、う．ランの中央付近で縄文時代晩期後葉の土坑P1318を切る。覆土中位からは後

北C2 ・D式や赤穴式相当の破片が出土している。規模が小さいことから土坑としたが、H35と特徴が

似ていることから同時期の遣構と考える。

墓はP46 (図Ⅳ－159 カラー図版40 図版92) とP806 (図Ⅳ－321 カラー図版41 図版221)が

ある。前者は続縄文前半期の2体合葬墓で、抗底部付近まで削平を受ける。頭位は東で、坑底面には
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I 縄文llf代の遺構

ベンガラが散布され、石斧2点、礫石器、礫（図V 169, 170)小型の土器（図V 40 1110)が副

葬されていた。後者は後北C2 ･D式期相当の墓で、やはり坑底部付近まで削平され、覆土から深鉢

(図V-150-1206)坑底面からは口縁部を打ち欠いた小型の鉢（図V-148-1200)が出土した。続

縄文期の土坑の覆土上部は自然堆積の土居で、 Ⅱb層の落ち込みが無いことから確認がむずかしく、

縄文時代の遺構を調査中に、それを切る遺構として検出したP129, 1207や、抗底部に入っていた土

器が出土したこことから確認したP1054などがある。礫が入る例も多く、このような土坑で土器は出

土していないが、礫があることから後北C2 .D式期相当の土坑と考えたものも多い。

4 縄文時代の遺構

確認できた縄文時代の遺構は住居吐43軒、土坑1,326基、Tピット6カ所、焼土411カ所、小ピット

266カ所である。

住居趾で多く検出されたものに、縄文時代前期後半期のものが、 12Ilil:ある。いずれもⅣ層をあまり

深く掘り込まず、覆土のほとんどか黒褐色土居である。その分布は調査区を東西に横切るゆるやかな

谷地形に沿って並ぶH20～22、H24．29･30、のほか、やや西側に離れて位置する長円形のH32･39

とこれと同様の住居趾だったとみられる長円形に並ぶ土坑群P719、P757,P850～860、調査区の東側

で単独で見つかったH36、調査区西側縁で見つかったH9 ･ 12などである。時期はH36が大麻V式相

当で、残りは植苗式相当のものとみられるが、その分布や住居の形態差から時期差があるものとみら

れる。

縄文ll寺代後期の住居吐は14軒が検出されている。時期別では手稲式相当のものが8軒、ホッケマ式

相当のものが2軒、調査区西側縁に沿った分布をする。調査区東IMllからはウサクマイC式相当の住居

杜が1軒検出された。手稲式の住居としたH46．49･50は複雑に重なる楕円形の大型土坑3基と土坑

1基ともみえるが、規模から住居趾としたものである。小規模ながら似た例で、手稲式相当の土坑

P723．730．767がある。 これらの土坑には遺物を伴うが、外形から複雑な土坑の切り合いと考えた。

後期の住居趾には出入口の構造の痕跡が見つかったものが5軒見あり、その時期も、 ウサクマイC式

からホッケマ式の間にみられる。

中期の住居趾は7軒確認され、いずれも中期中葉のものとみられる。分布は調査区北側に集中する。

土坑はll寺期不明のものも合わせて1,326基が検出されている。 このうち最も多く検出されたものが

縄文時代晩期のもので、 853基が検出された。 これらの中には墓と士坑が含まれるが、形態から墓と

土坑を次のように分けた（図Ⅲ－7参照)。

墓は平面形が楕円形（小判型）で、その覆土は包含層の混土で、埋め戻されたものである。また、

被葬者の痕跡が残っているものも多く、同ll葬品はその上部と坑底面に分かれて検出されるものもあっ

た。墓と分類したものは39基あり、頭位はおおむね南向きである。残りが良く上部の副葬品が残って

いたものに、P144･1196. 1223がある。P144は調査中に上部から小型の浅鉢が検出され、記録した

が、後の整理で、上部から回収した細かい土器片から小型の舟形土器2点と浅鉢1点が復元され、上

部に4点の土器が副葬されていたことが判|ﾘ1した。P1196の上部からは石嫉20点と小型の浅鉢2点が

検出されている。P1223の上部は13,000点を超える土器片で覆われており、その土器片を取り除くと、

下から口縁部を下向きに置かれている小型の台付鉢が並んで検出され、その下には薄くベンガラの散

布も確認された。後の整理で、付近から台付鉢7点、浅鉢2点、舟形土器1点が復元された。坑底面

出土のmll葬品で装身具はP1223の被葬者頭部付近からヒスイの丸玉が1点、P1251から首飾りの臼玉69

点が検出された2例である。
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坑底面には石斧、石器類、砥石類、薄片類、錨石、土器などが扇l1葬されていた。

石斧はP1195から8点、P1196から5点とまとまって検出されている。P1196の被葬者脇からは袋詰

めされたとみられる薄片144点がまとまって検出され、 これとは別に被葬者下に散布されたとみられ

る薄片がみつかっている。産地分析では、袋詰めのもののほとんどが白滝産で、接合はしないことか

ら良い剥片を選んだものなのに対し、散布されたものには赤井川産の黒ll浬石が混じっていた。遺体下

に薄片を散布する例はP624でもみられ、出土した薄片は接合したことから、遺体を安置する直前に

細かく割って散布した模様である。P624の遺体脇には軽石製の砥石4点と矢柄研磨器2点が割られ

た状態で積まれていた。 4点の砥石は石質と厚みが極めて類似することから、 もともと一つの石を4

分割して作った可能性が高い。まとまった剥片石器が検出されたものに、P2とP623がある。P2の

坑底部からは石斧2点、ナイフ、スクレイパー類8点が被葬者の胸部付近から検出され、P623は本

遺跡の晩期の墓では唯一の合葬墓で、向かって右側の被葬者の胸部付近に頁岩製と黒曜石性の大型ナ

イフが2点、石鍼2点などが副葬されていた。

錨石は本遺跡から6点検出されているが、そのうちの4点が墓の副葬品でみつかっている。P710･

1261 (P1261は遺体が残っていないため推測である）は足元に1点、P623は被葬者の頭側と足元に1

点ずつの錨石が置かれていた。また、墓の坑底面長軸端に小ピットが確認されたものにP743.1195･

1196･1206がある。

P70の坑底面からは石斧と赤彩された土器が検出されているが、 この土器は形態から晩期の最末期

とみられる。晩期末の墓で坑底面に土器が副葬される例が少ない中、 このような出土例は、後の続縄

文期の葬送儀礼につながるものとみられる。

晩期の土坑は814基検出された。その時期は、中葉の破片が検出されたP1174や古手の破片がまと

まって検出されたP1354など、時期幅はあるようであるが、大半は後葉から末葉にかけての緑ケ岡式

併行期のものとみられる。遺跡は耕作などの削平を受けているため削平の度合いと覆土の関係で、さ

らにA～Dの4段階に分類し、 これを表記した。晩期の土坑には掘り具の当たりの痕跡が、坑底面や

壁面のⅣ層部分に残っているものが多く、D分類の土坑では遺物が検出されないものがあるが、 この

ような痕跡がみられるものは晩期の土坑としている。

模式図では、土坑の上部は自然堆積により埋まっている例を用いたが、切りあうほど密集して掘ら

れた土坑群なので、実際は覆土に人為的な土砂が流入した例も少なくない。 (P21･347．749．753･

1297など）そもそもⅡb層自体が人為的な土居で土器片を多量に含む盛土状となっているところもあ

り、そういった場所に掘られた土坑は完全にⅡb層起源の土砂で埋まっている場合がある。 (P169･170

など）土坑からは多数の遺物が出土するが、これらの遺物をどう解釈するかを模式的に表したものが

図Ⅲ－7の下段である。覆土上位のⅡa層に遺物が入っている例では、P564の上部に入る礫群や、P542

の上層からは図V-140-1109の続縄文期の壺の口縁部が出土している。

土坑に流れ込んだとみられる遺物には比較的まとまっているものがある。P145からは図V-34-245

の深鉢と、図V-234 99の錨石が出土している。P235からは図V-37-252の深鉢が、P420からは

図V 88-580の壺形土器が検出されている。P540からは図V-49-312の深鉢が、P760からは図V-

85-569の壺形土器の大型片が、P863からは|叉IV-56-390の深鉢が検出されている。出土した土器

は復元されたが、口縁部が完全に無いものや口縁部～底まであっても全体の半分が欠けているものな

ど、流れ込みの遺物がある程度まとまっていた様相を呈する。

坑底部の土居に入っていた遺物では、P257から図V-46-307の深鉢と図V 85-570の壷が供伴

して出土。P290からは図V-116-923の浅鉢、P380からは図V 71-465の深鉢、P493からは（図Ⅳ－

f，4-〕
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104参照） 253と467の深鉢が出土。P651からは図V-48 310の深鉢、P749からは図V-70-463と図

V-80 532の深鉢、P803からは図V-45-305の深鉢と図V-129 981浅鉢片、P1114からは図V-

58-394の深鉢と、図V-87-579の壺形土器が出土している。坑底部から出土した土器には、完形に

復元されたものや、口縁部あるいは底部を打ち欠いた状況の深鉢など、意図して壊したものが入れら

れる傾向ある。土坑から出土する土器は日常的な器形がほとんどだが、墓の副葬品からは、副葬用に

作られた小型の土器が出土する。

また、特殊な例で、P1399の覆土上部には大量の焼骨を含む焼土居と土器片が入っていた。土器は

図V-57-391と図V 70 464の深鉢で、焼骨を回収するため土壌水洗を行ったところ図V 229 77

～80の4点の號珀玉が検出された。玉はいずれも暁珀の原石に穿孔を加えたものである。士坑の上部

に焼骨を含む焼土が重なる例はあるが、大量の焼骨と土器、暁珀玉の出土状況はきわめて祭司的で、

下位の土坑と関連する遺構かは不明である。

これらの土坑の分布には、同時期の墓域を避けている傾向がみられる。それは、これらの土坑が墓

を意識した場所に掘られていることで、墓と関連する遺構とみることが出来そうである。土坑の覆土

には火山灰の堆積がみられるもの多くあり、墓の周辺には窪んだ状態の穴が|司時に幾つもあったこと

を示している。数的には墓の20倍はある土坑群が何の目的のため掘られたのかは不明である。

縄文時代後期では、堂林期とみられる墓が、 2基1組で分布する状況がみられた（図Ⅳ－2）。

坑底[mにはベンガラが敷かれ、P1315 (図Ⅳ-284)の覆土中位には大型の礫が9点敷き詰められ

ており、その中には石皿が含まれていた（図V-209 P1315-1 ． 2)。

Tピットは6基が検出された。本遺跡は集落として利用されていたため、Tピットの検出数は少な

い。その分布もまばらで、それぞれが100m以上離れた分布である。

焼土はその場で焼かれたものと、調査区内の緩斜面に大量の焼土の廃棄が確認された。 これら廃棄

焼土中には被熱した前期の土器片が混じることから、同時期のものとみられるが、住居趾は削平のた

め失われているものとみられる。
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1 土器（図V－1～図V-161 第3分冊）

土器は345,702点出土した。内訳は縄文時代早期3,520点、前期15,941点、中期19,851点、後期74,274

点、晩期221,051点、続縄文8,634点、擦文時代2!431点である。出土している土器の約3分の2が縄文

時代晩期の破片である。

縄文時代早期 1， 2は前半期のアルトリ式相当の破片である。早期前半期の遺物はアルトリ式が

最も古いものだが、出土量は総量でも21点と少ない。 3～11は東釧路Ⅱ式からⅢ式の破片である。器

面には縄文、縄線文が施され、 10の底部周辺にはツメによる圧痕がめぐる。 9は絡縄帯圧痕文が施さ

れる東釧路Ⅲ式の底部片である。 12， 13はコッタロ式の復元個体で、H6の床面から出土したもので、

13は口縁部内側に縄線文が施される。 14～16は中茶路式相当の同一個体片である。いずれも調査区東

側を東西方向に横切る沢底のシルト層からまとまって検出されたもの。 17～19は東釧路Ⅳ式相当の破

片である。 17は中茶路式と同じシルト層から出土したもの。

縄文時代前期20は綱文式相当の破片である。西島松2 ･ 3 ･ 5遺跡を通じて綱文式相当の出十量

は少ない。 21～29は静内中野式相当の破片である｡ 26は尖底の底部片｡ 27～29は同一個体片で調査区

東端の南側の低地部の落ち込みから検出された。内面の口縁部付近にも縄文が施される。 30～93は縄

文時代前期後半の破片である。おおむね30～49と底部片の86～93が植苗式相当、 50～85が大麻V式相

当の破片である。 30～31は植苗式相当の破片である。器面は縄文を施した後に磨かれる。 32～44は□

縁部に貼付帯が施されるもので、 32はH21の床面から一括で検出されたもので、内面底まで縄文が施

される。 34．35と38．39はそれぞれ同一個体で、 38．39は内外面に撚糸文が施される。 40．41は横に

施文された羽状縄文が施されることから、大麻V式相当の破片とみられる。 45は器面に絡縄帯回転文

が施されることから前期の破片と考えたが、後期前葉にも類似する文様がみられる。 46は表面のほと

んどが剥離しているが、口唇部に1条の縄線文、口縁部に鋸歯状の縄線文、内面には縄文が施される

のがわかる。 47～75は口縁部に縄線文が施されるもので、 48．49はH32の床面付近からまとまって出

土したもの。 50はP115から、 51はH36からまとまって出土したもの。H36からはこのほかに73･75･

82が出土している。 54．74．79．84はH30の床面付近から、 93はP986から一括で出土したものである。

植苗式は縄文の施文の方向が定まらない傾Ihlがあるが、大麻V式では、横位の羽状縄文が施されるも

のが現れ、口縁部の角を肥厚させ、内面が無紋のものが現れる傾向がみられる。

94～130は縄文時代中期の破片である。 94～101は円筒上層式相当の破片で、ほとんどが調査区北側

の川砂利層から出土したものである。 102～107は萩ヶ岡2式相当、 106～113は天神|｣~ l式相当で、 112

と113は同一固体である。 114, 115, 123は柏木川式相当の破片、 116～122は北筒式相当である。

125はミニチュア土器で、前期の住居趾H21の覆土から検出された。中期後半の土器とみられるが、

具体的な時期は不明である｡ 126はH13と周辺の包含層から出土したもので、北筒式に相当する。 127

は内面に磨きが施されることから円筒上層式相当の底部片とみられる。 129はHlの覆土下位から検

出された底部片で、中期後半期のものとみられる。

131～202は縄文時代後期の資料である。 131･134･ 135は余市式である。 132･133はH8の土器片

囲い炉から検出されたダフ．コフ・式相当の破片で、 133の内面には縄文が施される。炉からはやや浮い

て143の破片が検出されている。 136は手稲砂山式相当の破片である。 137～144. 160は白坂3式相当

の破片である。 138はP654の覆土に倒れて入っていたもの。 145～159･161～163はウサクマイC式相

当の破片である。 146はH58の床面とそれを切る晩期の土坑P1353から検出された。 148はH5の破片
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とSP50の破片が接合したもの。 149はSP256に口縁部の一部を打ち欠いた状態で入っていたもの｡ 159

はP396に入っていた底部片である。 164～186は手稲式相当の破片である。 164･173はP730坑底部に

石Ⅲとともにはいっていた（図Ⅳ 155)。 166は底部を欠くがP1210の坑底付近でまとまって出土し

た破片である。 167は調査区縁で切られるH28の覆土から出土した。口縁部は打ちかかれ、肩部に1

カ所の補修孔がある。 171はSP62の検出面上で倒れて検出、 172はP1299内の多量に出土した破片のL| '

で復元されたもので、同じ土坑から177. 178の破片も出土している。 174･175はP1065の覆十卜位か

ら175と石皿片が、坑底面から174が出土したものである（図Ⅳ-224)。 179と183はH44の床面と炉か

ら出土、覆土からは194の破片も出土している。 181はH51の覆土から出土。 187． 188． 193･194はホッ

ケマ式相当の破片である。 187はH23の床而から、 193は同じ住居の壁よりのやや浮いた位置から出土、

口縁部が打ちかかれた単孔式土器である。 188はH43の床面から出土した注｢l土器の口縁部片である。

189～192はエリモB式相当の破片で、調査区西側の斜面から検出された。 195は調査区東側の0 102

の包含層から一括で出土したもので、堂林式としたが、底部が平らなことや器壁が厚いことなどエリ

モB式相当の特徴がみられる （カラー図版67)。図V 31は堂林式相当の破片である。晩期の土坑が

集中する調査区北側から出土しているため、 さまざまな遺構の遺物が含まれるが、包含層の遺物の流

れ込みとみられる。 これらは堂林式の中段階から新段階のものである。

図V-32～図V-138には縄文時代晩期の資料を掲載した。縄文時代晩期の土器の出土分布図を表

Ⅳ-16に示したが、その出土状況からも土器捨て場とみられるブロックが確認できる。

1つはR･S-100のグリッドで、付近に晩期の遣椛は無いが、 25,000点にのぼる土器片が検出され

ている。土器の集中する場所では焼骨も多量に出土する傾向があり、R-100からは焼骨1609,49が回

収されている。その一方で石器類の出土量が500点と少ない傾向がある。

もう1つは、 i-78．79付近を中心にした範囲で、付近から4万点近い土器と、 3359,5グラムの焼

骨片が回収されている。 この付近は晩期の土坑群の分布域とも重なり、堀上げ土と土器捨て場が重な

り、盛土遺構のように人為的な土層の堆積となっていた。

分布図にはi-90にも突出して土器が出土しているが、これはこのク、リッドに位置する晩期の墓P1223

上に置かれた土器片約13,000点が突出しているからである。なお、墓の上からも焼骨378819が回収

されている。

図V 32．33には、古手の破片を掲載している。 203～205は晩期中葉の浜! |'大曲式相当の破片であ

る。 203．204はP1174から出土したもの。 206～242は中葉の在地の土器であるが、P1354から出土し

た239～242は比較的新しい資料である。

図V 34～43には器面に縄文のみが施された（無文も含む）深鉢を掲載した。 245はP145に流れ込

んだとみられるもので、 246～248はP101覆土出土の深鉢3点。 249～251, 254, 256, 264, 279, 281

の8個体は墓P1223上に副葬されていた土器を埋めていた土器片で、 このほかに、 586の壺形土器が

出土している。 254は無文である。 252はP235に流れ込んだとみられるもの。 253は467とともにP493

から出土した。図V-44～55には口縁部に横走する沈線文が施された深鉢を掲載した。

302はP146から破片が出土しているが、P146からはこのほか418, 498, 508, 588, 665, 782、 859

などの深鉢、壷、鉢、舟形土器などの破片が多数出土しており、いずれの破片も包含層の流れ込みと

みられる。 303は306, 308と858の船形土器とともに包含層の一括土器。 304はP1165に流れ込んだ破

片とみられる。 305は浅鉢981とともにP803から出土したもの（図Ⅳ-171参照) 307は570の壷とP257

で供伴して出土（図Ⅳ 56参照)。 309はP86の坑底付近にまとまっていたもの（図Ⅳ-19参照)｡ 310

はP651の坑底面につぶれた状態で出土したもので、深く挟った突起が4カ所施され底部を打ち欠い
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ている。 312はP540に流れ込んだ破片で5条の沈線文上に刺突文が施される。なお、破片で出土した

ものは流れ込みの可能性がたかい。図V-56～68には沈線文に文様を加えたものを掲載した｡ 389か

ら391は沈線文に刺突を加えたもので、 389は464とともにP1399の覆土上位から出土したもの。 390は

P863坑底部から出土、 391はP820の坑底部より589の壺肩部片とともの出土（図Ⅳ-175参照)｡ 392は

5つの突起に貼付文が施される。P86に流れ込んだもの。 393は沈線文の上下に刺突文を施し、 394は

凹帯の上下に刺突文を施す。 394はP1114で579の壷と供伴する。 395は突起の間を波状の沈線文でつ

なぐ。P86の覆土から出土している。 396は5条の沈線文の間に無文帯を施す｡ 397は口縁部に大型の

突起が1カ所付いていたとみられる。P590の上位に流れ込んだものとみられる。

398, 399は口縁部に大小の突起が施され、無文帯を挟んだ上下に沈線文、貼瘤文を施す。 400～421

は沈線文に刺突文や貼瘤文を施したもの。 422～438は凹帯に沈線文、刺突文を加えたもの。 447は45

グリッド離れた西島松5遺跡の捨て場出土の大型片に西島松2遺跡の破片が接合したもの。 448～455

は鋸歯状沈線文が施されるもの。 456．457は浮文状の加工を加えているもの。 459．460は沈線文の間

に2条の鋸歯状の沈線文を施したもの。 461は突起のある口縁部に沈線文に貼瘤文を施す。

図V 69～75には沈線文に縦の区画文を加えたものを掲載した。 462は沈線文上に3条の鋸歯文を加

えたもの。P140から出土。 463は鋸歯文で沈線文を区切る。P749の坑底面から532とともに出土。

覆土からは733が出土している （図Ⅳ 160参照)。 464は縦の沈線文で区切ったもの。 465は5つの突

起下に鋸歯状文を施し沈線文を区切る。P380からつぶれて出土（図Ⅳ 80参照)｡ 466．467は横走す

る沈線文が菱形になった状態。

図V-76～79は波状文が施されたもの。 499はP589の覆土から出土。波状の沈線文は途切れ円弧文

を交互に繰り返したものになっている。 500は胴部中央で縄文が横向きに施文されることや、底部が

平らで無文であることなど、新しい要素が多くみられる。

図V-80～84は底部・胴部片である。底部片が土坑の坑底部から出土する例は多くみられ、極力こ

こで取り上げている。底部は古いものほど丸い底で、新しくなると、上げ底気味な加工や平らな加工

を施している。

図V-85～96は壺形土器である。 569～577は遺跡内ではやや古手の壷で、胴部に縄文、頚部との境

に沈線文や貼瘤文を施し、頚部は無文で、口縁部の内側に蓋受けのような突帯が施されるものがある。

図V-87～90には、鉢形土器から変容して壺形土器となったとみられるものを掲載した。特徴は、

口径が比較的大きく、口縁部に対で大きな突起を有する点である、胴部には比較的文様が刻まれてい

るものが多い特徴があり、晩期末葉に現れる器形とみられる。 これに対し、本来の壺形土器も変化を

続け、 591 ．592のような肩部に文様が集中するものに変化するものとみられる。図V 92～96には壷

の破片を掲載したが、破片から壺の系譜を判断するのは難しい。

穿孔のある突起片600･605･621．622．627．632．633･643は鉢形土器から変容したものとみられ、

654．655．662などは壺形土器の流れを汲む破片と考えられる。

図V-97～105には鉢形土器を掲載した。鉢形土器には、頚部がくびれ口縁部が広がる器形(694･

700･705など）があり、それらと壺形土器の区分は、本来計測値から割り出すべきものと考えられる

が、今|''lは主観的に分けた状態である。また、晩期の中葉から後葉にかけて、はっきりと分離してい

た浅鉢、深鉢、鉢の器種の区分も晩期の終わりが近づくと、法Hllが乱れ、結果として鉢形としたもの

には様々な器形を含む結果となった。新|日の要素を整理し、改めて器形の区分を考える必要があるよ
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うに思われる。口縁部に対の穿孔が施され、左右対称の器形のものに、 694･696･702･705･750･

751などがあり、 これらは壺形だけではなく次に掲載している舟形土器との区分も考える必要がある。

また、口縁部のlか所に1～2カ所の穿孔が加えられるものに、 695．697･704･706．774･775･810･

811があるが、 このような特徴は本来浅鉢的なものとみられる。台付きの器形もこの時期多くなるよ

うである。断片的な破片では全体の特徴が捕らえ切れず、鉢に区分しているものも多い。

図V-106～115には舟形土器を掲載した。 これらの器形は楕円形の口縁部の長軸上に穿孔された突

起を対で有するものだが、底部が円く、口縁部も楕円形ではないもの（848．849 ．850．851 ．853･

854）などを舟形とするのには問題が残る｡ 865．866はおなじ墓から|H土した晩期最末期の土器と考

えている。これは舟形土器が鉢形に変化していく過程の器形とみられる。晩期末に発達した舟形土器

も、続縄文期には器形が変わるようで、細かい時期差で器形の変化をとらえる必要もありそうである。

図V-116～138には浅鉢を掲載した。掲載したものには949の注口土器や、 1103～1105の内外面全

面に縄文が施されたものや、 1106のロート形土器とみられるものなど、特殊な器形も合わせて掲載し

ている。時期的には中葉から後葉のもの(928･950．963～971)などが混じり、共通の特徴をとらえ

づらいが、晩期末から続縄文期にかけて浅鉢形土器は鉢形に変化していくようである（942～944など)。

器面に貼付帯が施される974や、文様が施されるもの994．995． 1041～1043なども新しい要素である。

図V-139～152には続縄文時代の土器を掲載した。 1107･1108は続縄文初頭期のものとみられ、

1107. 1114は舟形土器から変化した鉢の系譜を引くものである。 1109は壺形土器、 1111 ･ 1113.1114･

1128 . 1171には撚糸文が施され、 1112. 1165は無文である。 1170は砂沢式相当のものとみられる。

1141～1144は惠山式相当の破片とみられる。 1180と1181は同一個体である。 1183～1186は後北A式相

当、 1187. 1188は後北B式相当である。

図V-146～152には後北C2 ・D式を掲載した。 1189は縄文時代後期の住居趾と晩期の墓P86を切っ

て検出されたP129の遺物。 1190はP492から出土、 1191は晩期の墓P1195を切って検出されたP1207出

土の土器。 1192はP314から| |1土した。 1193はP1269の坑底而より検出された。 1194は赤穴式相当の壷

で、遺構や包含層に散らばって分布するが、 1195と破片の分布が似ており、両者は近い時期の土器と

みられる｡ 1196～1199. 1201は包含層から復元されたもので、 1198は赤穴式相当である｡ 1200は1206

とともに同時期の墓であるP806から検出された。 1202は、P1054に入っていたとみられる注口浅鉢で

ある。

図V 153～161は擦文時代の土器を掲載した。 1241～1280には甕の実測図を出土した住居趾の番号

順に掲載した。 1281～1299には土師器、 1300～1315には須恵器を掲載した。
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石器等は、遺構から104,018点、包含層から74,481点、合計178,499点出土した（表1-1)。

内訳は、剥片を除く剥片石器類は、遺構2,498点、包含層7,884点、合計10,382点、剥片は、遺構96,727

点、包含層50,442点、合計147,169点、礫などを除く礫石器類は、遺構957点、包含層2,689点、合計3,646

点、礫．原石．カマド構造材は、遣構3,836点、包含層13,466点、合計17,302点である （表1-4)。

器種による明らかな分布の偏りなどは見られない（表Ⅳ-15)｡

石材

石材は、剥片石器では黒曜石が85％と大部分を占め、他には頁岩が15％でやや多く、 メノウ、ガラ

ス質安山岩、チャート、片岩、流紋岩、泥岩、 ジャスパー、珪化岩が少数見られる。礫石器では、安
ひん

山岩が47％と多数を占め、他には砂岩が30%、玲岩が10%とやや多く、泥岩、凝灰岩、頁岩（特に縞

頁岩)、チャート、玄武岩、粗粒玄武岩、デイサイト、閃緑岩、花崗岩、流紋岩、 メノウ、石英岩、

珪化岩、片岩、片麻岩、礫岩、 カンラン岩、 トロニエム岩、軽石、スコリアなどが少数見られる。特

に礫石器で器種ごとに石材に偏りが見られる。詳細は後述する。
ひん

特徴的な石材として、緑色に変質した粗粒玄武岩、緑灰色に変質した玲岩・安山岩、緑灰～冑灰色

の砂岩、白色と褐色の縞状を呈する頁岩（縞頁岩)、泥岩に石英脈が貫入したと考えられるもの（石

英脈貫入泥岩）がある （カラー写真図版79)。緑色に変質した粗粒玄武岩は、石斧のうち、大形のば

ち形を呈し、敲打主体に加工されるものに特徴的に使用されるほか、石斧・たたき石・すり石に少数
ひん ひん

使用されている。緑灰色に変質した玲岩・安山岩は、すり石の北海道式石冠に多用されている。玲岩

の8割程度、安山岩の1割程度がこれにあたる。緑灰～冑灰色の砂岩は、たたき石の細分類dとした

ものに使用され、 dに使用される砂岩はこのタイプ・に限定される。

縞頁岩は、以前から近'燐河川の上流で採取可能なことが指摘されている（｢ユカンボシE4遺跡」

北埋凋報75)。まれに、木の葉・魚椎骨などの化石を含むもの（カラー写真図版84）がある。剥片石

器に少数用いられ、たたき石の細分類dとしたものに特徴的に用いられる。剥片石器の各器種におけ

る縞頁岩の使用割合は、石核で17.8%、石核以外ではO～3.5%、石核を除く剥片石器の平均は1.0%

である。また原石中の縞頁岩の割合は24.3％である。石核と原石において縞頁岩の割合が高く、 この

ことは、原石の人手が容易なために石器製作を試みるが、加工は困難であることを示している。

石英脈貫入泥岩はたたき石に使用されている。近隣の西島松5遺跡では集石の主体となる例が見ら

れた（｢西島松5遺跡（6）」北埋調報260、図304)｡

黒色を呈する徴密で斑晶の少ない安山岩を「ガラス質安山岩」と呼称した。剥片石器に少数用いら

れている。

1点のみであるが、 トロニエム岩のたたき石が出土している。 トロニエム岩の主な産出地は、道内

では深川市多度志や空知川中流域などが知られている。

使用痕

剥片石器において、光沢・磨耗・擦痕などの使用痕が認められた。

光沢：主に、頁岩製のつまみ付きナイフ・スクレイパー・箆状石器などの腹面に認められる。石斧に

見られる例もある。図ではスクリーントーンで示した。使用による痕跡と推定される。石斧の例は着

柄の痕跡の可能性がある。剥片石器の光沢については「野田生2遺跡」 （北埋調報167）に詳しい。

磨耗・擦痕：主に、黒曜石製の石槍またはナイフ・スクレイパーに認められ、喫形石器や石核などに

も少数見られる。摩耗は、剥離稜線の稜の角がとれて丸みを帯び、黒曜石の光沢が無く白濁したよう

に見えるものを呼称した。刃部加工面の剥離稜線、主剥離面のバルバースカーの稜線に特徴的に見ら
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れる。擦痕は、方向性のある明瞭な擦痕のほか、光沢が無くなり白濁したように見える部分、表面が

荒れて微小な凹凸のある部分を呼称した。 リングに沿った相対的に高い(素材の厚い)部分や、主剥離

面の狭い範囲に部分的に見られる。図では網掛けで示した。

付着物

主に黒曜石製の剥片やスクレイパーで、灰白色や褐色の付着物が見られるものがあった（写真図版

370)。付着状態は、薄いものでは幕を張って曇っているように見え、厚いものでは明瞭な凹凸がある。

集中して重なって出土したものに顕著で(P1196や包含層i-82のフレイク集中)、出土状況で下になっ

ていた面に付着していることが多い。そのため、使用による影響ではなく、埋没中の環境の影響の可

能性が高いとみなされるが、由来は不明である。

その他由来不明の黒色・暗褐色の付着物が見られたが、アスファルトと判断できるものはなかった。

すり面

すり面の表現は、擦痕が確認できるものは実線で、擦痕が確認できないものは、形状からすり方向

が想定できるものは破線で表現した。明瞭にすり減っているが擦痕が確認できず、かつすり方向も想

定できない場合は白抜きとした。

以下、特徴的な遺構の出土状況を遺構ごとに、遺構・包含層を総合した出土傾向などを器橦ごとに

記述する。

P2 :図V-167-1～10は副葬品である。 1は石錐、 2は石槍またはナイフ、 3 ･ 4は両面加工石

器、 5～8はスクレイパー。 9は石斧、緑灰色に変質した粗粒玄武岩製。 10は石斧未成品。

P46 :図V-169 ･ 170 P46-1 ． 3～5は副葬品。 1は全体に、 3は部分的に坑底のベンガラが付

着する。 2は覆土から出土しているが、全体にベンガラが付着していることから副葬品の可能性が高

い。 1はたたき石、 2は軽石製の砥石、 3はメノウの円礫｡ 4 ･ 5は石斧。 4は敲打調整主体のばち

形のもので、緑色に変質した粗粒玄武岩製。 5は緑色系の濃淡のあるロジン岩製。

P70:図V-171 P70-3は副葬品の石斧。

P144:図V 175-P144-1は副葬品のナイフ。

P623 :図V 186-1～6は副葬品。 1 ･ 2は石繊｡ 3は頁岩製、 4は黒曜石製のナイフ。 5は石斧。

ばち形で敲打主体に調整されるもの｡ 6は縞頁岩製のたたき石。

P624:図V-187-1～9は同ll葬品。 1は石鍼。 2 ･ 3は剥片の接合資料。 2は遺体の下位から出土

したもの9点と、覆土から出土したもの14点、計23点が接合している。他に接合しなかった同一個体

の剥片が17点ある。大きく 5段階の剥離工程が確認でき、幅0.3～2.0cmほどの小さな剥片を多数剥離

している。 3は覆土から出土した7点が接合した。他に接合しなかった|司一石材の剥片が、遣体層か

ら4点、覆土から5点出土している。棒状原石を素材としている。 4～9は軽石製の砥石。主に遺体

の頭部付近から出土した多数の破片が接合し6個体となった。 9はP623の覆土から出土した破片1

点も接合している。

P735 : Ⅱ群b類土器52などとともに出土した。 ｜列V-189-P735-1は石鍼としたが、石錐の可能性

もある。 2はつまみ付きナイフ、 3は石斧、 4はすり石・北海道式石冠の破片、 5は砥石。

P821 :図V-191-P821-1は副葬品の石槍またはナイフ。

P1120 :図V-192-P1120-1は副葬品。大形のラウンドスクレイパー。

P1195:図V-194-1～9は副葬品。 1は縞頁岩製のRフレイク。 2～9は石斧。

P1196:図V-195～206-1～20･26～184は副葬品である。
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1～20･26．27は検出面付近で出土したもの。 l～20は石鍼。すべて長身のもので、 19．20のみ有

茎。 26はたたき石。 27は砥石。

28～184は、坑底付近から出土したもの。 28はナイフ。 29～33は石斧、 30．32は玄武岩製。 34は砥

石。坑底のベンガラが付着する。 35は加工痕のある礫。 36～50は主に遺体層付近から出土した剥片類。

36はスクレイパー、 45はUフレイク、他は剥片である。全て黒曜石製で、 36～38．40～50について黒

曜石の原材産地分析を行ったところ、 36が赤石l11、他は全て赤井川産と同定された（Ⅵ章2節)｡ 51

～184はまとまって出土した剥片類。全て黒曜石製である。袋状のものに収められていたと考えられ

る。 143点出土したうち136点・ 134個体を図示した。スクレイパーが1点、Rフレイクが38点、Uフ

レイクが47点、剥片が48点である。磨耗や擦痕が認められるもの、白色の付着物が見られるものも多

い。 これらのうち67点について黒曜石の原材産地分析を行ったところ、 162は赤井川産、他は全て赤

石山産と同定された（Ⅵ章2節)。 36～50, 51～184の剥片類についてはそれぞれ接合作業を行ったが、

70と138が剥離面で接合した以外は数点が折れ面で接合したのみであり、 これらは石器の素材として

選別された剥片と考えられる。

P1206:図V-207-P1206-2 ． 3は副葬品である。 2はUフレイク。 3は擦切痕のある石斧。

P1251 :図V 208-P1251 1 ･ 2は副葬品。 1は黒曜石の剥片。 2はばち形で長身の石斧。

P1275:図V 208-P1275 1は副葬品。敲打調整主体のばち形の石斧。坑底のベンガラが付着する。

緑色の粗粒玄武岩製。

P1393 :図V-210-P1393-1はたたき石としたが、台石の可能性もある。黒曜石製の多数のRフレ

イク ．Uフレイク・剥片とともに出土した。

SP147 :礫片25点、砥石片1点（図V-221-SP147 4)、すり石片1点、北海道式石冠片17点(1

～3）が出土した。 1は10点が接合、 3は6点が接合したもの。 2は破片を再加工したもの。

SP205:礫8点7個体、石皿7点2個体、たたき石1点（図V-212-SP205-1)、北海道式石冠5

点2個体（2 ． 3）が出土した。 3は4点が接合したもの。

土器に伴う可能性のあるもの

P424 (I群b類土器)、P764 (Ⅱ群b類土器)、P654 (Ⅳ群a類土器138)、P730 (Ⅳ群b類土器164･173)、

P1065 (Ⅳ群b類土器174･175)、P314 (Ⅵ群土器1192)、P492 (Ⅵ群土器1190)。

V群c類土器に伴う可能性のあるもの

P71-2～5 ･ 7～9 (土器282･839)、P72 (398)、P86 (392･395)、P162 (588)、P165 (413)、

P181 (431)、P237 (492)、P521 (986･987)、P540 (312･461)、P651 (310)、P1183 (464)、P1223

(35．36．38～41など)、P761-2 (V群c類土器)。

石鐡（図V 214-1～27)

遺構から575点、包含層から1252点、計1,827点出土したoa～fに細分類した。

a :柳葉形のもの。遺構13点、包含層18点、計31点。 1 ． 2｡H6-1

b :木葉形のもの。遺構19点、包含層59点、計78点。 3｡H4 1、H32-1

C :ひし形のもの。遺構15点、包含層25点、計40点。 4～6｡H43-1

d :五角形のもの。包含層12点。 7．

e :三角形のもの。遺構165点、包含層311点、計476点。

e-1 :明瞭な凹基。遺構17点、包含層8点、計25点。 10｡P1223 1 ． 2．

e-2 :弱い凹基～平基。遺構144点、包含層302点、計446点。
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8 ． 9 ． 11～16｡H21 1、P71-1，P623-1 ． 2，P689-1、P1196-1～18,F228-

1 ． 2

e-3 :凸基。遺構4点、包含層1点、計5点。

長身のもの（長幅比2 ： 1以上） ：遺構42点（凹基3点、平基39点)。包含層29点（平基)、計71

点。 15． 16｡P209-1、P623-2、P1196-1～18o

f :有茎のもの。遺構167点、包含層514点、計680点。

f-1 :凹基。遣構2点、包含層2点、計4点。 18．

f-2 :平基。遣構141点、包含層458点、計599点。

17． 19．22～27｡H24-1、H28-l、P1196-19o

f-3 :凸基。遺構24点、包含層54点、計78点。 20･21｡P1196-20．

長身のもの（長幅比2 ： 1以上） ：遺構6点（凸基2点、平基4点)、包含層2点（凸基)。

27｡P1196-20｡

石材は、黒曜石1,753点、頁岩65点（うち縞頁岩5点)、 メノウ3点、流紋岩2点、珪質頁岩・チャー

ト ・片岩・泥岩各1点である。

25は、刈部の中ほどに挟りが加えられるもの。 26はカエシ部分が2段に整形されるものである。

石槍またはナイフ（図V-214.215-28～48)

遺構から47点、包含層から172点、計219点出土した。a～hに細分類した。

a :茎が不明瞭なもの。遺構10点、包含層10点、計20点。

28～31｡H1 1、H9-1、P88 1、P591 1｡

b :茎が明瞭で、カエシが明瞭なもののうち、茎がI字状を呈するもの。包含層15点。 32～34°

C :茎が明瞭で、カエシが明瞭なもののうち、茎がV字状を呈するもの。

遺構1点、包含層18点、計19点。 35～37｡P538-1、

d :茎が|ﾘl瞭で、カエシに丸みがありやや不明瞭なもののうち、茎がI字状を呈するもの。

遺構1点、包含層4点、計5点。 38．

e :茎が明瞭で、カエシに丸みがありやや不明瞭なもののうち、茎がV字状を呈するもの。

包含層2点。

f :茎が|ﾘ1隙で、カエシは不|ﾘ]瞭で、最大'隔から強く湾曲し、 I字状の茎をなすもの。

遺構2点、包含層2点、計4点。 39．

9 :茎が明瞭で、カエシは不明瞭、最大幅から弱く湾曲し、v字状の茎をなすもの。

包含層10点。 40～43.

h :茎が明瞭で、カエシは不明瞭、茎の上部で弱く屈曲し、 'l'扇広のI字状の茎をなすもの。

遺構9点、包含層20点、計29点。

44～48｡P2-2、P65-1、P70 1、P120-1、P209-2、P615-1、P821-1，F103-1

細分類hとしたものは、形態からナイフとしての用途が想定される。図は、遺構出土のもの

はナイフとしての形態を重視し尖頭部を下に、包含層出土のものは、他の細分類との形態の比

較のために尖頭部を｣二にして図示した。

石材は、黒曜石163点、頁岩49点（うち縞頁岩1点)、流紋岩5点、珪質頁岩4点、ガラス質安山岩

1点、 メノウ1点、泥岩1点である。細分類別では、 b・cで黒曜石と頁岩がほぼ同数である以外は、

黒曜石が多数を占めている。

37．29．44、P538 1のように、茎の下端にノッチのあるものがある。細分類bに5点、 cに8点、

－79－
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f･g･hに各1点、茎部破片に9点、計25点を確認した。b・cに多い。

背腹に磨耗・擦痕が認められるものが比較的多い。中心線付近の器厚のある部分や、剥離の輪郭、

大きな剥離のリングに沿った高い部分などに見られる。

30．40～43は、土坑の上部に落ち込んだ包含層からまとまって出土したものである。

31は側縁に磨耗が認められ、ナイフとしての用途が想定される。

47．48，P70-1、P615-1、P821-1、F103 1は、 46，P65-1、P209-1のようなのものが

再加工された結果と考えられる。P120-1は加工途中で折損するが、加工が続けられている。

石錐（図V 215-49～56)

遺構から68点、包含層から191点、計259点出土した。a～dに細分類した。

a :棒状のもの。遣構14点、包含層58点、計72点。 49～51、P2-1、P72-1、P1133-1｡

b :つまみ部が作り出されるもの。

b-1 :T字形に近く整形されるもの。機能部が長いものが多い。

遺構3点、包含層8点、計11点。 52･53｡P262-1o

b-2 :つまみ部と機能部の境界が明瞭なもの。遺構8点、包含層26点、計34点。

54｡P689 2、P771-2｡

b-2 - :機能部のごく短いもの。遺構2点、包含層5点、計7点。P604 1o

b-3 :機能部とつまみ部の境界が不明瞭なもの。遺構12点、包含層39点、計51点。

55｡P458-1｡

C ;素材の形状を大きく整形しない不定形のもの。遺構9点、包含層24点、計33点。

56｡H4 2、H9-2、P380-1、P443 1｡

d :他石器を転用したもの。遺構2点、包含層11点、計13点。

内訳は、石鑛・つまみ付きナイフの転用が各5点、石槍またはナイフの転用が1点(P1133-

1）、模形石器の転用が1点、石斧片の転用が1点である。

石材は、黒曜石154点、頁岩85点（うち縞頁岩7点)、 メノウ9点、珪質頁岩5点（うち縞頁岩2点)、

片岩2点、 メノウ質頁岩・チャート ・流紋岩・泥岩各1点である。

つまみ付きナイフ（図V-216-57～73)

遺構から129点、包含層から392点、計521点出土したoa～fに細分類した。a～eは縦形のもの、 fは

横形のものである。

a :片面全面加工で、腹面右側縁に、背面加工前の剥離が加えられるもの。

遺構3点、包含層4点、計7点。 57．

b :片面全面加工で、腹面に剥離が加えられないもの。右側縁の刃部が急角度のものが多い。

遺構30点、包含層102点、計132点。 58～64｡H21-2、P181-1、P1401-1、SP141-1

C :片面周縁加工のもの。右側縁の刃部が急角度のものが多い。

遺構41点、包含層155点、計196点｡ 65～69．

H32 2、H36-1、H40-1、P386 1、P405-1、P604-2、P689 3、P1168-1，

P1183-1

d :粗雑な加工のもの。遺構18点、包含層31点、計49点。 70｡P735-2o

e :両面加工のもの。遺構6点、包含層19点、計25点｡ 71 ．72｡H51-1。

f :横形のもの。遺構2点、包含層6点、計8点。 73｡P1168 2．

石材は、頁岩382点（うち縞頁岩4点)、黒曜石91点、珪質頁岩28点、 メノウ8点、流紋岩5点、チャー

73－
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卜 ・凝灰岩各3点である。細分類｡では、黒曜石が17点・35％、 eでは11点・44％を占め、他の細分類

より黒曜石の割合が高い。

使用痕と思われる顕著な光沢が、細分類bに8点、 cに5点、破片に3点、計16点に認められた。部

位は腹而、特に右半が多く、背面やつまみ部に及ぶものも見られる。

57．61は側縁に磨耗が、 59は腹面に光沢が認められる。 63．69のつまみは棒状、 71は十字形に加工

される。 68は下端に掻器状の急角度の刃部が作り出される。 72は石錐と兼用される。

H32-2は背腹面に明瞭な光沢が認められる。腹面の光沢を切って、つまみ部の剥離が加えられて

おり、つまみ部の再加工が行われたと考えられる。P1401-1はつまみが2段に作り出される。

ナイフ（図V-217 74． 75)

遣構から8点6個体、包含層から6点、計14点出土した。

柄のあるものが7点5個体(P130 1、P144-1、P623 3 ･ 4、P1196-28)、明瞭な柄のない

ものが10点(74･75、P241 1)ある。柄のあるもののうち4個体は、V群c類土器の時期の副葬品

である。

石材は、黒曜石13点、頁岩3点、泥岩1点である。

P241 1は右側縁の刃部は磨耗している。P623-3は柄の両側縁が磨耗している。

両面加工石器（図V-217-76～78)

楕| ']形（遺構1点、包含層3点、計4点)、木葉形（包含層3点)、三角形（遺構1点、包含層1点、

計2点、小形)、台形（遺構1点)、半円形（遺構1点）のもの、双頭のもの（包含層1点）の他はや

や不定形で、石器未成品の可能性のあるものなどを含む。

石材は、黒曜石37点、頁岩10点（うち縞頁岩2点)、泥岩2点、 メノウ2点である。

78はいわゆる双頭のもので、側縁は磨耗している。

P918-1はより大きな両面加工の石器の破片を再加工したもので、図右1111には折れ面が大きく残っ

ており、未成品と考えられる。

箆状石器（図V-217-79～82)

遺構から3点、包含層から13点、計16点出土している。

両面加工のものが5点（遺構2点、包含層3点)、周縁両面加工のもの2点（包含層)、半両面加工

のもの3点（包含層)、片面加工のもの6点（遺構1点、包含層5点）である。

形態は、ばち形、三角形、台形、長方形などがある。石材は、頁岩が11点、黒曜石が5点である。

80の腹面下端には明瞭な光沢が認められる。 82は背復面に擦痕が認められる。 81は縄文時代早期I

群b類の遺物包含層であるシルト層から出土している。

スクレイパー（図V 217.218-83～94)

遺構から915点、包含層から2,057点、計2,972点出土している。

比較的定型的なものとして、以1くのものがある。

ラウンドスクレイパー107点、 ラウンドスクレイパーに類するもので五角形を呈するもの22点・六

角形を呈するもの9点・楕円形を呈するもの36点・半周以上を加工するもの64点。縦長剥片を素材と

し、端部に刃部をもつもの（掻器） 24点。横長剥片を素材とするものl8点。

これら以外では、縦長の剥片を素材とし、側縁・端部に刃部をもつものが多数を占める。刃部の位

置や形状は様々で、代表的なものを図示した。また、全周を整形するものや、切断されてバルブをも

たない乗l1片や不定形な剥片を素材とし、刃部の位置も不定なものも一定数見られる。

石材は、黒曜石2,564点、頁岩329点（うち縞頁岩38点)、珪質頁岩23点、ガラス質安山岩・メノウ．

－74－



V遺物

流紋岩各12点、泥岩6点、チャート3点、 ジャスパー・安山岩・凝灰岩・砂岩・片岩・千枚岩が各1

点である。

83．85． 93．94のように摩耗や擦痕が認められるものが多く、 713点とスクレイパー全体の24％を

占める。上記のラウンドスクレイパー類に限ると238点、 41％とさらに高い割合を示す。部位は、背

面の剥離輪郭の稜線に摩耗が、腹面のバルブ周辺に擦痕が認められるパターンが多い。

83～89は縦長の剥片を素材とするもの。 83は側縁に刃部をもつもの。 84は両側縁に刃部が作り出さ

れ、右側縁の刃部は両面加工される。 85は両側縁に刃部が作り出され、左右の刃部が下端で尖頭状を

呈するもの。 86は側縁と端部に刃部をもち、端部の刃部が浅いV字形を呈するもの。 87は下端に刃部

をもつもの。 88は側縁から刃部に連続する刃部をもつもの。下端が狭い逆台形を呈するものが多い。

89は全周が加工されるもの。厚手のものが多い。 90～92はラウンドスクレイパー、 93は五角形を呈す

るもので、 ラウンドスクレイパーに類するものと考えられる。 94はバルブのない剥片を素材とするも

の。刃部は側縁に作り出される。

以下に、遺構から出土したものを分類する。

縦長剥片の側縁に刃部をもつもの:H6 2、P72-2、P247-1、P540-1、P577-1、P1183-2。

縦長剥片の側縁に刃部をもち、刃部が弧を描くもの:P248-1 ･ 2、P577-3、P589-4．

縦長剥片の側縁～端部に刃部をもつもの:P2 5 ･ 7、P1196-24o

84に類似するもの:P321-1、P380-2、P577-2o

85に類似するもの:P72-3、P521-1、P589 1、P1196-21、P1227-1o

85に類似、側縁が屈曲するもの:P86-2 ･P1196-22はバルブのない剥片を素材とする。P563-1o

86に類似するもの:P261-1o

87に類似するもの:P424 1o

89に類似するもの:P7-1は頁岩製で腹面に光沢が認められる｡P563-2、P660-2o

全周加工のもの:P42-1 ･ 2は菱形。P150－1は楕円形。P660-1は頁岩製で腹面に光沢が見ら

れる。

バルブの無い剥片を素材とし主に側縁に刃部をもつもの:P2-6、P165-1、P538 2、P771 3o

90～92に類似するもの:P248-3、P321 2、P473 1｡P521 3は半周ほどが加工される。P165-

3、P589 2 ･ 3はやや不整形のもの。

93に類似するもの:P592 1はやや不整形。

93に類似し、六角形のもの:P150-4、P162 1o

94に類似するもの:P150 2 ･ 3．

横長剥片を素材とするもの:H32-3、P540-2、P563-3、P771-4、P493-1･

バルブのない横長剥片を素材とするもの:P237-1、P577-4、P1196 23．

黒曜石の棒状原石を直接加工するもの:P504-1、P1206-1o

P466 1は不定形な剥片を素材とし、内湾する刃部を複数作り出すもの。

P771-5は石核を素材とするもの。

P1304-1は、泥岩の礫を素材としたものである。粗く打ち欠き、一部に刃部様の二次加工が加え

られている。粗く打ち欠かれた側縁と、二次加工された刃部は摩耗しており、辺と直行する方向の短

い擦痕が認められる。掻器的な使用が想定されることから、スクレイパーに分類した。P1304と同一

グリッドであるi 89na層からも、同様の砂岩製のものが1点出土している。
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模形石器（図V-218 95～100)

遺構から70点、包含層から528点、計598点出土している。

石材は、黒曜石551点、頁岩27点（うち縞頁岩9点)、 メノウ10点、珪質頁岩7点、チャート2点、

珪化岩1点である。

多くは剥片を素材としているが、棒状原石の破片を使用したものが2点(P1399-2)、石核を素

材としたものが1点(100)、石鍼を転用したものが1点、石槍またはナイフを転用したものが2点あ

る。

摩耗や擦痕が認められる例が23点あった。背復面の素材の厚い部分に見られる例が多い。

石核（図V 218-101～103)

遺構から212点、包含層から675点、計887点出土した。

石材は、黒曜石583点、頁岩252点（うち縞頁岩157点)、珪質頁岩19点、チャート12点、 メノウ9点、

泥岩6点、流紋岩2点、 メノウ質縞頁岩・凝灰岩・珪化岩各1点である。石器と比較して、頁岩中の

縞頁岩の比率が高い。

102のように礫面の残るやや小形のものや、 103のような小形のものが多い。

摩耗や擦痕が認められるものが8点ある。 101は作業面に擦痕が認められる。

Rフレイク

遺構から339点、包含層から1,748点、計2,087点出土した。

石材は、黒曜石1,822点、頁岩191点（うち縞頁岩28点)、珪質頁岩26点、 メノウ11点、ガラス質安

山岩・泥岩各9点、チャート ・流紋岩各6点、凝灰岩3点、 メノウ質頁岩・安山岩・珪化岩・石英岩

各1点である。スクレイパー同様に磨耗や擦痕が認められるものがあるが、割合は低い。

Uフレイク

遺構から116点、包含層から809点、計925点出土した。

石材は、黒曜石881点、頁岩34点（うち縞頁岩1点)、泥岩3点、チャート ・珪質頁岩・流紋岩各2

点、 メノウ1点である。スクレイパー同様に磨耗や擦痕が認められるものがあるが、割合は低い。

石斧（図V-219.220-104～117)

遺構から280点、包含層から1,014点、計1,294点出土した。遺構から出土したもののうち22点は副

葬品である。

刃部が残存するものは283点、基部が残存するものは306点ある。 これらと別に、未成品は300点、

再加工中のものは48点、再加工に伴うと思われる、すり面のあるフレイク状の小破片が171点ある。

また、図示していないが、 フレイク状の小破片の剥離面に研摩が加えられるものが2点ある。同様の

例は千歳市キウス5遺跡（｢キウス5遺跡（6）」北埋調報126集、図V－3－6-123～126) ・鵡川

町宮戸4遺跡（｢宮戸4遺跡」北埋調報168集、図Ⅳ 3－8）に見られる。

全体の形態がわかるものをa～eに細分類した。

a :ばち形のもの。遺構37点、包含層141点、計178点。 104～107｡H4-3、P24-1、P46-4 ･ 5、

P623-5，P1195 2～7，P1196-29～32,P1251-2，P1275-1、SP200-1、SP201-1

b :短冊形のもの。遺構13点、包含層72点（うち長身のもの9点)、計76点。

108． 110～112、長身のもの110･ 112｡P70-3、P75-1、P197-2、P1195-8、P1206-3

C :素材の形状を生かした不定形のもの。遺構6点、包含層8点、計14点。

未加工の礫を素材とするもの、石斧の破片を素材とするものがある。 114｡P1195 9、P1206 4o

d :幅1.5cmほどの小形で、細長のもの（長幅比3 : 1以上)。上下両端に刃部があり、片刃のも
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のが多い。包含層9点。 109．

e :角柱状のもの。包含層1点。 113．

刃部形態がわかるもののうち、断面形態が片刃のものは149点、両刃のものは102点である。細分類

dはすべて片刃であるが、他では片刃がやや多く、両刃がやや少ない。

刃部の平｢叩|ﾗ態は、直刃71点、 ｜]]刃207点で、円刃のうち特に弧の強いものが25点ある。細分類。

では直刃と柧刃がほぼ|司数であるが、他では円刃が多く直刃が少ない。

石材は、緑色泥岩952点、片岩144点、泥岩81点、砂岩49点、 ロジン岩15点、粗粒玄武岩13点、千枚
ひん

岩・粘板ﾔ11･各10点、片麻岩6点、凝灰岩4点、玄武岩3点、安lll岩・ル)岩・閃緑岩。花崗岩。カンラ

ン岩。緑色職1火岩各1点である。 糸IH分類dがすべて緑色泥岩であること、 口ジン岩はばち形に多いこ

とを除くと、緑色泥岩が75％前後、片岩がl1～16%前後と共通した割合である。

岨粒玄武岩は、緑色。緑灰色に変質したものがⅢいられている。P46-4、P1275 1のような、

調整が敲打主体で、厚手のばち形を呈するものが特徴的である。いずれも副葬品とされている。

擦切痕が認められるものが22点あり、緑色泥岩製16点、泥岩製2点、 ロジン岩製4点である。細分

類はa6点、 b3点、 d1点で、刃部形態のわかる8点はすべて片刃である。

刃部付近がl鮮粍し、縦方向の浅い溝状の使用痕が見られるものがある (P46-4 ｡ 5、P623 5、

Pll95-6)｡P46 5はll夏面により顕著である。

研磨後のたたき痕が見られるものがある (P771 6、P1195 4 ｡ 5、P1196 29 o 30、P1206-

3 ． 4）。たたき痕は長さ数mmほどの横に；|II長い傷のような形状で、石斧加工の|際の敲打痕とは形

状が異なる。たたきfiにも同様のたたき痕の例があり、たたき石として兼用された可能性がある。

墓に副葬される石斧は、 ルIH分類ではa16点、 b3点、 c2点で、石斧全体の傾向と比較してaの比率

が高い。石材では、緑色泥岩12点、粗粒玄武岩・片岩各3点、玄武岩2点、 ロジン岩1点で、緑色泥

岩が少なく、代わりに粗粒玄武岩・玄武岩がやや多い。P46-4 ｡ 5は石材鑑定を依頼した（Ⅵ 1)

107は、刃部がlI1瞭な片刃に整形され、腹面からの研ぎ出しが加えられるもの。同様の刃部加工が

なされるものがh-87 ｡c-81から出土しており、 また千歳市ママチ遺跡の第1黒色土居にも出土例

がある（｢ママチ遺跡（Ⅲ)』北埋凋報36、図Ⅲ-247-220)｡ 110は刃部に縦方向の明瞭な摩耗が認め

られる。 114は石斧の破片を再加工したもの。 115は石斧の基部破片の折れ面が研磨されているもの。

同様のものが他に8点あり、 1点が刃部破片、 7点が基部破片を加工している。 113は花崗岩製で角

柱状を呈するもの。Ⅵ群土器（後北C2 ｡D式）に伴うと考えられる。近隣の世i島松5遣跡にも出土例

がある （｢西島松5遺跡（5）」北埋調報260、 IXIV 88-225～227)｡ 116は泥岩製の未成品で、表Im

にウニの化石が見られる。 117はロジン岩の研磨石材。 111嘩後に剥剛調整が行われている。

P2-9、P401 1は刃部が平坦に磨耗あるいは加工されている。

P623-5は敲打主体に洲幣されるもので、中央よりやや|:に浅い溝が巡る。P1195-3は中央付近

で側縁にくびれが作りl11される。 くびれの位置に対応して腹|mに段差がある。P1195-4はやや舟|II身

で、上下両端に片刃の刃部をもつもの。

P761-2は刃部を欠損するが、折れ面の角が磨耗しており、再利用した可能性がある。

擦切残片

遺構から1点、包含眉から15点、計16点出土した。イi材は、緑色泥岩10点、泥岩3点、 口ジン岩2

点、砂岩1点で、擦切痕のある石斧の石材構成とほぼ共通している。

たたき石（図V-221 118～130)

造幟から139点、包含層から405点、計544点出土した。a～gに細分類した。

ワワ
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a :棒状礫。扁平礫などの端部に使用痕が見られるもの。遺構34点、包含層69点、計103点。

118｡P59-1、P1196 26、SP227-l｡

a" :端部と仙l縁の変換点付近に使用痕が見られるもの。遺構2点、包含層1点、計3点。P46-1o

b :棒状礫。扁平礫などの側縁に使用痕が見られるもの。遺構9点、包含層26点、計35点。

P1223-6

C :棒状礫。扁平礫などの平坦liljに使川痕が↓↓られるもの。

道|;隙38点、包含層120点、計158点。 122｡ 125｡P16-1、P17-1、P86 6 ｡ 7、P124-1

d :使川の結果、球状を呈するもの。遺構15点、包含層47点、計62点。

127～130｡P71-7、P124 2、P400-1、P566 1｡

便川痕は複合することも多く、内訳は以下のとおりである。上記の点数には含まれていない。

a+a- :遺構2点、包含層1点、計3点。 119o

fr+c :遺構4点、包含層3点、 7点。 120｡P86 4 ｡ 5o

a+a-+b+c :造構1点。P1183 4o

a+a +C :包含層1点。 123．

a I b :辿構5点、包含層9点、計14点。P184-1 、P623-6、P654 1o

a-|-b-|-c :遣幟1点、包含層2点、計･ 3点。Pl400-l｡

a+C :遺術7点、包含層13点、計20点。 124｡H43-2、P184 1o

b-|-c :遺椛8点、包含層22点、計30点。 l26｡P563 4o

イi斧を!|I式用したものが11点あり (126)、内訳はa4点、a-|-bl点、 b+c2点、 c4点である。転用

された石斧は、ばち形4点（緑色泥岩3， 111粒玄武岩l)、短冊形1点（緑色泥岩)、未成品3点（砂

岩1、粗粒玄武岩2）、破片3点（緑色泥岩）である。

石材は、安山岩224点、砂岩115点、頁岩53点（うち縞頁岩46点)、泥岩36点、石英脈貰人泥岩23点、
ひん

1分岩21点、石英岩19点、凝灰岩14点、緑色泥岩11点、粗粒玄武岩。珪化岩各4点、閃緑岩・流紋岩各

3点、玄武岩。メノウ°片岩各2点、 カンラン岩・チャート ． トロニエム岩。花崗岩。片麻岩。緑色

齪灰岩。礫岩各1点である。
ひん

細分類a｡b｡cと。では、石材の選択が異なっている。 aでは安山岩48%｡砂岩16%｡ Ij)岩9%、 b

では安山岩63％・砂岩14％。泥岩11%、 cでは安ll l岩56%．砂岩29%で、安ll 1岩。砂岩・泥岩などが

多く川いられるのに対し、 。では砂岩29％・頁岩26％（縞頁岩21%) ・泥岩11%．石英岩1l%であり、

頁岩。イi英岩が多く用いられている。また、 ｛沙岩・泥岩はa～cにも見られるが、 dで使川されるもの

は青。緑灰色を呈する特徴的なものに限定されている。 118｡ 124｡ 127は砂岩、 119｡ 120｡ 123は安'｣」
びん

岩、 121 ． 126は緑色泥岩、 122は泥岩、 125は崎岩、 128は石英岩、 129は縞頁岩、 127は|ﾘl青灰色の砂

岩、 130は| |音緑灰色の砂岩である。

たたき痕には、敲打状のもののほか、 121 ｡ 126に見られるような、長さ数,nmほどのﾎlll長い傷のよう

なものが認められた。泥岩。砂岩など、あるいは石斧を転用したものなど、平滑なliliに見られる傾向

がある。石斧にも|司様のたたき痕が見られることがあり、たたき石と兼用したものと考えられる。

118｡ 119は端部の使用痕が平坦な広いimをなしている｡ 121は上部が尖頭形を呈する。 …|xllliの使川

叩は1z山な1il iをなしている （写真図版385)｡近隣の西島松5遺跡でも類似のものがlll l :している

(｢|)Li ,|的松5遺跡(5)」北埋調報248、 |XIV 101-50｡ ｢ILi島松5遺跡(3)」北1!|!iilIW|M209, lx|Ⅶ-

10 34)｡ 127～130{"IH分類dのもの。 127のように、 i:IIi角礫程度のやや角ばった礫を素材とし、角ばっ

た部分や、破損で生じた角を主に使用し （128)、結果|(|<｣に129JP130のような球状を呈する過保がうか
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がえる。 127の背面には細長い傷状のたたき痕が、 130には背面に擦痕があり、光沢が見られる。

すり石（図V-222･223-131～152)

遺構から209点、包含層から596点、計805点出土した。a～eにﾎ|l1分類した。

a :断面三角形の礫を素材とし、稜に使用痕が見られるもの。遺構20点、包含層75点、計95点。未

成品が包含層に2点ある｡ 131～134｡H6-4、P424-2～4、P785 1 ． 2．

b :扁平礫を素材とし、側縁に使用痕が見られるもの。遺構7点、包含層20点、計27点。

135｡P65 2

c :bの長軸端に打ち欠きが加えられるもの。遺構3点、包含層4点、計7点。

未成品が包含層に1点ある。 136｡P592-2o

d :半円状扁平打製石器。遺構1点、包含層6点、計7点。未成品が包含層に1点ある。 137｡

e :扁平礫などの平坦面に使用痕が見られるもの。遺構3点。H51-2 ･ 3、P397-1o

f :北海道式石冠。遣構157点、包含層438点、計595点。

未成品が遺構に12点、包含層に30点、計42点ある。

139～152｡H20 1、H22 1、H29-2、H32-5、H39-1、P259 1，P283-1 ． 2、

P1068 1
ひん

石材は、安山岩502点、玲岩206点、砂岩79点、デイサイト5点、凝灰岩4点、閃緑岩・泥岩2点・

片麻岩各2点､、粗粒玄武岩・緑色泥岩・石英岩各1点である。細分類ごとでは、 aで安山岩71点71
ひん ひん

％・砂岩13点14%･玲岩8点9%、 bで安山岩20点74%･砂岩4点15%･玲岩1点4%、 cで安山岩4

点など、dで安山岩2点・砂岩3点など、 eで安'｣I岩2点・石英岩1点と、概ね安山岩が多用されて
ひん ひん ひん

いる。 fでは、安山岩389点58％・玲岩194点30%・砂岩55点9%と、他より玲岩の割合が高い。玲岩
ひん

の多くと安山岩の一部は緑灰色に変質したものである｡ 131･137･146は玲岩、 144は砂岩、 150はデ

イサイト、 152は緑色泥岩、他は安山岩である。

145、F431-1は薄手で、加工が簡|ll料化されているが、北海道式石冠に類するものと考えられる。

146～152、H22-1、P259 1、P283-2、SP147-2は特殊な使用痕が認められる北海道式石冠

(カラー図版80)。破片が再加工されており、底面にはたたき痕や擦痕が見られ、端部で角度が変化し

ているものが多い。

146～148． 150･151、H22 1、P259-l、P283-2、SP147-2は再加工されている。 146～150、

H22-1、P259-1にはベンガラが付着しており、 149、P259-1は|ﾘ11僚であるが、他は痕跡的であ

る｡ 146はi-88とj-80からl1l土した破片が接合したもの。割れた後に再加工されており、意図的に

分割した可能性がある。双方の使用面に擦痕が認められる。 148は入念に再加工され、使用面には方

向・太さの異なる擦痕が認められる。 149は破損している。使ll1而には太さの異なる擦痕が認められ、

細かい擦痕の範囲とベンガラの付着する範I川が一致している。 150はすり面に重ねてたたき痕があり、

右端部では角度が変化して異なる面を形成している。 151は底面全面にたたき痕が見られる。左端部

には擦痕のあるすり面があり、底1mとは角度が変化している。 152はほぼ未加工のもの。底面に細い

擦痕が認められる。

H22 1は底面の右端部で角度が変化して、擦痕の見えるすり面が形成される。P259-1の左は再

加工、右端は欠損である。底面は右端で角度が変化し、粗く短い単位の擦痕が確認でき、ベンガラが

付着している。ベンガラは握り部の頂部にも少量付着している。P283-2は底面の広範囲にたたき

痕がある。左端部では角度が変化し、たたき痕が見られる。P735-4は底面の右端部に明瞭な粗い

擦痕が、左側にたたき痕が見られる。
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P1363-1、SP147 2は再加工している。底面の右端は角度が変化し、たたき痕が見られる。SP147-

3は6点が接合したもの。底面の左半にたたき痕が見られ、左端部は角度が変化している。

砥石（図V-224-153～159)

遺構から143点、包含層から412点、計555点出土した。

礫の1～数面が使用される不定形なもののほか、 4面が使用された結果、断面形が方形～長方形や

ひし形を呈する棒状のもの（154. 155、H47-1)や、軽石製で、扁平で溝状の使用痕のある有溝砥

石(158．159)が特徴的である。

遺構から出土したもののうち、P624の25点とP623の1点はP624のHll葬品で、接合して6個体が得

られている。
ひん

石材は、砂岩455点、軽石38点、スコリア1点、凝灰岩34点、安l ll岩17点、泥岩4点、玲岩・珪化

岩各2点、頁岩1点である。軽石製のものは、ほとんどが有溝砥石かそれに類似するものである。

156は、石斧の擦切痕のような溝状のすり痕が見られる。 157は尖頭形の特殊な形状のもの。尖頭部

をなす2辺は、断面が|隔広のU字形で、石鋸のような形状である（写真図版385)。

H7-1は軽石製の有溝砥石。周縁は整形される。

P624-4～9は軽石製。 4 ． 5は縦長に整形されるもの。 4には明瞭な溝が、 5は不明瞭な浅い

溝が見られる｡ 6～9は不整な台形もしくは長方形に整形されるもの。幅広でごく浅い溝状のくぼみ

が見られる。 6～9の石材は非常に良く類似しており、同一母岩の可能性がある。

石鋸（図V-224-160～163)

遺構から9点、包含層から19点、計28点出土した。

板状の礫を素材とするものの他、石斧破片や剥片を素材とするもの(160) もある。使用面は幅が

狭く断面V字形を呈するもの（160～162）と、幅が広く断面が半円形に近いU字形を呈するもの（163）

がある。砥石と兼用されるものが10点ある (161 . 163、H11-3、H39-2、H44-1)。石材は、砂

岩23点、安山岩2点、泥岩2点、頁岩1点である。 160は泥岩、 162は安山岩、他は砂岩。

162、H4-4は節理面のある板状の安山岩を素材とし、側縁を打ち欠いて鋭利に調整している。

石錘（図V-225-164. 165)

遺構から5点、包含層から12点、計17点出土した。

長'l11112か所に打ち欠きがあるもの(164、SP66-1、F118-1)の他、長岫・短III||1の4か所に打ち
ひん

欠きがあるものが2点ある。石材は、安山岩10点、泥岩3点、凝灰岩2点、珊岩・砂岩各1点である。

石皿・台石（図V-225･226-166～168)

遺構から163点、包含層から165点、計328点出土した。

使用痕がたたき痕のみで、台石としたものが49点、 このうち半分以上が残存すると思われるものは

18点である。使用痕にすり痕が見られ、石皿としたものは279点、 このうち半分以上が残存すると思

われるものは87点である。完形品あるいは完形に近いものは、b～d 80付近の、低地部の川砂利層

から比較的多く出土している （167)。

未加工の礫に使用痕が見られるものの他、全体をドーム状に整形するもの（168、P730-1、P1190

1、P1333-1)、全体を方形に整形するものがある(P71-9、P1065-1、P1315-1、SP75-1)｡

167、H30-1、P30-1、P486 1、P1360-1のように、すり痕の外周にたたき痕が見られるも

のがあり、使用面を平坦に作り出すために、使用に先行して敲打調整が行われていると考えられる。

使用面は、明瞭にすり減ってはいるが擦痕は見えないものがほとんどであるが、 167． 168、P30-

1のような擦痕が認められるものが少数ある。また、 168、P30-1、P124-3、P486 1、P1333-
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1のように、たたき痕が集合し顕著なくぼみとなるものがある。
ひん

石材は安山岩319点、砂岩5点、流紋岩2点、玲岩・凝灰岩各1点である。 166～188は安山岩。

166はI群b類土器の包含層であるシルト層から出土したもの。

H25-1は剥離した礫表面の破片を用いている。使用面は滑らかだが凹凸がある。P30-1は上半

部左側が大きくくぼむように加工され、右側には擦痕が認められる。P972 1は使用面に複数の浅

くくぼんだ部分が見られる｡ P165-5は台石で、礫の自然のくぼみの周辺のみたたき痕が見られ

る。

加工痕のある礫

遺構から8点、包含層から51点、計59点出土した。
ひん

石材は、安山岩20点、泥岩19点、凝灰岩3点、玲岩2点、片岩・緑色泥岩各1点である。

P1196-35は泥岩で、図の裏側に数か所の剥離が加えられている （写真図版365)。

原石

遺構から38点、包含層から148点、計186点出土した。

石材は、黒曜石96点、頁岩59点（うち縞頁岩42点)、珪質頁岩2点、 メノウ9点、チャート5点、

珪化岩2点、石英岩4点、緑色泥岩3点、泥岩2点、緑泥石岩2点、軽石・蛇紋岩？各1点である。

黒曜石のうち17点は棒状原石である (P209 3、P443-3、P689 4)。

頁岩・縞頁岩は、主に剥片石器とたたき石の素材とされる。原石とした頁岩のうち2点、縞頁岩の

うち21点は、割れたものである。明瞭なたたき痕が認められないため原石としたが、たたき使用の初

期段階で割れたものの可能性も考えられる。

緑泥石岩の原石が2点出土している。接合して1個体となるもので、欠損した扁平な円礫である。

緑泥石岩は、P1251出土の連珠や、近隣の西島松5遺跡の縄文時代後期～晩期の墓に副葬される玉類

の材料として多用されている石材である。今回はI層からの出土であるが、玉類の製作・流通の観点

から注目される。

フレイク

遺構から96,727点、包含層から50,442点、計147,169点出土した。

主に剥片石器に関連する石材は、黒曜石138,960点、頁岩6,316点（うち縞頁岩2,404点)、 メノウ274

点、珪質頁岩223点（うち縞頁岩1点)、チャート119点、凝灰岩40点、ガラス質安山岩29点、流紋岩25

点、珪化岩7点、 メノウ質頁岩1点である。

主に石斧に関連する石材は、緑色泥岩598点、泥岩182点、片岩83点、粘板岩4点、蛇紋岩・千枚岩

各3点ロジン岩2点である。
ひん

主に礫石器に関連する石材は、安山岩106点、砂岩72点、玲岩63点、石英岩54点、石英脈貫入泥岩

4点、閃緑岩1点である。

特徴的な「二次使用痕」をもつ北海道式石冠について（カラー図版80)

今回の調査では北海道式石冠が595点出土した。その大部分の使用面は、ほぼ平坦で広いひとつの

面をなしており、明瞭にすり減っているが、すりの方向がわかる擦痕は確認できない。仮に、 この

｢通常」の北海道式石冠に見られる使用面・使用痕を「一次使用面（痕)」とする。

これに対し、一次使用面に重なって、たたき痕や擦痕が見られる北海道式石冠が49点確認された。

この使用面・使用痕を「二次使用面（痕)」と仮称する。

二次使用痕のある北海道式石冠は、主に破片や再加工品、あるいは小形の完形品を用いている。ま
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〕 上製品

た使用面にベンガラと思われる赤色顔料が付着する例が12点ある。最も顕著な例はP259-1 (図V-

178）である。二次使用によるたたき痕は、使用面の中央付近に見られるものと、端部に見られるも

のがある。端部のたたき痕は、一次使用面とは角度の異なる二次使用面をなすものが多い。二次使用

による擦痕は、使用面の端部に認められる。たたき痕と|司様、二次使用面をなすものもある。擦痕の

方向は使用面の軸に対し傾く。擦痕はやや荒いものや、石斧の調整のような細かいものがある。

赤色顔料の付着は、比較的広範囲で明瞭な例もあるが、多くは石材の微細な凹みに残存する、ある

いはわずかに色調の変化があるといった痕跡的なものである。擦痕の範囲と重複することがあるが、

たたき痕と重複するものは見られない。P259-1の赤色顔料付着面の化学組成分析結果は、鉄分に富

み、水銀は含まれていないことから、この赤色顔料はベンガラと考えられる。

「通常」の北海道式石冠と二次使用痕をもつ北海道式石冠の使用痕の違いは、作業の対象とするも

のや、作業時に併用される道具に起因すると推定される。すなわち、二次使用痕をもつ北海道式石冠

は通常とは異なる川途に使用されたものであり、そのために分割・再加工が行われたものと思われる。

用途としては、赤色顔料の付着例が確認されたことから、赤色顔料の精製に関わるものと推定される。

本遺跡では北海道式石冠はⅡ群b類土器に伴うものと考えられるが、 この時期に赤色顔料が使用さ

れた形跡は乏しい。一方、本遺跡で赤色顔料が多用されるのは、墓が形成されたⅣ群c類あるいはV

群c類土器の||寺期である。 このことから、二次使用痕をもつ北海道式石冠については、Ⅳ群c類ある

いはV群c類'三器のHf代（縄文||寺代後期後葉あるいは晩期後葉）に、 Ⅱ群b類土器の時代（縄文時

代前期後半）の「遺物」である北海道式石冠を再利用したもの、との可能性を指摘しておく。

3 土製品（図V-227～228-1～15)

1は土偶（等倍で掲載）である。両腕は無く、足は崩れている。顔には眉毛、目、□が表現され、

胸部には小さな貫通穴があけられている。 2は土偶の手の破片。 3は土偶としたが、詳細は不明であ

る。 4は土製垂飾の破片とみられる。 5はミニチュア土器の底部の可能性あり。 6 ． 7はスタンプ形

土製品である｡ 8は不明の士製品。 9 ． 10はオロシガネ状土製品である。 11は後北C2 ･D式期の紡錘

車と考えられ、包含層から検出された。 12～14は擦文時代の住居趾検出の紡錘車である。 15は包含層

とH34から出土したフイゴの羽口である（縮尺1 : 3)。

4 石製品（図V-229～235-1～73, 77～104)

1～84は玉類。 1～68はP1251の副葬品。出土状況から、連珠をなしていたと考えられるもの。石

材は、緑泥石岩が60点、緑泥石岩と思われるもの3点、凝灰岩2点、蛇紋岩2点、滑石2点である。

22．23．57．61 ．64と未掲載の破片1点は石材鑑定を依頼した。未掲載の破片は、破壊を伴う蛍光X

線回折による分析を行った（Ⅵ章1節)。

69はネズミのかじり痕がある｡ 77～80はP1399の覆土中焼土から出土した。 コハク製で、未加工の

原石に穿孔したもの。 80は凝灰質珪化岩製の垂飾。石材鑑定を依頼した（Ⅵ章1節)｡ 81は軽石製。

上半に溝が横環しており、垂飾に類するものと思われる。 83は凝灰岩製で、 2か所の穿孔がある。表

裏は研磨され、周縁は未加工である。 84は泥岩の剥片に穿孔途中のもの。 85はメノウの原石の表面全

体に擦痕が見られるもの。

86～89は異形石器。 90～93はオロシガネ状石製品。 90･91は小孔の多い安山岩、 92はスコリア、 93

は軽石製。 94．95は石棒の破片。 96～101はいかり石。 96はP1261， 97･98はP623, 100はP710の副葬

品で小孔の多い安ll1岩製、 99はP145出土のもので安山岩製。 101はj-82から出土した破片。
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V遺物

102は石斧に類似した形態であるが、刃部調整が全く行われておらず、横断面形が凹レンズ状であ

る点で異なっている。下半に断面V字形の細い横位の溝が多数見られる。

103． 104は軽石製品。 104は上下端に幅の広いすり痕が認められる。回転によるくぼみがある。

5 ガラス製品（図V-229 74～76)

ガラス製品は、包含層から3点出土した。 74～76はガラス製の小玉。Ⅵ群土器に伴うものと思われ

る。石製品とともに、成分分析を行った（Ⅵ章1節)。

6 金属製品（図V 236～242)

金属製品は、遺構から34点出土した。擦文時代の竪穴住居跡の覆土・床面から出土したものと、近

世の墓の副葬品がある。

材質半l1断は主に肉眼で行った。以下に特に記載するもの以外は鉄製である。肉眼で鉄以外の材質と

思われたもののうち、 日本電子製蛍光X線分析装置JSX-3220の試料室に装填可能な大きさのもの

については、化学組成分析を行った。結果は本節末に記載した。

H19 1 ･ 2は刀子。 2の左端に樹皮様のものが付着する。 3は、小刀の両端を切断したもので、

棟・刃が潰れているため、模などに転用したものと考えられる。

H26-1は釘。

H34-1は刀子の切先。 2は刀子の茎の破片と思われる。 3は小破片のため判然としないが、同一

個体の刀子の茎と思われる。図右端の破片には木質が付着する。 4は刀装具と思われるもの◎破断面

に面取り状のすり痕が見られ、再利用しようとした可能性がある。緑がかった黒色を呈し、材質は銅
はばき かすがい

である。 5は釣針あるいは針。 6 ． 7は不明鉄片。 8は縮あるいは鑓と思われる、屈曲した板状製品。

左端に木質が付着する。 9は鍬先。断面はV字形を呈する。

H38-1は紡錘車の軸。断面は正方形で、先端は鉤状である。下端に木質が付着するが、 この遺物

に組み合わされるものではないと思われる。

H41-1は刀子の茎と思われるもの。

P262-1 ． 2は刀子。 2の上に1が重なって出土した。 lの刃部にはわずかに鞘の木質が、茎の

末端には柄の木質が残存する。茎の刃部側には、樹皮巻きの痕跡が残る。その上に、非常に薄い銀製

と思われる金属片が付着しているが、 2の鞘口金具の一部の'1能性がある。 2はわずかに鞘・柄の木

質が残存する。柄には樹皮巻きの痕跡がある。銀製と思われる鞘口金具が付着する。刃部中央に付着

する金属片、 1に付着する金属片は、 この破片と考えられる。 3は釣針。チモトに糸が巻かれている。

5は針。 2本をまとめるように、細いひも状の樹皮で巻かれている。 4は鉤鐇先。軸部分に糸が巻か

れている。 6 ． 7は銀色を呈する金属片。非常に薄く、 2の鞘口金具に類するものの破片と思われる。

材質は銀である。 8は木質に薄い金属板が付着したもの。 2の付近で出土しており、 2の鞘金具など

の可能性がある。材質は銀である。 9 ･ 10は小刀。 9は鍔の刃部側で折損している。刀身は平棟、平

造りである。X線写真で目釘穴が2か所確認された。柄・鞘の木質が残存し、部分的に原形をとどめ

ている。柄には黒漆塗りの樹皮ひも上に赤漆塗りの樹皮ひもが巻かれる。鍔は銅製で、銀製の覆輪が

つく。柄側に切羽が付着している。鞘は全体に黒漆が塗られていたと見られる。部分的に樹皮巻きの

痕跡があり、切先側に顕著である。鞘の中ほどと切先側には、黒漆の上に赤漆を重ねて文様が描かれ

る。鞘口に右撚りの細い紐が付着する。 10は平棟、平造りで目釘穴は2か所である。柄・鞘の木質が

わずかに残存する。鍔は銅製で、柄側に切羽がｲ､1着している。鞘口付近には樹皮巻きの痕跡がある。
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7 水製品

P1349-1は刀子。鞘・柄の木質がわずかに残存する。柄に骨が付着する。 2は鉤で、ヤスを再加工し

たもの。 3はS字状を呈する耳飾り。材質は鉛・錫である。 4は小刀。鞘・柄の木質が残存し、鞘は部分

的に原形をとどめている。鞘の外面には樹皮が巻かれている。刀身は平棟、平造り、目釘穴は2か所であ

る。図には表れていないが写真図版394に見られるように、棟は張り出しており、張り出しの下部には表

裏とも溝が走っている。溝は'l'l30.7～0.8cmほどで、切先から約7cmの位置から、茎側は鞘に隠れている

が、X線写真では棟区から約3cmの位置まで続く。

P1359-1は小刀。柄～刀身と切先は離れて出土しており、形態的には同一個体とみられたため、折損

したものとして復元して図化したが、化学組成分析の結果からは、異個体である可能性も考えられる（Ⅵ

章3節表2)。鞘・柄の木質が部分的に残存している。刀身は平棟、平造り、目釘穴は1か所である。P13

49 4と同様、棟は張り出し、その下部には表裏とも溝が走っている。溝は幅0.6cmほどで、切先から約

8cmの位置から棟区ぎわまで続く。 2 ． 3は刀子。 2は柄の木質が残存し、刃部側のみ原形を留めてい

る。 3は柄の木質が残存する。柄の中ほどに、樹皮巻きの痕跡が残る。 4は鉤鐇先。軸の中央付近には長

軸方向に走る浅いくぼみが表裏にあり、図の左右方向から鍜打されたことがわかり、棒状の鉄製品を再加

工したものと考えられる。 5は棒状製品。図上半は、木質の上から糸が巻かれている。 6は環状製品。棒

状製品を丸めたもので、継ぎ目はややずれている。

以下に、化学組成分析を行ったものについて、元素組成を重量比で記載する。記載にあたっては1％未

満の元素は省略した。

機器は日本電子製蛍光X線分析装置JSX-3220、分析条件は管電圧30kV、管電流自動、測定時間は

100秒（ライブタイム)、分析方法はバルクFP法である。

資料は洗浄・クリーニング・強化等の処理が施されている。分析は現状のまま行った。

H34 4 CuO: 66.18%、Al203 : 12.62%、SiO2 : 10.07%、As203 : 8.85%、P205 : 1.31%

P262-6 Ag20: 85.60%、SO3 : 3.52%、Cl : 327%、SiO2 : 2.86%、CuO: 2.47%

P262-8 Ag20: 64.90%、Cl : 17.44%、Fe203 : 12.42%、SiO2 : 2.87%

P262-9･鍔CuO: 70.71%、PbO: 7.78%、SiO2 : 5.70%、Al203 : 5.37%、Fe203 : 4.78%

P205 : 2.53%、SnO2 : 1.24%、As203 : 1.19%

P262-9．鍔覆輪Ag20: 81.27%、SiO2 : 7.07%、CuO: 3.47%、CaO: 3.02、MgO: 2.31%

Al203 : 1.34%

P1349-3 PbO: 64.03%、CaO: 12.47%、SnO2 : 7.13%、SiO2 : 6.28%、P205 : 6.09%

Fe203 : 1.85%

7 木製品（図V 243)

1は曲げ物である。底板を上にして、中に土壌が詰まった状態で、カマドを構成していた粘土のやや上

位から出土した。

円筒状を呈する。側板にほぼ円形の底板がはめ込まれている。

底板は柾目材である。腐朽が進んでおり、現存するのは概ね0.1cm以下であるが、部分的に0.3cmほど

残存する。本来はさらに厚みがあった可能性がある。側板は柾目材で、図の左側面の部分で重なっている。

重なり部分は現存で2.5cmほどである。 1cm×0.2mmほどの横長の孔が開けられ、樹皮が貫通し、綴じ

られている。底板と側板を固定するための構造は、現存する部分からは確認できないが、側板が底板を完

全に覆っていることから、底板を側板にはめ込み、木釘などで固定する「クレゾコ」の可能性がある。

素材の樹種は底板・側板で異なるが、いずれも針葉樹材である。Ⅵ章10節に同定結果を掲載した。
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F37°F38 / F39

A A' 28．40

－一一

▲
Ｒ
一

一一

~~

A ０４８２Ａ

－－－=＝
1 』 一一＝－－

1 7.5Y門/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

27．5飛/3 暗褐色埴壇土粘性あり ややしまる

1 7.馴偲/2 黒褐色埴壌土粘性あり ややしまる

坐
､

F40 F41
Z上

、
A’ 28.30A

, A
八一一

A’ 28.40~

～＝一一一 ~メム
／、

～＝一一一

1 7.51R1 .7/1 黒色埴壌土粘性あり ややしまる

27.5飛/3 暗褐色埴壌±粘性ありややしまる
1 75､剛/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F42 F43

／

可
好

A A’ 28.50
Ａ
ｌ A” 28.40~

～一一

7
1 7.5洞/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5､剛/6 褐色埴溌土粘性あり ややしまる

27．5領1 ．7/1 黒色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－84 F33～43平面図・断面図
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Ⅳ造柵

F44 F45

I>

心
~~ぐ

A’ 28.30~
A A' 28.40

~ ~、－一

、 1

I＞

｜‐
' 7.5W/6 褐色埴壊土粘性あり ややしまる1 7.5,側/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F46 F47

～ぐ A A’ 28．40

－－＝一

A A" 28.30~

一一一

1 7．5W/3 褐色埴壇土粘性ありややしまる焼骨含む1 7．5郷/6 褐色埴埴土粘性なしややしまる

F48 F49

、▽

4

○建一
A A′ 28.30

--＝~‐

Ａ

’

一

Ａ 25.40

1 7,5Y、/6 褐色埴壇土粘性あり ややしまる焼骨含む 1 7．5飛/4 暗褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F51F50
I

Iァ

~~~の“
A A’ 28．60

－－=r三アー
A A′ 25.40

一
ド

1ア

1 7，5Y剛/6 褐色埴埋土粘性あり しまる

2焼骨混じりの| |層黒褐色土

1 7.5稲/3 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨含む

F52 F53

／

マフ

○
マン

も／

心
A A『 28,70

~==ff~-

A A’ 28‘70

豆F＝

1 7.5,侭/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる 7．5W/2 黒褐色埴壊土粘性あり ややしまる焼骨少垂含む

図Ⅳ－85 F44～53平面図・断面図
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" |ノウ瞳

F54 F55

、／
更7

A’ 28.40A
鋤

0 三一,＝－－
ィ一 一一

剣

マ
ノ

1 10YR1.7/1 黒色埴壇土粘性あり ややしまる | |層黒色土の自然堆積

25,偶1/6 赤褐色埴壌土粘性ありややしまる 1 7.5W/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる | |層黒褐色土少量混じる

F56 F57

６ ０

“

一

．

一一

Ａ

｜

ノ
ム

ロ

A A’ 28．70

－一
1 1

込

1 7.5W/6 褐色埴壊土粘性あり しまる暗褐色土が混じる1 7．5郷/6 褐色埴壌土粘性あり しまる暗褐伝十が混じる

F58 F59

０５８２Ａ

一

~
一

Ａ

亀

ロ A A' 28.50

～-戸一

／a
、

1 7．5Y剛/6 褐色埴壌土粘性あり しまる暗褐色土が混じる 1 7.5Y剛/4 褐色埴壌土粘性あり しまるﾊﾐｽ少量含む

F60 F61

ｖ

○
７

A A『 28.20~

A A’ 28,20

‐一－－－一一

ﾉ

1 7.5,側/6 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F62

1 7.5Y剛/6 褐色埴埴土粘性あり しまるﾊﾐｽ少量含む

F63

修乏

し
AＡ

ｌ A’ 28.10~ A′ 28. 10

少 P16

一
Ⅶ一一ー一

P16

朕

1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性あり しまるバミス少量含む 1 7．5w/3 褐色埴壊土粘性あり しまる

図Ⅳ－86 F54～63平面図・断面図
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Ⅳ造橘

F64 F65

／潔
○
，

Ａ
ｌ A’ 28.30

－
_坐

1 75Y応/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7.5洞/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F66 F67

I>

A A‘ 28.30

-＝〒ﾃーーー

A A’ 28.20~

＜ －‐プ

『

1 7.5稲/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨含t

F68

1 7．5梱/3 暗褐色埴壌土粘性あり しまる

F69

ｖ
、
~
雲

《
Ｉ
Ｉ
当
切
ノ

A’ 28.30Ａ

ｌ A’ 28.80Ａ

ｌ

＝

一一

1 7.5浬/3 極暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる | |層黒褐色土少量混じる 1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性あり しまる

F70 F71

診○
Ａ
ｌ A′ 28.80~

A A′ 28.80~
一
、
Ⅷ

－－‐ け

1 7．5W/6 褐色埴壌土粘性あり しまる 1 7．5w/4 暗褐色埴壇土粘性あり しまる

F72 F73
~~

Kw
A A’ 28‘20~

A’ 28.20A
I

イー
p貝q
O“ジ

マー －~＝
、

1 1m田/3 黒褐色埴壌土粘性あり ややしまる | |層黒褐色土の自然堆積

27．5W/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

1 7．5稲/4 暗褐色埴壌土粘性ありややしまる

図Ⅳ－87 F64～73平面図・断面図
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焼土

F75F74

＜／

A' 28.50Ａ

ｌ

Ａ
ｌ A’ 28.10~

一一一P38

一一
可ノ

~~

1 7.5W/6 褐色埴壇土粘性あり しまる焼骨多量に含む

F76

1 7.5飛/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F77

＞

A A′ 28.10~A A′ 28. 10

一二－テーーー

D7A
lJ寺

~‐

「
1 7.51円/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7．5畑/3 暗褐色埴壇土粘性あり ややしまるパミス少丘含む

F79･F80AF78

隅

F80
Ａ

ｌ A『 28.80~
吟

ﾉー
〆

Ａ

ｌ A’ 29.00~
P72 F80 F79

1 7.5,㈹/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

27．5冊/3 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる
／今
／

F82

1 7.5Y慨/3 極暗褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F81

A A″ 28-70~、
〃

~<＝＝＝－－<＝＝＝－

1 7．5涌/6 明褐色埴壌士粘性ありややしまる暗褐缶十が混じる1 7.51門/2 黒褐色埴壌土粘性あり しまる焼骨多量に含む

F83 F84

､、3

D
A A’ 28.80

A A’ 28.80

一一_

－－－△
A

－－－－
~~

赴く

1 7．5､僻/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7.5W/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－88 F74～84平面図・断面図
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Ⅳ道櫛

F85 F86

l＞一
A’ 28.80 P168

尚

& A
~~

A′ 28.60ロ

～＝一ｰ
、 1

ノ”
1 7．5YR1/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

1 7．5，r馬/6 明禍色埴壌土粘性あり ややしまる

F87 F88

A' 28.80~一

け
A′ 28.80A

~

~

一

け

1 7.5YR〕/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる黒褐色土が混じる

F89oF90 形

1 7.5汗5/6 明褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F91

』

Ａ

ｌ A’ 28.70~

~

F89 F90 A' 28．80~

~

7暗褐色地埴土粘性あり

鼎色埴域士粘性あり

明褐色埴鞭±粘性あり

ややしまる

Pやしまる

ややしまる

27.5Y配/1

37．5Y門/6
' 7.5YRI/4 禍色埴域土粘性あり しまる暗禍色土が混じる

F92 F93

ミノ

A‘ 28.70〆
~

八

己一一

~

A′ 28,80
~~

Ａ
一

一
一

＜I

1 7．5YRl/4 褐色埴壌土粘性あり しまるバミス少蟄含〔 1 7‘5礎/1 黒色地域土粘性あり ややしまる

27．5Y門/6 明褐色埴壌土粘性あり ややしま畳

F95

△

A’ 28.60A’ 28.80
八

品 ~

~

~

－一 、

41

'3 極暗褐色埴埋土粘性あり しまる

量含む 1 7．5Y柘/4 にぶい褐色埴壌土粘性あり しまりなし 1 1雁黒褐色±少量混じる

図Ⅳ－89 F85～95平面図･断面図
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焼 ’

F96 F97

A’ 28.80

~~
＃

A′ 28.90
一

ｌ
Ｖ

ハ
一▽ 』

----9
.

' 7．51樋/3 晴褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む 1 7．5YRI/4 褐色埴壌±粘性あり ややしまる焼骨少湿含む

F98 F99

ぞ／
、｡

AA′ 28.90~ A， 28．80

~~
R ［

~

一

' 7.5YR1/6 禍色埴埴土粘性あり ややしまる ｜ |雁黒褐色十'｣>最混じる1 7－5Ⅵ沼/4 暗褐色埴域土粘性あり ややしまる

F101F100

Ａ

ｌ A 28‘7U
)870A

~

劃

ﾏｰﾝ P1

1 7． 5W翅/1 黒色埴壌土粘性あり しまる焼‘ﾛ､多量|こ含む

2 7.いR1/4 袖色埴域士粘性あり しまる焼'H‘多量に含む（1>2

7.5YR1/6 褐色埴壊土粘性あり しまる焼,円､少通含む

F103F102

企

偽
A’ 28.70Ａ

ｌ

~ー
~

座

1 7.5YF8/4 暗褐色埴軽土粘灌あり ややしまる焼骨含む1 7.5W平I/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F105F104

壷

莚’

A′ 28,70~
A' 28,70

一

’
~

1 7.5YRI/6 褐色埴壊土粘性あり ややしまる1 7.5YR4/6 褐色埴壌±粘性あり しまる焼骨少量含む

図Ⅳ－90 F96～105平面図・断面図
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Ⅳ道構

F107F106

;J
｜

註｜ 、

、_ノ 座三
A A' 28．80

－

A A’ 28．60

－－．

1 1

1 7.5,n判/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる暗褐色土が混じる1 7．5畑/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F108 F109

Ｉ
、
公

I"

0 -－全~"“
A A’ 28．80

－－－
、1

『
4

1 7．5煙/2 黒褐色埴埴土粘性ありややしまる 1 7．5冊/4 暗褐色埴壌土粘性ありややしまる

F110 F111

A A’ 28.10~
A『 27.90A

＝一‐
＜、 、 ，

一一一

1 7．5洞/3 褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5､側/6 褐色埴壇土粘性あり ややしまる

F112

、可

F113

A' 28.70一

A A’ 28.70

＝＜工＞一

1 7.5Y兜/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる暗褐色土（ 1lb）が混じる

F114

1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる焼骨含む

F115

|〉
入

A A' 28.60

~~一一 0
Ａ

ｌ A' 28.60~

一
羽

「

’ 7.5Y円/3 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨含む 1 7.5V剛/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含tj

図Ⅳ－91 F106～115平面図・断面図
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暁 ｜：

F116 F117

－4 Ａ
ｌ A’ 28.60~

－A

一
町

1 7．5WW4 褐色埴壌土粘性あり しまる焼骨少最含む1 7.馴刊/4 褐色埴壇土粘性あり ややしまる焼骨含逝

F118 F119

、

b蕗 三一.…~、

､~4

1 7.5堀/3 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5価/6 明褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F120 F121

A A’ 28．30

－－－‐
、 1

Ａ
一 A’ 28.30~

一
Ⅱ
一

、

1 7．5洞/3 褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7.5Y馬/6 明褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F123F122

~－4 A A’ 28.70

ノ
〆

A’ 28.20~
Ａ
一

天＝＝一
口

了

1 7.5V妬/6 明褐色埴壌土粘性あり しまる1 7．5､侭/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F125F124

A A′ 28.70

＜~、
一一プー戸

０２８２Ａ

一
、

Ａ

1 7．5洞/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7．5洞/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－92 F116～125平面図・断面図
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Ⅳ遺構

F127F126

ロー
A

~＜一

A’ 2860~A

~形 A’ 28．30~

~＝。‐

1 7．5YR2/3 極暗褐色埴壊土粘性ありややしまる1 7．5YR3/4 暗褐色埴壌土粘性あり しまる

F128 F129

ユ1

、

A' 28．40~
Ａ
ｌ

Ａ

ｌ A， 2840~

一
服

、

公

1 7－5YR5/4 にぶい褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F131

1 75YR5/6 明褐色埴壌士粘性あり ややしまる

F130

／
ノエ

」
A’ 28．50~

Ａ
ｌ

A' 28．50~A

P170

-=i --＝‐

/上
＜

1 7．5YR5/4 にぶい褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含t

F132

1 7．5YR5/6 明褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F133

“

Ｊ
螂
○

A′ 28．60~
Ａ
ｌA A' 28．30

－云一一一 一‐

可

塾I

1 5YR5/8 明赤褐色埴壌土粘性ありややしまる 7．5YR5/8 明褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F134 F135

r~Y/
［〆

／／

A’ 28．30 A A’ 28．30

－

A

一＝＝－
1／

7．5YR5/6 明褐色埴壌土粘性ありややしまる 1 7．5YR5/4 にぶい褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－93 F126～135平面図・断面図
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焼ゴ

F136 F137

Ａ
ｌ A' 28.60

A A’ 28．40

－－－
一一~‐

1 7．5Y桶/8 明褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨含む 1 7.5Y甑/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む

F138 F139

A A’ 28．40

－－－A A′ 28.40

／〆一
－－万

1 7.5Y閉/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F140

1 7．5煙/2 黒褐色埴壌土粘性ありややしまる焼骨含む

F141

|〉
０４８２Ａ

一

Ａ

／
亀

ロ
０３８２Ａ

Ａ

－

~

~

□

／<4

r
1 7.5W判/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまるﾊﾐｽ少量含む

／

7．5弼/4 暗褐色埴壇土粘性あり ややしまる

F142 F143

／
心~

O "=x"
/傘

DJ
／や~

A A’ 28.50~

一一一一一

’ 7.5淵/6 褐色埴壌土粘性あり しまる焼骨含む1 7.5油/4 暗褐色埴壊土粘性あり しまる暗褐色土が混じる

F144 F145

、

A A' 28．30

－
Ａ
ｌ A’ 28.40~

一＝一ゴーニアー

冬、
、

1 7.5Y円/4 暗褐色土粘性あり ややしまる 1 5梱/6 暗赤褐色土粘性あり しまる

図Ⅳ－94 F136～145平面図・断面図
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1V造橘

F149目146

～割
Ａ

ｌ A' 28.50~

曇、

1 7.5淵/3 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

024

F147

A A’ 28.20~

一

~＝一
A

一-三一
撹乱

魁:H91IX

1 5W/8 赤褐色土粘性あり ややしまる

2 7.5Y唖/2 黒褐色埴壌土粘性あり しまるﾊﾐｽ少量混じる

A' 28.10~
Ａ

ｌ

F148

Ａ
ｌ A’ 28.60

一一一言＝－－ 1 5W石/8 明赤褐色埴簸±粘性あり ややしまる | |層黒褐色土が混じる

1 7.5,7剛/6 褐色埴壌土粘性あり しまる焼骨多量に含む

F150

O

○

⑬

図Ⅳ－95 F146～149平面図・断面図
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焼」

F1 F152

怪一・
、

A A' 28.50

一－T一

Ａ
ｌ A’ 28.60~

A
-----

1 7.5ⅥW4 褐色埴壌土粘性ありややしまる暗褐色土（ l lb?）が混じる

F153

1 7.5W/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F154

／

し

り
？

／

／

一

Ａ
ｌ A' 28.50

A A‘ 28.40~

一

1 7.5Y印/4 褐色埴壌土粘性ややあり ややしまる1 7.砧繩/6 褐色埴壌土粘性ややあり しまる焼骨少量含む

F156F155

、▽

ロー 全一三”
A’ 28.30~Ａ

ｌ
Ａ
一

1 7．5V剛/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる1 7．5､側/6 褐色埴襲土粘性ありややしまる焼骨少量含む

F158F157

L-－

A

A A′ 28. 10

一一テーーー

P659

1 7.5W/4 褐色埴壌土粘性あり しまる黒褐色土混じる

F159

A A’ 28．40

－－－＜

1 7.5,便/1 黒色埴埴土粘性なしややしまる焼骨少量含む

図Ⅳ－96 F151～159平面図・F151～156．F158･F159断面図
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Ⅳ道構

F160 F161

ソ
、

A’ 28.40~A、

０２８２Ａ

一

Ａ

’
~

--＜一rー云一
7年度

査区

H1

調ン

1 5Y円/6 暗赤褐色土粘性あり ややしまる 1 7.5,煙/3 極暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる | |層黒褐色土が混じる

F162 F163

a 。
Ａ
ｌ A′ 28.20

A A’ 28.20
~

一

P、

／
／

1 5,侭/6 暗赤褐色土粘性あり ややしまる 1 7．5洞/6 褐色埴壌土粘性あり しまる

F165 1'F164

らふ害一一

ム混入の土

A
-－

A’ 28.10~
Ａ

ｌ句 ロー■＝
1

P743

r , ,,w"
27．5幅/3

37．5w/6

褐色埴壊土粘性あり ややしまる ﾛｰﾑ混入の土

暗褐色土粘性ありややしまる焼骨含む

褐色埴埴土粘性あり しまる

Ａ
ｌ A’ 28.20~

一く＝丁ニーフー
1 7．5､側/6 褐色埴壇土粘性あり ややしまる焼骨含む

F166 F167

Ａ

ｌ A’ 28.30

一＝一

少、
、

1 7．5Y剛/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む 1 7．5WW6 褐色埴壌士粘性ありややしまる

F168 F169

、’

0
唖
一

一

Ａ

’雪－4 A A' 28.50

--＜亡-＞一匙一

〈

1 7．5Y唖/2 黒褐色埴壌士粘性あり しまる焼骨少量含む 1 7.5Y門/3 暗褐色土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－97 F160～169平面図・断面図
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焼土

F170 F171

F

L

～~4
Ａ
ｌ A′ 28. 10

~~

一一一=-
Ａ
ｌ A’ 28.10~

aA
一－－

、

1 10w/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5稲/4 暗褐色土粘性あり ややしまる

F173目172

A’ 28.20~
Ａ
一

----対

1 7.5､fE/1 黒色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5Y慨/3 極暗褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F175F174

C副一 坐一一・‐~
A’ 28.20~一一一 一一△

V

－－一 一一青

1 7.5Y価/2 黒褐色埴埴土粘性あり ややしまる1 7.5,側/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F177F176

ぐ／
暖＝

A’ 28.10A' 28.20 Ａ

ｌA

一一~
一一一

〆

7
1 7.5Y馬/8 明赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 75Y剛/4 褐色埴壌士粘性あり ややしまる

F179F178

|〉
A

４

A′ 28.20~Ａ
ｌ

A A’ 28.20

ｰ穴一F－－
-＜三一可－－＞－－一く三一可－－＞－－

｡急

r
1 7.5W/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む1 7.5,価/8 明赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む

図Ⅳ－98 F170～179平面図・断面図
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Ⅳ遺構

F180 F181

、

_少

A’ 28.30A

A A’ 28．30

－1－－－－

一三一一

1 7.51唖/3 極暗褐色埴埴土粘性あり ややしまる

F183

1 7．5飛/3 暗褐色土粘性あり ややしまる

F182

A’ 28.20Ａ
ｌ

A A′ 28. 10

一＝表 -－－－
夕
／

1 ス5Y剛/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる暗褐色土が混じる

F185

1 7.5洞/6 褐色埴壇土粘性あり ややしまる焼骨少量含む

F184

---A

Lﾉ聖一 二一一沖“
A’ 28.30A

~

4、 －－＝ニア

1 7．5洞/6 褐色埴壌±粘性ややあり しまる焼骨含む

F186

1 7.5洞/6 褐色埴壇土粘性ありややしまる

F187

､／
ﾏ7′

A’ 28.90ハ

－＜＝ A A’ 28.80~

一三一＞－

1 7.5W石/8 明赤褐色埴埴土粘性あり しまる暗褐色土が混じる

F189

1 7．5飛/6 明暗褐色埴壊土粘性なし しまる

F188

、

訂

A’ 28.40~
Ａ
ｌA’ 28.20~A

－－－ノー＝一
q－
~、、

1 7‘5蹄/3 暗褐色土粘性あり しまる焼骨含む 1 7.5礎/2 黒褐色埴壇±粘性あり ややしまる焼骨含む

図Ⅳ－99 F180～189平面図・断面図
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暁」

F190 F191

A A’ 28.40

-‐ｺｰﾆｰ

Ａ
ｌ
~

28.40~

1 7．5煙/1 黒色埴壊土粘性あり ややしまる焼骨少量含む 1 7．5W/3 褐色埴壌士粘性あり ややしまる

F192

F193_』

Ａ

、

、

ｑ

、
公

□
、

、 ~

A A' 28.20~A A’ 28.20

一一デー-～ ニアー

＜ヘ
1
1

褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨含む1 7.5Y馬/8 明赤褐色埴壇土粘性あり しまる焼骨含む

F194

1 7．5刑/6

F195

／
可

0
7

、
△

A A’ 28.30

-一一丁一

Ａ
ｌ A‘ 28.20~P769

八

1 7.5,側/4 褐色埴壌±粘性あり ややしまる焼骨微量に含む

F197

1 ｽ5､剛/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨少量含む

F196

A A’ 28.40

-＜－丁一一

1 7．5飛/6 明暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5Y馬/8 明赤褐色埴壌士粘性あり ややしまる焼骨少量含む

F198 F199

』
Ａ

ｌ A′ 28.40~
A A’ 28.80

----

P878

~一一

<I
I

1 7．5澗糾褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7.5Y稲/8 明赤褐色埴埴土粘性あり しまる

図Ⅳ－100 F190～199平面図・断面図
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Ⅳ造構

F201F200

△一一
Ａ
一

A A’ 28．30

－ユーンーー

29

A’ 28.20~
Ａ
ｌ

一

－ ▲ I■■■■■P一

5W/6 赤褐色埴壌土粘性ありややしまる1 7．5w/4 褐色埴壇土粘性あり ややしまる

8027

1 7．5W/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

/Q
／

28.20

F202Ａ
ｌ A’ 28.10~

1 7.5W/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる

F207

F203
Ｂ

’ B′ 28. 10

~＝一一

心
、

Ｃ
ｌ C′ 28. 10~F204

A’ 28.10~
Ａ
ｌ

-－－－4

－－A′~

８

８

８

〃
ノ
ノ
‐
／

ｗ

ｗ

病

５

５

５

１

２

３

赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

明赤褐色埴壊土粘性ありややしまる

1 7．5Y側/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる焼骨含吃

F208 F209

ベ
A A' 28.20

‐~一言フー

A A′ 28.20

一言

/4
／

1 7．5疵/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7.5洞/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ-101 F200～209平面図・断面図
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M限 －1
砂亡 」

F210 F211~
し

A A' 28．20

--

H29

一 P671

弓
陽－，

A' 28.10~可 Ａ
ｌ

~~~

1 7,5Y剛/6 褐色埴壌土粘性ありややしまる

F212 &

1 7．5Y門/3 暗褐色土粘性あり ややしまる

F213

n．
P

A’ 28. 10A

A′ 28, 10~

1 7，5洞/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

ﾒL

F214°F215

人

⑧ ‘

F216

A‘ 28.20

ー■

公

A A' 28.20

-~一

F215 F214
~

1 7.5,側/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる

27.5,剛/4 褐色埴壇士粘性あり ややしまる 1 7．5W脚褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F218F217

Ａ
ｌ A『 28.10~

__＜二『二>-－ 即】

~メム

／‘

l±
し串1 7．5､侭/3 暗褐色土粘性あり ややしまる

F219 F220

＆

Ａ

ｌ A’ 28.10~
Ａ
ｌ A’ 28-10

~

~＝~Fニーー

へ↑ 7…/‘ 褐色埴壌土粘性あり ややしまゞ
1 7．5w/3 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－102 F210～220平面図・断面図
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IV造術

F222F221

vら／

A" 28. 10~ A' 28. 10~
Ａ
ｌ

Ａ

ｌ

庄一

-ぜと＝
Ａ
一

~一一

尼

1 7.5洞/2暗褐色埴壊土粘性あり ややしまる1 7．5稲/2暗褐色埴壇土粘性あり ややしまる

F224F223

〉
咳

し一一
A’ 28.10A

A’ 28.00~A

－． 〆

一歩

~，
／

1 7．5混/2暗褐色埴墳土粘性あり ややしまる 1 7．5飛/3 暗褐色土粘性ありややしまる

F225 F226

些一． A~ A’ 28－00~A A' 28.00~
~

A
-－~＜ニーテフーー

1 7．5混/2 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7．5Y円/3 暗褐色土粘性ありややしまる

F227 F229

口
~予惨 割

Ａ
ｌ A' 28.00~ A’ 28.10~

Ａ

ｌ

冬 ／/雪一~、
し

’ 7.5W/3 褐色埴壇土粘性あり しまる1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F235 F236

､～ざ

Ａ

ｌ A' 28.30~
利〃

､へ、 一一－一－1－－－－

Ａ

ｌ A′ 28.40~

一一一一

1 7．5病/8 明褐色埴壊土粘性ありややしまる 1 7．5蹄/6 明褐色埴埴土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－103 F221～227･F229．F235．F236平面図・断面図
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暁二I

F228．F230°F231

､．-戸
0

閉5

奴
。

0

，ダニ

言

冨

匹

~

~

~

~

~

二

二

戸

角

しダ ダ

1 00＋ 十
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寸一
1251

1．L
ユ
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０

⑭
L

8＋ 1 02十 ８

ｊ

ｒ

〃

ｖ

グ
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〆

Ｉ

・

Ｌ
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Ｉ
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季
1078

⑱や
。
○K G

ﾉ

-}
~~／・

傘
LL
1~

F231

1 04＋ ＋ 十
』 , ）

~

~

~

グ
ハ
、
ロ
。

F230
神
ゞ
ロ
① F228 ○

1016
回
劃
．
剖
’

’
十
，
１
，
１
，
与
釦
．
つ B

画
四
Ｆ
ロ

１
↓
ｌ
‐
－
０
－
０
１
『
ｊ

~I

061＋ ＋＋十
1

A

／

ｌ
悶
園
『

~幾J

1 08ザ
＋

記｡
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＋
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一「
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F228．F230･F231平面図・断面図図Ⅳ－104
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1V遺櫛

F228F228･F230

D’ 28.00A’ 28.20 Ｄ
’

Ａ
ｌ

F228

－－
~

~

1 一

30

1 7．5蹄/6 明褐色埴壌土粘性あり ややしまる
1 5Y馬/8 明赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

27．5Ⅵ判/3 にぶい赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F228．F230
B

F228
E~ E' 27.90~B' 28.20~

一

~

1 7.5､儲/3 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

1 5､俺/8 明赤褐色埴壇土粘性ありややしまる

2 7．5郷/3 にふい赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F228

C

目230

C′ 28.10~
Ｆ
’ F′ 28.10

~

一

~

1 7.5､fW4 褐色埴壇土粘性あり ややしまる黒褐色土まだらに混じる1 7．5郷/4 褐色埴壇土粘性あり ややしまる

F230 F230

Ｇ
’ ００８

２里 Ｈ
’ 呂唖90

_三一
~

1 7.51側/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる黒色土混じる

1 7．5W/6 褐色埴壇土粘性あり ややしまる黒色土まだら|こ混じる

F231F231

ｌ
’ ’ ’ 28.10 Ｊ

’ J′ 28.10~

一二二二－－－
~

1 7.5Y剛/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる1 7．5W/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

F231 F231

K K' 28.00~ ■ L’ 28.00

～

一壱
~

’
一

1 7.5漉/4 暗褐色埴壌土粘性ありややしまる黒褐任十混じる
’ 7.5W細/4 暗褐色埴壇±粘性あり ややしまる黒任十混じる

F231

Ｍ

’ M’ 28.00~

一

一

1 75癖/4 陪裾伍埴壌十鮎↑牛あLl やや1 ,主昂黒鴻伝十源に昂

図Ⅳ－105 F228･F230･F231断面図

－189－



暁ゴ

F232°F233°F234 にワQ町
0←リリ

26.348

26ぐ235

26.380

直ゴ
厚ヨ

27.431

トレンチ

27,0”

F7qツ~~~~

27.840

F234

F237

調査区外

（
’A

~

A' 28.30~Ａ

ｌ

1 7.5W/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－106 F232．F233． F234平面図･F237平面図・断面図
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Ⅳ造構

F238 F239L

、
▽

O
A A' 29. 10

一一三一
句.．

、

Ａ
ｌ A’ 29.00

一
Ⅷ

険
1
1

1 7．5W/6 褐色埴壌土粘性ありややしまる 1 7．5冊/4 暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F240 F241

ソ

ロ
A

Ａ
ｌ A’ 28‘50

A『 28.90~八

ー一定－ a
~＝－

1 7．5YR3/3粘性あり ややしまる ’ 5庇/8 明赤褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F242 F243
／

90

A‘ 27

~~
80

1 7.5Y唖/3 極暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F244 F245

／

守

○
輔
″

A’ 27.90A
A’ 28.60~

Ａ

ｌ

－－－－ －
１

1 7．5W/2 黒褐色埴壌土粘性あり ややしまる 1 7.5Y剛測褐色埴壇土粘性あり ややしまる

F246 F247

－3 28‘009

Ａ

ｌ A' 28.20~
Ａ
ｌ A’ 28.10~

・27.992

27.995

-28.005ﾉ 4 1

～_一
、

尖

17.5YR3/2粘性あり しまりあり 骨片少轟含む 1 7.5YR4/4粘性あり しまりあり骨片多く含む

図Ⅳ－107 F238～247平面図・断面図
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暁F248

、
~、ァ

F249

28.038
、

28,256
､、
し

A’ 28.40~

戸

Ａ
ｌ
一

A A’ 28.20

28,240
28.026

一一一-
~～

~

28‘263

Z8,041

28.029

28.207 夕、

1 7.5YR3/3粘性あり しまりあり
17.5YR2/1 粘性中 しまりあり骨片含む

27.5YR4/6粘性中 しまりあり よく被熱している
28.225

ア

F251F250

A’ 28.20~
Ａ
ｌ

Ａ
ｌ A’ 28.20~

撹

＜~~

1 7.5YR4/4粘性あり しまりあり 骨片少量含む1 7．5YR4/3粘性中 しまりあり

F253F252

／
4

28.031

幻

輔

ｅ
ｗ

、

、

~

~

A’ 28.20Ａ
ｌ

27-998
A’ 28.10~A 1

２２０

８

８

９

２

７
２

一一く=T、､ 28.012

角、

/

1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり骨片含む

27.5YR3/3粘性中 しまりあり

1 7.5YR4/6粘性中しまりあり

F254

A’ 28.10A

~

０

０

恥
一
一
画
一
一

一

Ｃ

ｌ

－

４

Ｂ

ｌ

Ｓ

ｅ

被熱している

(F＋| | |層）

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

６

２

２

２

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

４

３

３

３

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

５

７

７

７

７

１

２

３

４●
、

召
27,963

27.969

噂
図Ⅳ－108 F248～254平面図・断面図
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Ⅳ道構

F256F255

竃’

A A′ 28.20

－＝フー

<’
1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり 1 7．5YR4/4粘性あり しまりあり 骨片少量含む

F257 F258

|ゞ
~~

詔‘049

Ａ
ｌ A’ 28.20~ Ａ

ｌ A′ 28.20~
撹乱 壇;H1津』

一ノーーーー

「
そ~
、

1 7.5YR4/6粘性あり しまりあり骨片含む

F259

1 7.5YR3/3粘性あり しまりあり骨片含む

F260

、”

一

〆

Ａ
一

“
’ 20

Ａ

ｌ A′ 28.30~

辻～ 一一－ーＢ

’ B’ 28.20~

Y- |75YR4/6粘性あり しまりあり 骨片多く含［ 1 7.5YR3/2粘性あり しまりあり

F261 F263

、▽

Ａ
ｌ A’ 28.20~

一一く工三二-一一一く工二つ-－

④〈 一

V

1 7．5YR4/4粘性あり しまりあり骨片少量含む

F262

／

4 Ａ
ｌ A’ 28.70~

A A’ 28.20

1 7.5YR3/1 粘性中 しまりありバミス(5mm)少孟含む

27.5YR3/3粘性中しまりありバミス(5~20mm)､黒色土(2/1)混じる
1 7‘5YR3/2粘性あり しまりあり

図Ⅳ－109 F255～263平面図・断面図
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焼土

F265

、～C

○

､β

霞む
ご
父

4

允可市一

Kノヮノ』

鼬""‘

④④
A A‘ 27.90~

一
Ⅷ

B B’ 27‘80

－－三一
A『 27.90~八

~

ミー
Ｃ
ｌ C′ 27.80~

B′ 27.90~
Ｂ

’

一一一一一一
－－－－

』"
粘性中

粘性中

粘性中

しまりあり

しまりあり

しまりあり

１

１

１

ノ

ノ

ノ

３

２

３

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

１

２

３

1 7.5YR3/1 粘性中 しまりあり

27.5YR2/1 粘性中 しまりあり

27.747

F266

Ａ
ｌ A’ 27.90

～卸

○
， 27.745

Ｂ

’ B’ 27.90~

一一一

冬

~ぐ C C’ 27.90

一一一一一一一一

粘性中

粘性中

粘性中

しまりあり

しまりあり

しまりあり

４

１

１

ノ

ノ

ノ

４

３

２

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

１

２

３
、ゞ

べ
ぐ

F268目267

』

28.119

A′ 28.20~A28.137A' 27.80A

一一一一召
一一一一

28.092

1

1 7.5YR3/1 粘性中 しまりあり骨片含む1 7.5YR3/1 粘性中 しまりあり

図Ⅳ－110 F264～268平面図・断面図
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Ⅳ遺構

F269 F270

吟／

獄~＞
／

､〒惨
A A’ 28. 10

A’ 28.30~Ａ
ｌ

一

一
‐

’
一P～

粘性中

粘性中

粘性中

しまりあり

’一P、←『p

しよりのソ

しまりあり炭化物含む

２

６

１

ノ

ノ

ノ

３

４

２

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

１

２

３

1 7.5YR3/2粘性中しまりあり

ノ
４F271 F272

、割
Ａ
ｌ A’ 28.20 A A’ 28.20

～一言‐
尖～

~六一一一

1 7．5YR2/1 粘性中しまりあり 骨片含む

27.5YR4/4粘性中 しまりあり骨片少量含む

17．5YR3/2粘性中しまりあり

F273 F274

可

、可
28.104

Ａ
ｌ A’ 28.20~A’ 28.20

~~
Ａ
ｌ

128.090 1

芒＝一一一－－－8.091

〈
マ
ノ~

／

17．5YR3／1

27．5YR3/2

1 7‘5YR2/1 粘性中しまりあり 骨片少量含む

27.5YR4/6粘性中しまりあり骨片少量含む

F275

粘性あり しまりあり骨片含む

粘性あり しまりあり 骨片含む

F276

〃

画
~マ7

／
／

17.5YR2/1 粘性中 しまりあり

27.5YR3/1 粘性中 しまりあり

|”

Ａ

ｌ A’ 28.20 A A' 28.20

~

Z

「
1 7.5YR3/1 粘性中 しまりあり骨片ごく少量含む

F277 F278

イ徳"'，"‘
28.〔

28.085／

Ａ

ｌ

鯉←二一三
A A’ 28.10A’ 28.20~

~，V一一＝一一一

~／令
／、

1 7．5YR3/1 粘性中しまりあり骨片含む 1 7.5YR4/4粘性中 しまりあり ﾊﾐｽ(2~4mm)､骨片少量含む

図Ⅳ-111 F269～278平面図・断面図
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焼土

F279 F280

ソ
Ａ
ｌ A' 29.00~

Ａ

ｌ A′ 28.60

~升

一一＝＝一一一＝＝一

ン
1 7‘5YR2/1 粘性中しまりあり

27.5YR5/6粘性中しまりあり

17~5YR4/6粘性中しまりあり

F281 F282

、‐~少

A' 28.20Ａ

ｌ

A A′ 28.20 1

-~＝～ ３

▽
／ 1 7.5YR1 .7/1 粘性中 しまりあり ﾊﾐｽ､骨片含む

27.5YR4/6粘性中 しまりあり 骨片含む

37．5YR2/1 粘性中 しまりあり

1 7.5YR3/1 粘性中しまりあり

27.5YR5/8粘性中しまりあり

F284F283

卸

A' 28.40~Ａ
ｌ

A A『 28.50~

一一一

辻、

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり

27.5YR3/3粘性中しまりありパミス(1~2mm)含む

F286

1 7.5YR3/3粘性中 しまりあり

F285

A’ 28.40Ａ
ｌ

Ａ

ｌ A’ 28.40~

一定ユフー 一一一一一万一
50

／く‘

1 7.5YR2/2粘性中しまりあり パミス(1~2mm)多く含む

27.5YR2/3粘性中しまりありﾊﾐｽ(1mm)少■含む

1 7.5YR3/4粘性中しまりありパミス(1mm)含む

F288F287

～割
A’ 28.40~

Ａ

ｌ Ａ

ｌ A’ 28.10~

1

－－＝＝－－ 3
~

～ 2

／今

17.5YR3/3粘性中しまりあり ﾊﾐｽ(3mm)含む 1 7.5YR3/4粘性中 しまりあり

27.5YR3/1 粘性中 しまりあり

図Ⅳ－112 F279～288平面図・断面図
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Ⅳ造橘

F289 F290

０８２

－

Ａ

－
１

－

Ａ

、”P
A A’ 28．10

－－－
、1

17,5YR4/6粘性中しまりあり 1 7.5YR3/3粘性中 しまりあり

F291 F292

､7 雨

Ａ
ｌ A' 28.90~ A A’ 29．00

－－くこL二一
~一~一

ﾏー
~~

1 7．5YR4/4粘性中 しまりあり 17.5YR3/2粘性中 しまりあり

F293 F294

1

芦こつ…こう
A A' 29．10

－<二一一

A A’ 29.10

一一－－

、1

V

F-－－－－

1 7.5YR3/2粘性ややあり しまる 1 7．5YR2/2粘性ややあり ややしまる

F295 F296

A A’ 28.00 Ａ
ｌ A’ 28.00~，V

一一二＝〒一=～ 一一
、1

1 7．5YR3/2粘性中しまりあり 1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり

F297 F298

」

”

Ａ

ｌ A' 28.30~
A′ 28.50Ａ

ｌ1

＜’
1

I

1 7．51便/1 黒色埴壇土粘性ややあり しまる | |a層混じり

25W召/6 粘性ややあり しまる

1 5YR4/8粘性あり しまる焼骨混じる

2 10YR2/1 粘性あり しまる

図Ⅳ－113 F289～298平面図・断面図
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暁土

F299 F300

』／

A A′ 28.50

／1

－く－＞一一

／

1
1 10YR2/1 粘性ややあり しまる | |届

27．5YR4/6粘性ややあり しまる 17.5YR4/3粘性あり しまる焼骨少し混じる

F302F301

、
い
い
⑬
呼
！

A A’ 28.30

‐－－ﾆー

Ａ
ｌ A′ 28.30~

1

－－－ー4
、

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり 骨片含む

27.5YR4/4粘性中しまりあり

1 7.5YR3/2粘性中しまりあり 骨片含む

日304F303

／

可

‘唖、
▽
／

A A' 28．30

－－－

A’ 28.30A

一一可一一4

1 7.5YR4/4粘性あり しまりあり骨片少量含む1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり 骨片少量含む

F306F305

~秒

①
A’ 28.10

~~
Ａ
一---△ A A’ 28．30

－－－

A′~

伝、

1 7.5YR3/3粘性中しまりあり骨片含む1 7.5YR2/2粘性あり しまりあり 骨片少量含む

F308F307

、4

“わ
、閨 ~

爺誉

､

A A′ 28．50

－一＝ﾃｰｰ

8‘334
A’ 28.10~A

－－－雲一
~~、、

、

心へ

17.5YR2/2粘性中 しまりあり1 7.5YR4/4粘性中 しまりあり骨片含む

図Ⅳ－114 F299～308平面図・断面図
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Ⅳ辿構

F310目309

8-29

A' 28.40~-－－4
Ａ

ｌ28.270

8.277
1

A’ 28.50

－－=＝＝＝二一一一
17.5YR4/4粘性中 しまりあり

F311

1 7.5YR2/2粘性中 しまりあり

F312

28.165

A' 28 30A

Ａ
ｌ A' 28.50~

28.143
一

V ４

７

６

５

８

＆

２

２

1

一一一一r一一一一一一r一一

V－－－

28.119

1 7.5YR3/3粘性中しまりあり 1 7．5YR3/3粘性中 しまりあり

F313 F314

28-M4

吟
Ａ
ｌ A’ 28.30~Ａ

ｌ A' 28.30~

28-156
＝一一一一一二一一

－－－ 1隅

〆

28．120

1 7．5YR3/2粘性中 しまりあり 1 7.5YR2/2粘性中しまりあり

F315 F316

~~－4

A’ 28.20Ａ

ｌ

一一

－－一一一一

1 7．5YR2/1 粘性中しまりあり 1 7．5YR2/3粘性中 しまりあり

F317 F318

ア 27.8距

、
7,886 27.90

、~"‘”

Ａ
ｌ A′ 28.50~

A A′ 28. 10~~

一一一工三／

ーーミーミーーー一一三＝二一一一一

へ

1 7．5YR4/4粘性中 しまりあり 1 7.5YR4/6粘性中しまりあり ﾊﾐｽ(5～20mm)多丘に含む

図Ⅳ-115 F309～318平面図・断面図

1QQ－
4RノLノ



焼」

F319 F320

4 28. 125
28.112

・28.137

撹乱

(電柱跡
A A’ 28.30~

形
28． 118 Ａ

ｌ A’ 28.30
28.092

廷ヘ28.123

撹乱

電柱跡

撹舌｛ 28"115

28.121 .ノタ

1 7.5YR4/4粘性中 しまりあり骨片含む 1 7.5YR3/2粘性中しまりあり ﾊﾐｽ(1mm)少量含む

F321 F322

／

Ａ
ｌ A’ 28.30~

Ａ

ｌ A’ 28.00~

－一－－－一－－ 一弓一一

／や
／

1 7.5YR3/1 粘性中しまりあり骨片含む 1 7.5YR4/4粘性中しまりあり

F324F323

且一一

Ａ
一一一一 ．－4

謬誉=-圭一L~
A’ 28,30

~－－－一

28．162

85

Ａ

ｌ A’ 28.30

~

~

1 7.5YR3/3粘性中しまりありバミス(1～5mm)少量含む17.5YR3/2粘性中 しまりあり

27.5YR3/3粘性中 しまりあり ﾊﾐｽ(1~3mm)含む

F325 F326

蝿
一
一

一

Ａ
’
一

『Ｐ

⑪
一一一
一一

A A‘ 28‘30
矛

一一一王一一

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり骨片少量含吃17.5YR3/3粘性中 しまりあり

F328F327

』
』 Ａ

ｌ A′ 28.30~

A′ 28.30Ａ

ｌ

一言工方

1 7.5YR4/4粘性中 しまりあり1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり

図Ⅳ－116 F319～328平面図・断面図
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W遣構

目330F329

､、罰

③．
A' 28.30~

Ａ
ｌ A『 28.30Ａ

ｌ

一一一一一一一一一一
－－一

、 、

1 7.5YR3/2粘性中しまりあり 17.5YR2/2粘性中 しまりあり ﾊﾐｽ(1mm)ごく少■含む

F331 F332

Ａ
ｌ A’ 28.30~ A A’ 28.20

－－－一一一
チ

1 5YR3/4粘性中 しまりあり 1 7.5YR4/4粘性中しまりあり骨片含む

7

F335
ｊ
』
んﾜ7日7ｺ~~~~~~

~

~ ～

27.573

ｎ

Ｊ

０

－

、

一

一

一

、

》

下

心
、
守
口
。

、

”

、

、

句
Ｊ

ｎ
Ｊ

Ｄ
寺
ノ

『

ｊ

句

４

句

ｑ

〆
恥
】

Ｂ
〈
、
凹

守

Ｊ

《

ロ

凸

内
晶
〉

９

．

６

７

２

）

恥

~

獅呵
蔦

ｎ

４

ｕ

け

す

〃

７２

７
Ｊ

旬

Ｊ

■
障
恥
〕

７２

鋸
ｍ
Ｕ

Ｔ
ｑ
‘

・
鼻
Ｄ

Ｔ

Ｊ

内

暉

句

色

２７

Ｊ

。

７２

／

27.558
27-633

27.6”
の
一

７０
７７２

４Ｆ
『
四

甲
貸
Ｕ

７

８

２

５５

27‘696

~･27,658

／

〆

、一一一一＝一一

呵了

色ダ

28.907

〆
27.912

28.022

／-－．

27.877

128.014

( "i|)

27.86

一

.958

27

27.826

27.869

ﾉ婆

Ａ
ｌ A’ 28.10~

1 7.5,門/6 にぶい褐色埴壌土粘性あり ややしまる黒径十混じる

B B’ 28.00~

一一一=エーーーー=一一
図Ⅳ－117 F329～332･F335平面図・断面図
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jMlz '一
ハン画 1一

F333 F334

③
０９７２

－

ＡＡ

ｌA A' 28.10

~－， 1

一一一A
一
ＶＪ

－
Ａ
－

一ﾗﾏ

1 7.5YR3/3粘性中 しまりあり 1 7-5YR3/2粘性中しまりあり

F336 F337 1>

８

９

０

９

８

０

２

８２

９

９

㈹

０

８

・

８

２

Ｚ
Ａ
ｌ A′ 28.20~Ａ

ｌ A’ 28.10
木根

－－一

腹

｜
粘性中

粘性中

17.5YR2/2粘性中 しまりあり しまりあり骨片少量含む

しまりあり

１

６

ノ

ノ

２

４

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

５

５

７

７

１

２

F338 F339

ら一一 A~Ａ
ｌ A’ 28.30~A′ 28.30

ら三一

1
一
列 一少 一一一一一

1 7.5YR4/4粘性中 しまりあり 骨片含む 1 7.5YR2/1 粘性中 しまりあり骨片含む

27.5YR4/5粘性中しまりあり骨片含む

F341
／
々／

⑳
ア

F340

／
々／

⑪
可

A A『 28．30

－

、，

０蝿
一

一

Ａ
’
一

7.5YR2/1 粘性中 しまりあり1 7.5YR2/1 粘性中 しまりあり

ﾍ、、
“
’ 00

F342
I

10

1 7．5稲/4 暗褐色埴壌土粘性ありややしまる

？
ノ

図Ⅳ－118 F333．F334･F336～342平面図・断面図
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Ⅳ造構

A' 27.90~
Ａ
ｌ

B′ 28.00~
Ｂ

’

1 7.5V円/4 暗褐色埴壊土粘性ややあり しまる

27.5弼/2 黒褐色埴壌土粘性ややあり ややしまる

F344

、割

F345

、

Ａ
ｌ
一

A’ 28.20~
Ａ
ｌ ０９刀

Ａ

1

一言一一
＜、

<・
、、

1 7.5YR5/8粘性中ややしまりあり 1 7.5,V唖/2 黒褐色埴壌土粘性ややあり しまる

27．5踊/6 明褐色埴壌土粘性ややあり ややしまる

目346 F347

､O
ら一一 A A’ 28．20

一一一一

A A' 28.10

一－一一一

可

1 7.5飛/4 暗褐色埴壌±粘性ややあり しまる 1 7.5W/4 褐色埴壌土粘性ありややしまる焼骨混じる

目348 F349

、
､ｱ

劉
Ａ

ｌ A’ 28.20~ Ａ

ｌ A’ 28.20

一
一
一
一 御, ~＝＝

〈
1 7.5Y偲/3 暗褐色土粘性ややあり しまる焼骨混じる 1 7．5W/3 極暗褐色埴壊土粘性なし しまりなL

図Ⅳ－119 F343～349平面図・断面図
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焼土

F350 F351

（

’ A A′ 27．90

－＜言一一

Ａ
ｌ

A A' 28．20

－－

1 7．5W翅/3 極暗褐色埴壌土粘性あり しまりな 1 7．5稲/4 暗褐色埴埋土粘性ややあり しまる

F352 F353

、‘
A A′ 28.10~

一

Ａ
’
一

A’ 28.20

－－

1 7．5掘/3 極暗褐色埴埴土粘性ややあり ややしまる1 7．5弼/3 暗褐色土粘性なし しまる

F354 F355

唾
F 、

～

A A’ 28.00~
-－－4 ~

A A’ 28,10

一一一

A′
~～

え△

1 7．5煙/2 黒褐色埴壌土粘性ややあり しまる 1 7．5涌/5 暗褐色埴壊土粘性ややあり ややしまる

日356 F357

し
岬
一

一

Ａ
’ A A′ 28-10~

＜ 一一王一一

1 7.5,側/4 褐色埴壌土粘性ややあり ややしまる焼骨少量混じる 1 7．5弼/4 暗褐色埴壇土粘性ややあり しまる焼骨微量に混じる

F359F358

Ａ

ｌ A’ 28.20

A A’ 28.00~
一一一一

Ｖ ～＝アー
一一▽

1 10煙/2黒褐色埴壇土粘性ややあり しまる焼土混じりの| |層土

27.5疵/8 明褐色埴壊土粘性あり しまる焼骨含む

1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－120 F350～359平面図・断面図
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Ⅳ遺構

F360 日

A’ 28.00~A

A A’ 28.00

~一一可ご＝ し

へ
~、

1 10踊/1 黒褐色埴壌土粘性あり

27.5､側/4 褐色埴壌土粘性あり

ややしまる 11層

ややしまる 1 7．5病/8 明褐色埴壌土粘性ややあり しまる焼骨少量混じる

F362 F 363

A’ 28. 10~
Ａ
ｌ

A A’ 28.10

-

1 7．5涌/8 明褐色埴壌土粘性なし しまる 1 10W/2黒褐色埴埴土粘性なし しまる 1 lb?

27.5Ⅵ石/6 明褐色埴壊土粘性なし しまる

F364 F365

～~a Ａ
ｌ A′ 28.00~ A ００８２~Ａ

一一一－＝ ~~－一/一一一〆

1 7．5w/4 暗褐色埴壌土粘性なし しまる 1 7.5Y円/4 暗褐色埴壌土粘性なしややしまる

F366 F367

③A一一一一

が
P

A A’ 28．00

－－戸云

A A’ 27.40

一一？~－
g一・

△入

1 7.5Y門.5/4 暗褐色埴壌土粘性ややあり しまる ローム粒混じる 1 7．5W忍.5/3 暗褐色土粘性なし しまる

日 F369

3

A A’ 27. 10~

<f
、、

一＝一－

27 30

1 7．5W/4 褐色埴壌土粘性あり しまる 1 7．5W/6 褐色埴壌土粘性ややあり ややしまる

図Ⅳ－121 F360～369平面図・断面図
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焼二’

F370 F371 1>
28.00

００“
’
一一

Ａ

’

/亀

1 7.5,㈹/4 暗褐色埴壌土粘性なしややしまる1 7．5w/4 褐色埴壇土粘性なし しまる

、j
Iア

F372 F373

ザ

Ａ

ｌ A' 28.00

~~
A一一A

A A’ 28.00

1 7.砧偲/3 暗褐色土粘性なし しまりなし1 7．5稲/4 暗褐色埴壇土粘性ややあり ややしまる
ﾉ

F375F374

1

1ァ
睦〆

聖.④
A A’ 28.10

一一

1 7.5W/3 極暗褐色埴壌土粘性ややありややしまる

目376

炉

A A’ 29.40

一一一三コ－－－

1 7.5Wも/8 明褐色埴堀土粘性あり しまる

『

F377

A’ 28,10~Ａ
ｌ

一一－一一＝=~＝二三一
ら一‐

Ａ

ｌ A『 28.70
~

Ａ
際
一

一

1 7．5堀/3 暗褐色土粘性ありややしまる
一

1 7.5Y円/3 暗褐色土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－122 F370～377平面図・断面図
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IV辿櫛

F378 ・27‘928

|ゞ 27,919

/~27~88フ L
27.968

27.908

~Qどノ
i8

~~~~1~~~~~~

口憩~葱~、
つ

一

〆

〆

／

J

27.935 、
、

、 ~ ／
27，947

27.953

27956

27.96

（
28015

27,889

一一

1

1＞ 1
1 ~

28-021

1

1

｛

ご"／

28.012

、
1

Ａ

ｌ A' 28.10~

P1240

1 7.5Y1W4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる黒色土･ﾊﾐｽ少量混じる

F379

27.929

28-011

28.021 27.992
27.946

28.003

28－045

28.015

⑳

④
ゞ里

28-019
27.959

27.938

Z8.057

27.94327.93128.010
28.034

27.952

28.027
?7qワフ~~~~~~

侭
一一一

28‘“2
28,020

Ａ

ｌ A’ 28.20~

～＝

1 7．5糎/1 黒色埴壌±粘性あり ややしまる褐色±混じる

図Ⅳ－123 F378･F379平面図・断面図

-207



f庇＋・
”し ユニ

F380

Ａ
一 A’ 28.10~

二一

日
一

まる

10

4ヘ
、 1 7.5W/4 褐色埴壊土粘性あり ややしまる

黒伊十混じる

F381

１

－

~~~の
'

Ａ
ｌ A′ 28.00~

－－－－－－－=－－－

1 7．5WW4 褐色埴壌土粘性あり ややしまるパミス少丑含む

A′ 28.00Ａ
ｌ

17.5YR3/2粘性中 しまりあり

27.5YR4/4粘性中しまりあり黒褐色土(3/1)混じる

図Ⅳ－124 F380～382平面図・断面図
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Ⅳ道櫛

F383

&

Ａ
ｌ A' 28.00

1 7.5YR4/3粘性中 しまりあり黒褐色土(3/1)混じる

27.5YR4/4粘性中 しまりあり黒色土(2/1)混じる

~

９
．
局
』
く

~
~
~
~
~

『
い
い
一
口

f

F384

1

，

1

，

P1224 、、P1224 、、
P1238

～

黒-～、、〆

／

僧
、
公
ノ

、

~

~

~

〆

／

僧
、
公
ノ

、

~

~

~

〆

ノ
畑
口
関
Ｈ
仙
鯉
畦
叩
洸
今
冬
傘
．
婚
親
巽
Ｈ
閣
騨
釦
鯉
ミ
ヰ
芦
哩
尽
妄

§、、

撹乱
､

、

P132K

Ｂ

’ B' 27.90~

I

P1238

1 7．5Y癖/4 褐色埴壇土粘性あり ややしまる黒褐色土混じる

<’

図Ⅳ-125 F383･ F384平面図・断面図

209-



焼土

＝

P1270
〆

撹乱一

〆

〆

１

１

志

A’ 28,00~Ａ
ｌ

一

1 7．5YR4/4褐色埴壌土粘性ありややしまる黒色土混じる

I
Yア

F387F386

印可

とﾉ

27.905

P1223
27．982

－4

27 971

427－97627－97627.890

27978

餡f･ DJ年T9分句

A' 28 10~Ａ
ｌ

1

A' 28.00~Ａ
ｌ

P1223

一一一二一－－－－－－一一一

1 7．5YR4/3粘性中 しまりあり

'断面図

' 7,5YR3/2 粘性中 しまりありバミス（1,m)少量含む

図Ⅳ－126 F385～387平面図。
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Ⅳ遺構

F388 F389

4

Ａ
ｌ A『 28.30~

‐ミーー
ペー

05

1 7．5煙/3 極暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる
A A’ 28.00

一一一＝＝~L一

1 7.5YR4/3粘性中しまりあり

F390 F391

A A’ 27.50~

A『 27.40~

1 7.5W/3 暗褐伝十粘性あり しまりな 1 7．5W/6 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ－127 F388～391平面図・断面図
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焼土

F392 F393

ｳ／
、~心

、

ー-、

A A’ 28．50

－

A A『 28．80

－－－－
1ノ

一 一

1

ン 夕、、

1ｽ5Y側/6 褐色埴壌±粘性あり しまる 1 7.5Y雨/2 黒褐色埴壌土粘性あり しまりな'．

F394 ヨ395
~~

Ａ
一 ／

ク
〃

Ａ
ｌ A’ 28.00

ニクーー ーマ一－一
1 7.5YR4/4粘性中しまりあり

27.5YR2/1 粘性中しまりあり

鰹

③
④

“繩
一

一

霊
〃

、

４

－

①
劃

Ａ

ｌ

一

６９３Ｆ

~，
／

A A’ 28.10~

－

~

1 7.5YR4/4粘性中しまりあり バミス(2mm)ごく少量含む17.5YR2/1 粘性中しまりあり骨片少量含む

F398F397

A A‘ 29.80

童／ ① Yア

⑰ 皇-=壽徽”
（アー

一一－

B B’ 29．80

－－－ｰ

1 7.5YR4/3粘性中しまりあり1 7.5YR2/1 粘性中 しまりあり

27．5YR4/4粘性中 しまりあり

F400F399

」

唖

一

一

~

Ａ

ｌ

一

~

圏A’ 29.80~A

__一ら
一
Ⅶ

ア

1 7.5YR2/1 粘性中 しまりあり1 7.5YR4/3粘性中 しまりあり

図Ⅳ－128 F392～400平面図・断面図
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Ⅳ造楠

F402 1"F401

A’ 28.00~AA A’ 28．10

－＝一一
一一一

、
基

1 7．5YR4/6粘性中 しまりあり r 1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり

F403

３

”

０

８

８

７

７

２

２

ヨ

Ａ
ｌ A’ 27.90~

粘性中

粘性中

粘性中

２

１

１

ノ

ノ

ノ

３

２

３

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

１

２

３

しまりあり

しまりあり

しまりあり

F404 F405

､～劉
Ａ

ｌ A’ 28.00~~，V
A A’ 28.00

L夢/'－ －－－エーーー

尖、

1 7.5YR3/2粘性中しまりあり 骨片多く含む 1 7，5YR4/4粘性中しまりあり骨片少量含む

F4071
＜1

F406
27825

－－4

27.817

27.813

－

４
－

27．815

27.814

Ａ
ｌ

咽
一 90

Ａ
ｌ A’ 28.00~

<I
1
1

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり 骨片ごく少量含む

図Ⅳ－129 F401～407平面図・断面図
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焼土

F408 1" F409

27，817 や

27.824

〕"‘“Ａ

ｌ A‘ 28.00~ Ａ
ｌ A’ 28.00~27.818

27.8↑6 27.855
27.823

’

27.鯛2

27.804

2Z~828 27.813

ダマ盲 r･
~1

1

1 7.5YR3/1 粘性中しまりあり1 7-5YR4/4粘性中しまりあり
27.845

F411F410

､ﾉ

気7

Ａ

ｌ A’ 28.30

_ノー－

4

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり 1 7．5w/4 暗褐色埴塘土粘性あり ややしまる ’ 1層混じる

F413F412

，け A A『 28, 10~
A A’ 28.00

‐－
， 1

岳~～

1 7.5Y妬/6 明褐色埴壌土粘性あり ややしまを 1 7.5,7馬/6 明褐色埴壌土粘性あり しまる

F417F414．F415･F416

F415

A’ 28.00~A
F414A

-－ ~
一一 ・一一一デーーー－V

－－ －

-一言▽
A' 28.00~Ａ

一

F414 F415 F416
~

一

1 7．5混/4 暗褐色埴壇土粘性あり しまる暗褐色±粘性ややあり

暗褐色土粘性ややあり

暗褐色埴壌土粘性あり

しまる

しまる

ややしまる

1 7．5冊/3

27.5堀/3

37．5W/4

F418 F419

A A' 27.90

-＝ぞ～
A’ 27.90~Ａ

ｌ｜
〃

/一三一一

1 7．5Y門/4 暗褐色埴壌土粘性なし しまる1 7.5疵/8 明褐色埴壌土粘性あり ややしまる

図Ⅳ-130 F408～419平面図・断面図
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Ⅳ道櫛

F421F420

|〉

C｡＝芸ぎぎ｡/三一

Ａ
ｌ A’ 28.90~

A
一一

「

1 10Y繩.5/2 黒褐色埴壊±粘性ありややしまる Ⅱ+Ⅳ

27.引例/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる

F420

1 7．5飛/6 明褐色埴壌土粘性あり しまりなし

F422

L

A‘ 28.70~

平
、催

1
，

1 7．5飛/2 黒褐色埴壌土粘性あり しまりなし

A A’ 27.80~

F424 F4

~4

27-681

27.742〆

27.736

~，
／

27.842

27.848

弐

A’ 28.00~
Ａ
ｌ Ａ

ｌ A’ 28.00

一一=－－ －－－=一一一一

B B′ 28.00Ｂ

’ B' 27．90~

一一一一一-－－－一一一一

1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり

27．5YR2/1 粘性中 しまりあり

1 7，5YR2/2粘性中 しまりあり

27，5YR3/3粘性中 しまりあり

図Ⅳ－131 FH420～425平面図・断面図
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焼土

Ａ
ｌ A’ 28.00~

一~－〒－－
Ｂ

’ B’ 28.00~

一一一一一

1 7．5YR2/1 粘性中 しまりあり 骨片含む

A
、『

目427 F428

唐郵ノ“”
、27.846 一一

・27,80

27.802

27‘8

27818／
Ａ

ｌ A『 27.80

④
一一一

1

B’ 27.80
■

ロ
27.832
Ａ

ｌ A’ 27 90
／<4 一三一一

、7

しまりあり

I一『’一dl

しまりのり

1

1 7.5YR3/3粘性中

27.5YR3/2粘性中1 7.5YR3/2粘性中しまりあり骨片含む

目429 目430

、、

~抄
Ａ

ｌ A’ 28.20~

」
27.793

~へ、
27.978

28.076

β、、

1 7．5慨/3 暗褐色土粘性なし しまる

曰431

弓や、

7 錘I
Ａ
ｌ A’ 27.80 A A’ 27.90

ー＝＝=＝ｺーー

1 7．5YR4/4粘性中しまりあり

1 7.馴柘/8暗褐色埴壌土粘性あり ややしまる黒色土混じる

27.5W/4褐色埴壌十粘性ありややしまる黒色土混じる

図Ⅳ－132 F426～431平面図・断面図
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Ⅳ遺梢

F433F432

形
一
一
一
口

A’ 28.90Ａ

ｌ

茅⑳
し

~

-V

1 7．5YR4/6粘性中 しまりあり骨片少垂含む 1 7．5YR4/4粘性中 しまりあり

F435gy 画’ ゾF434

⑳
げ

27.889

⑦パ
’

④
V
／

A’ 28.80~
Ａ
ｌ

一

A' 28.00 B~ ~ B' 28．00A

一一一壱一一一

17．5YR2/1 粘性中 しまりあり

27.5YR3/2粘性中 しまりあり

F437

一一一一一ﾉグ
1 7.5YR3/3粘性中 しまりあり黒色土(2/1）まだらに混じる

F436

－－－－A 27.973

堅---- Ａｌ A’ 28.10~27.953
一

Ｊ
－

Ａ
Ａ
－ A A′ 28． 10

－－－=＝フー

A~

ー一一一夷一一
27.974

1 7.5YR2/1 粘性中 しまりあり17－5YR2/1 粘性中 しまりあり

F438 F439

／も
一
⑪

６１ＰＳ

、

藤
シ

／

、公

①
少、、

０５８

髄

２

Ｐ

Ａ

Ｓ

A
A A’ 28,40

一一一一

1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり

27.5YR4/4粘性中 しまりあり
1 7.5YR3/2粘性中しまりあり

F440 F441

A A′ 28．00

－－＝一一一一

Ａ
ｌ A’ 28.40~

~

1
-－－9

P1368

~~

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり骨片含む 1 7.5YR3/3粘性中しまりあり

図Ⅳ－133 F432～441平面図・断面図
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焼土

F442

辱…
26660

26.844

Ａ
ｌ A’ 27.50~

＜

1 7.5YR4/6粘性中 しまりあり根による撹乱が多L

Ｂ

’ B’ 27.20~

1
17~5YR3/4粘性中 しまりあり 根による撹乱が多い

目444F443

／

A’ 28.50~
Ａ
ｌ

A A 26.80
Ｓ

今

1 7.5YR4/6粘性中しまりあり黒色土(2/1)混じる骨片少量含む

1 7．5YR3/2粘性中 しまりあり

F445

Ａ
ｌ A' 26.60~

Ａ
ｌ A’ 26.70

~~a
~

～

1 7.5YR3/3粘性中 しまりあり

1 7．5YR2/2粘性中しまりあり

図Ⅳ－134 F442～446平面図・断面図
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Ⅳ道構

F448目447

６

釦

８

４

４８

油

２

守A28-4ﾌ9
A' 28.60~~

A′ 29. 10~
Ａ
ｌ

Ａ
ｌ （

’
~

一一でマ
8,494

1 7.5YR3/2粘性中 しまりあり7.5YR4/6粘性中しまりあり ﾊﾐｽ(5mm)含む

F449 F450

企

惨"〆
26.566

７

卵

６

６

５

２

６
Ａ
ｌ A’ 26.70~

○
Ａ

一

A『 26‘70

~~ 一一一－一一一一－一~26.5“

〃
ﾉェ

17.5YR4/4粘性中 しまりあり

1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり

F451 F452

１
座
~
、
ノ

~

~

一

－－A
Ａ
ｌ

~

A’ 28.70~A’ 28.90~A

ヘ亘二／一ヘ亘二／一 1

メム

／、

7.5Y剛/4 褐色埴壌土粘性あり ややしまる焼骨混じり
1 7.5YR2/1 粘性中しまりあり

F453 F454

ロ
Ａ
ｌ A’ 28.60

一
河 ‐

ざ

1 7．5堀/4 暗褐色埴壊土粘性あり しまりなし

1 7．5飛/6 明褐色埴壌土粘性あり しまる

図Ⅳ－135 F447～454平面図・断面図
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コード

市町村|遺跡番号
調査面積

（㎡）

ふ り か な

収録遣跡 所在地 Jﾄ･蛙号
引L4叩ヰニ 東経 調査期間 調査原因

北海道
えにわしにLLままつ

恵庭市西島松
ばんち

306･501番地
さきかせんLきち

先河11 1敷地

河川改修

工事に

伴う

事前調査

42.

54’

18°

141.

33’

54”

にし しままつ いせき

西島松2遺跡 20050401

~2()071030

01224 A-04-35 19,9()4㎡

所収遺跡名 橦 別 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代前期 住居趾× 12軒 土器・石器

縄文il寺代後期 住居趾× 14刺 十器・石器

墓×39基
繩文||寺代'1免期

~I~ 1房1【 1

t器・石器
土坑×814基

住居趾× 1軒

土坑×76基

住居趾× 16軒

土坑× 1基

西島松2遺跡 遺物包含地

続繩文時代 上器・石器

擦文時代 土器・金属製品 曲げ物が出土

墓× 3基近 世 刀類・マレック

遺跡は恵庭市の西方の柏木川とその支流であるキトウシュメンナイ川に挟まれた標高

約28mの低い台地上に位置する。 これまでの調査で住居肚60粁、土坑1,406基、Tピット

6基、焼土454カ所、小ピット266カ所などの遺構が検出されている。検出された主な遺

構は、縄文時代晩期末葉の土坑群で、墓とは別に密集した状況で検出されている。

要 約
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